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創作

目次は分野ごとに
スッキリ見やすく
まとめました
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中村佑介さんが表紙のイラストに表現したこと
中村さんは，教科書の中身が出来上がったころ，
口絵から資料までの全てのページに目を通し，イラストのラフ描きを始めます。
この教科書では鑑賞が柱になっていることを読み取って，西洋音楽の鑑賞ページにある，
ミケランジェロの『最後の審判』をモティーフの中心に選びました。
高校生がワクワクした気持ちで音楽の授業が受けられるよう，さまざまな要素を描き
込んでいきます。
天国のおちゃめな天使たち，地獄のひょうきんなドラゴンや魔女。
そして，天と地の境には『春の祭典』の衣装を着た女の子たちや日本の伝統芸能の演者，
ロックのジミ・ヘンドリックスやバッハの姿もあります。
多様で豊かな音楽をたくさん聴き，感じ取ってほしいという願いを込めて描かれてい
ます。
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●教材を選択しやすくするために，活動の分野ごとに配列しました。

全体の構成

表紙

口絵

基
礎
ペ
ー
ジ

歌唱
教科書
  P.8〜21

思いを込めて歌おう　『糸』 （中島みゆき）他 4曲

日本の歌曲を歌おう　『からたちの花』 1曲

イタリア語の歌曲を歌おう　『うつろの心』 1曲

ドイツ語の歌曲を歌おう　『子守歌』 1曲

フランス語の歌曲を歌おう　『愛の讃歌』 1曲

器楽
教科書
  P.22〜27

ギターを弾こう　『Stand By Me』 1曲

合奏を楽しもう　『One』 1曲

篠笛を吹こう　『秋の宵』 １曲

創作
教科書
  P.28〜31

BGMをつくろう

鑑
賞
ペ
ー
ジ

鑑賞
教科書
  P.32〜63

西洋音楽の鑑賞　 12曲

日本の伝統音楽　文楽『一谷嫰軍記』 他 2曲

　●義太夫節を語ろう　『一谷嫰軍記』から （鑑賞から歌唱へ）

世界の諸民族の音楽　『クンブ ソラ』 他 7曲

ポピュラー音楽　『In the Mood』 他 2曲

発
展
ペ
ー
ジ

音楽の歓び
教科書
  P.64〜105

独唱　『早春賦』『優雅な月よ』 他　 9曲

合唱　『夏は来ぬ』『流浪の民』 他 6曲

器楽　『America』『ノルウェーの森』 他 4曲

資
料

資料
教科書
P.105〜117

楽典，オーケストラの編成，コードネームとダイヤグラム，
リコーダーの運指表，音楽史年表，音楽の著作権について
知ろう

P.118〜裏表紙裏（P.119）

同二［女ニ／男ニ］（2）
同三［女三／男三］（1）
混四（2），男四（1）

※表中の同ニ，同三は混声合唱でも演奏できます。

歌唱
・学習目標の明示
・フランス語の発音を丁寧に解説
・学習をサポートする実践的なコラム

（→本書P.６・７）

器楽
・学習目標の明示
・生徒に負担のかからない難易度と選曲
・多様な活動を展開できる編曲

（→本書P.７）

鑑賞
・楽曲を理解するための手がかりを明示
・聴いて曲の魅力を実感できる活動

（→本書P.８〜11）

音楽の歓び
・高校の定番曲を満載した楽譜ページ
・基礎ページで身に付けたことを発展的　
　に捉えられる

収録曲数

資料
・楽典，オーケストラの編成などの充実
　した資料
・実際の音楽の授業やクラブ活動で使い
　勝手抜群

（→本書P.12）

時代を超えて鳴り響く《怒りの日》
（『幻想交響曲』 他），『ブランデ
ンブルク協奏曲第２番』 ，『２台
のピアノのためのソナタ ニ長
調』，『ヴァイオリン協奏曲 ホ短
調』，オペラ『カルメン』 他

創作
・小・中学校で既習の音素材による創作
・高校生が到達点をイメージできるテー
　マを設定

（→本書P.12）



新しい美の
可能性を求めて

オペラ，バレエ，歌舞伎といった舞台芸術は，斬新な演出を
試みたり，異なる分野の題材を選んだりすることで，現代の我々
にさらなる美の可能性を示してくれる。
ビゼーのオペラ『カルメン』（ p.42）は，身体表現の極みであ
るバレエで演じられることによって，視覚の美にスポットを
当てた新たな舞台芸術として生まれ変わった。 ©Jin Kimoto

歓声に沸く闘牛場の外で争うカルメンとホセ。
ドン·ホセ：熊

くま
川
かわ

哲
てつ

也
や

，カルメン：白
しら

石
いし

あゆ美
Tetsuya Kumakawa K-BALLET COMPANY 
Autumn2015 『カルメン』から　演出・振

ふり
付
つけ

：熊川哲也
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この作品では，舞台装置として鏡が効果的に使われている。
音楽には長唄の他，ラテン語の歌詞による少年たちの歌や
チェンバロが用いられている。

獅
し

子
し

丸
まる

 実は 琵
び

琶
わ

姫
ひめ

：尾
お の え

上菊
きく

之
の

助
すけ

大
おお

篠
しの

左
さ

大
だい

臣
じん

：中
なか

村
むら

錦
きん

之
の

助
すけ

久
く

利
り

男
お

：尾
お の え

上松
まつ

也
や

幡
ばん

　太
た

：坂
ばん

東
どう

秀
しゅう

調
ちょう

『NINAGAWA十二夜』ロンドン公演（2009年）から
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歌舞伎と
シェークスピアの出会い
歌舞伎俳優たちは，古典の作品を伝承するだけではなく，時代の感性を取り入れた
新作の創造にも積極的に取り組んできた。『NINAGAWA十二夜』（蜷

にな

川
がわ

幸
ゆき

雄
お

演出，
2005年初演）は，シェークスピアの喜劇『十二夜』を題材にした歌舞伎の新作である。
2009年にはロンドンでも上演され，大好評を博した。

▶大阪府大阪市・四
し
天
てん
王
のう
寺
じ

▶長崎県長崎市

▶秋田県鹿
か

角
づの

市

　元来は，年中行事やそれにまつわる風習などをまとめた書物。
現在では，俳句の季語（特定の季節を表す言葉）を集めて分類し，
解説や作例となる句を紹介した書物を指す。

歳時記とは

『蘇利古』では，和紙に張った白絹に，
墨で人の顔を描いた「雑

ぞう
面
めん
」を用いる。

　古来日本人は，四季折々の祭りや行事などをとても大切にしてきました。これらの中で行われる
音楽や舞踊は，地域に根ざした郷土の芸能（民俗芸能）として伝承されてきました。ここでは，各地
の風物詩としても親しまれている４つの芸能とこれらを詠んだ俳句を通して，言葉の中に息づく“日
本の音”を味わいましょう。

　「聖霊会」は，毎年4月22日（開祖である聖徳太子の命日）に催される法要です。
約1400年の歴史をもつこの法要は，日本三舞台の一つとして知られる亀の池の石
舞台で行われ，「声

しょう
明
みょう
」と「雅

が
楽
がく
」の舞楽が奉納されます。

　写真は，高
こ
麗
ま
楽
がく
による『蘇

そ
利
り
古
こ
』という舞楽です。舞楽法要の最初に行われる『蘇

利古』は，一説には太子の目覚めを慰めるための供
く
養
よう
舞
まい
であるといわれ，聖霊会に

は欠かすことのできない演目です。
　朝鮮半島から伝来した高麗楽の伴奏楽器には，篳

ひち
篥
りき
，高

こ
麗
ま
笛
ぶえ
，三

さん
ノ
の
鼓
つづみ
，太

たい
鼓
こ
，鉦

しょう

鼓
こ
が用いられます。

　「阿波おどり」は，毎年８月12～15日に行われ
る盆

ぼん
踊
おどり
です。約400年の歴史をもつこの盆踊は，

例年延べ100万人以上の人出でにぎわい，全国
でも有数の祭りとして知られています。
　「阿波よしこの」と呼ばれる歌と，三

しゃ
味
み
線
せん
や大太

鼓，締
しめ
太鼓，鉦

かね
，笛などの「鳴りもの」で演奏され

る軽快で陽気な音楽に合わせて，「連
れん
」と呼ばれる

踊り手の集団がそれぞれ工夫を凝らした踊りを披
露します。写真は「女踊り」で，浴

ゆ か た
衣に編み笠

がさ
，下

げ

駄
た
姿で足さばきも鮮やかに踊ります。

　「長崎くんち」は，毎年10月７～９日に行わ
れる諏

す
訪
わ
神社の例大祭です。奉納踊（出し物）に

は「本
ほん
踊
おどり
」や「太

コッコデショ
鼓山」の他，外来文化の影響を色

濃く残す「龍
じゃ
踊
おどり
」「阿

お
蘭
らん
陀
だ
万
まん
歳
ざい
」などもあり，江

戸時代に中国やオランダとの通商の窓口となっ
た長崎ならではの国際色豊かな祭礼です。
　写真の「龍踊」は，唐人屋敷で行われていたも
のが伝えられたといわれています。「龍

じゃ
囃
ば や し
子」に

は，龍の声を表すという長
なが
喇
らっ
叭
ぱ
の他，大

おお
銅
ど
鑼
ら
，

大太鼓，皺
かっ
鼓
こ
，小

こ
鉦
しょう
，蓮

ばっつお
葉鉦が用いられます。

＊蛇踊：龍踊の昔の表記。　＊蛇衆（龍衆）：龍の操り手。

　「大日堂舞楽」は，毎年１月２日に八
はち
幡
まん
平
たい

小
あ ず き
豆沢

さわ
地区にある大

おお
日
ひる
霊
め
貴
むち
神社（通称大日堂）

で行われる舞楽です。約1300年前に都の楽
がく

人
にん
によって伝えられた舞楽が起源とされ，そ

の年の安全，五穀豊
ほう
穣
じょう
，無病息災などを祈願

して奉納されます。
　写真の「鳥舞」は，神社創建の由来となった
だんぶり長者が飼育していた鶏の遊ぶ様子を，
舞にしたといわれています。３人の童子が，
それぞれ雄，雌，雛

ひな
の鳥

とり
甲
かぶと
をかぶり，日の丸

の扇子を持って（雄は鈴も持つ）舞います。伴
奏楽器には，笛と太鼓が用いられます。

聖
しょう

霊
りょう

会
え

の舞
ぶ

楽
がく

▶徳島県徳島市

阿
あ

波
わ

おどり

長崎くんち奉
ほう

納
のう

踊
おどり

大
だい

日
にち

堂
どう

舞楽
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夏

冬

春
秋

音の歳時記

※俳句の出典：「合本 現代俳句歳時記」（角川春樹事務所），「俳句の祭 上巻」「俳句の祭 下巻」（創元社）

鳥と
り

舞ま
い

や
鳥
の
し
ぐ
さ
の
幼
お
さ
な

振
り

　
　水
木
な
ま
こ

蛇じ
ゃ

踊お
ど
り

の
蛇じ
ゃ

衆
し
ゅ
う

十
人
秋
の
風

　
　野の

見み

山や
ま

朱あ
す
か鳥

夕
立
の
上あ
が

る
を
待
た
ず
阿
波
踊
お
ど
り

　
　上う

え

崎さ
き

暮ぼ

潮
ち
ょ
う

聖
霊
会
あ
ま
た
の
亀か
め

も
浮
き
出い

で
て

　
　土つ

ち

田だ

春
し
ゅ
ん

秋
じ
ゅ
う

〜俳句に詠
よ

まれた
　　　  郷土の芸能〜
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　第二次世界大戦が終わると，日本でも本格的な映画が製作されるようになります。黒澤 明(1910-1998)を
はじめ，映画に使われる音楽にも強い関心をもつ映画監督が増え，映画における音楽は，映像と一体となって
効果的な演出効果を上げる重要な要素として認識されていきました。日本を代表する作曲家が映画音楽に積極
的に関わることも増え，個性あふれる映画音楽が生み出されています。

日本の作曲家による映画音楽

　《ゴジラのメインテーマ》は，水爆実験で 甦
よみがえ

っ
た太古の怪獣ゴジラに立ち向かう，人類の叡

えい
智
ち

を
うたう曲としてつくられました。オーケストラに
よって演奏される素朴ながらも原始的で力強いリ
ズムの旋律は，ゴジラの存在を強烈に印象付けま
した。

　小
こ

泉
いずみ

八
や

雲
くも

（ラフカディオ·ハーン）の怪談作品に
基づく『黒髪』『雪女』『耳無し芳

ほう

一
いち

の話』『茶
ちゃ

碗
わん

の中』
の４つからなるオムニバス形式の映画で，幻想的
な美しい映像美が海外で高く評価されました。武
満はミュジック コンクレートやテープ音楽*の手
法を用いて，映画の情景を描写しました。『耳無
し芳一の話』は，琵

び

琶
わ

法師で平家物語の名手であ
る芳一が，平家の怨

おん

霊
りょう

に取り憑
つ

かれるという話で
す。武満は，テープに録音した能の謡

うたい

を加工しこ
の物語に繰り返し登場する「波の音」として用いる
ことで，平家の恨みを暗示することに成功しまし
た。

　第二次世界大戦中の日本軍俘
ふ

虜
りょ

収容所を舞台に，
日本とイギリス，２つの国の軍人たちを描いた作
品です。デヴィッド·ボウイやビートたけし，坂本
龍一といったキャストを起用したことでも話題に
なりました。ラストシーンで流れる譜例の曲は，ビー
トたけし演じるハラ軍曹がロレンス中佐に語る言
葉をオマージュします。

1954年公開
監督（本編）： 本

ほん

多
だ

猪
い

四
し

郎
ろう

監督（特撮）： 円
つぶら

谷
や

英
えい

二
じ

1964年先行公開
監督：小

こ

林
ばやし

正
まさ

樹
き

1983年公開
監督：大

おお

島
しま

 渚
なぎさ

ゴジラのメインテーマ
Merry Christmas Mr.Lawrence

　アイヌの音楽と日本の伝統音楽
から影響を受け，民俗的な力強い
作品を多数作曲。また，芥

あくた

川
がわ

也
や

寸
す

志
し

や 黛
まゆずみ

 敏
とし

郎
ろう

，矢
や

代
しろ

秋
あき

雄
お

など多く
の後進を育てた。

　1951年に画家や詩人などとと
もに「実験工房」を結成。『弦楽の
ためのレクイエム』がストラヴィ
ンスキーに認められ，国際的に評
価されるようになった。

伊
い

福
ふ く

部
べ

 昭
あ き ら

（1914-2006） 武
た け

満
み つ

 徹
と お る

（1930-1996）

　「YMO（イエロー·マジック·オー
ケストラ）」などで，人気ミュージ
シャンとして活躍。現代音楽，テ
クノ，Ｒ＆Ｂなど多様な音楽を取
り入れた作品を発表している。

坂
さ か

本
も と

龍
り ゅ う

一
い ち

（1952-   ）

ゴジラ
　盗賊と化した野武士から秋の収穫を守るために，
農民たちは７人の侍を雇いました。農民と７人の
侍たちは，身分の違いを超えて団結し，野武士た
ちと必死に戦います。早坂は《侍のテーマ》を，農
民と侍たちとのやりとりに沿って変化させて用い，
さまざまなシーンの心理描写に成功しました。

1954年公開
監督：黒

くろ

澤
さわ

 明
あきら

侍のテーマ

　東洋の音楽に価値を認め，独自
の音楽語法を確立した。彼の音楽
は武満 徹や湯

ゆ

浅
あさ

譲
じょう

二
じ

など次の世
代の作曲家に大きな影響を与えた。

早
は や

坂
さ か

文
ふ み

雄
お

（1914-1955）

七人の侍 怪談 戦場のメリー
クリスマス

＊音素材を記録した録音テープを編集してつくられた音楽。

5●学習活動を強力にサポートする特集ページを随所に設けています。

（教科書P.118・119)

（教科書P.2・3)

（教科書P.4・5)

特集（口絵）　 西洋音楽はオペラ『カルメン』のバレエによる舞台を，
　　　　　 日本の伝統音楽からは，シェークスピアを題材とした
　　　　　 新作歌舞伎を取り上げました。

（教科書P.55)

（教科書P.56・57)

特集 　日本の作曲家による映画音楽
個性あふれる映画音楽から，日本を代表
する作曲家を知ることができます。

　平安時代後期に権勢を誇った，平
たいらの

清
きよ

盛
もり

一門の栄枯盛衰を描いた軍記物語。源平の合戦で滅亡した一門の鎮魂と仏教
の布教のために，「琵

び

琶
わ

法
ほう

師
し

」と呼ばれる盲人演奏家が語り，貴族社会のみならず一般庶民にも広く親しまれた。
　文楽『一

いちの

谷
たに

嫰
ふたば

軍
ぐん

記
き

』や能『敦
あつ

盛
もり

』の題材となった「敦盛最
さい

期
ご

」の他，物語の序章である「祇
ぎ

園
おん

精
しょう

舎
じゃ

」，弓の名手として知られ
る那

な

須
すの

与
よ

一
いち

を描いた「扇の的」などのくだりがよく知られている。

　平家で用いられる琵琶を「平家琵琶」といいます。持ち運びがしや
すいように楽琵琶を小型化したものだと考えられています。楽琵琶
と平家琵琶では，柱

じゅう

の数や撥
ばち

面
めん

の月型，撥の形に違いがあります。

『平家物語』とは

「平家」について

「平家琵琶」について

　琵琶の弾き語りで『平家物語』を語る音楽を，「平家（平家琵琶，平
へい

曲
きょく

ともい
う）」といいます。鎌倉時代に生まれた平家は，先行芸能である「声

しょう

明
みょう

」の旋律
や，「雅

が

楽
がく

」で用いられる楽
がく

琵
び

琶
わ

の奏法などに影響を受けて発展し，南北朝時
代（1336～1392）にその全盛期を迎えました。江戸時代には，幕府の式

しき

楽
がく

（儀
式の際の音楽）に用いられ，茶人や俳人，儒学者などの知識人の間で，優雅
で知的な趣味として愛好されました。
　平家『祇園精舎』は，平家一門の鎮魂を願いながら朗々と語られます。１音
節で，音高の異なる複数の音を装飾的に語るのが特徴です。

江戸時代中期に編
へん
纂
さん
された平家の譜本「平家正

ま
節
ぶし
」（尾崎家本）

平家を弾き語りする琵琶法師
「七十一番職人歌

うた
合
あわせ

」（東京国立博物館蔵）

　「平家」は，能や文楽（人形浄瑠璃），地歌・箏
そう

曲
きょく

，歌舞伎など，後世に生まれたさまざまな芸能や音楽に大きな影響を
与えた。世

ぜ

阿
あ

弥
み

は平家に対する造
ぞう

詣
けい

が深かったといわれており，能には『平家物語』を題材にした作品が数多くある。ま
た15世紀に興

おこ

った浄瑠璃は，もともと琵琶法師が語り始めた音楽である。文楽（人形浄瑠璃）は，浄瑠璃の語りと人形
芝居，そして16世紀に伝来した三味線が結び付いて発展し，成立したものである。

「平家」が能や文楽（人形浄瑠璃）に与えた影響

＊声明：仏教儀式で行われる声楽のこと。中でも，釈
しゃ
迦
か
や高僧などの徳をたたえる

　内容を漢文訓読体で唱える「講
こう
式
しき
」の旋律は，平家や謡

うたい
，浄

じょう
瑠
る
璃
り
など，後世の語り

　物に大きな影響を与えた。

『平家物語』の音楽
55

平家『祇園精舎』

柱が５柱である。

銀製の月型が
付けられてい
る。

撥先の両端が
とがっている。

柱が4柱である。

楽琵琶 平家琵琶

特集 　音の歳時記
日本の郷土芸能を詠んだ俳句から，言葉
の中に息づく日本の音を味わいます。

特集 　『平家物語』の音楽
国語科で学んだ『祇園精舎』を「平家」
で鑑賞します。



日
本
の
歌
曲
を
歌
お
う

からたちの花 北
きた

原
はら

白
はく

秋
しゅう

作詞／山
やま

田
だ

耕
こう

筰
さく

作曲

楽譜に示された作曲者の意図を読み取って表現しよう

やや抑えて

強弱を生かして

滑らかに 軽くブレスする 明るく 柔らかく発音 重く やや急ぎぎみに 落ち着く 寂しく

強弱に留意して 抑えて，わずかに間
ま
をあけていっそう落ち着きをもって

淡々と，軽く流すように 落ち着く 叙情的に訝
いぶか
るように，ためらいがちに 　で

　※　　　　　の部分は山田耕筰自身の演唱法の説明から抜粋。　　　　

14

からたちはミカン科の落葉低木。枝には鋭いとげが
あり，春になると白い５弁の花を咲かせる。秋には
黄色く丸い果実が熟すが，食用ではない。

か
ら
た
ち
の
花
が
咲
い
た
よ

白
い
白
い
花
が
咲
い
た
よ

か
ら
た
ち
の
と
げ
は
い
た
い
よ

青
い
青
い
針
の
と
げ
だ
よ

か
ら
た
ち
は
畑は
た
の
垣
根
よ

い
つ
も
い
つ
も
と
お
る
道
だ
よ

か
ら
た
ち
も
秋
は
み
の
る
よ

ま
ろ
い
ま
ろ
い
金
の
た
ま
だ
よ

か
ら
た
ち
の
そ
ば
で
泣
い
た
よ

み
ん
な
み
ん
な
や
さ
し
か
っ
た
よ

か
ら
た
ち
の
花
が
咲
い
た
よ

白
い
白
い
花
が
咲
い
た
よ

イ
タ
リ
ア
語
の
歌
曲
を
歌
お
う

うつろの心
N
ネル

el c
コール

or p
ピゥ

iù n
ノン

on m
ミ

i s
セント

ento

作詞者不明／畑
はた

中
なか

良
りょう

輔
すけ

日本語詞／ジョヴァンニ·パイジエッロ作曲

言葉の美しい響きを感じながら拍の流れにのって歌おう
16

●パイジエッロ Giovanni Paisiello（1740～1816）は，イタリアに生まれた作曲家。
■パイジエッロのオペラ ブッファ（喜歌劇）『美しき水車小屋の娘』の第２幕で歌われる。

※前奏を省略している。

イ
タ
リ
ア
語
の
歌
曲
を
歌
お
う
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 カジョーン　 デル　 ミーオ　 トルメーント

 cagion 　　 del   　 mio   　 tormento,　

『うつろの心』の旋律には， 下の譜例で示したような　       のリズムが多く用いられています。このリズムのま
とまりを意識しながら，    の音に重心を置くように歌いましょう。

フェルマータの表現を工夫しましょう。

　●  のところでは，母音を長くのばして歌います。

※○は強拍の位置

　・フェルマータが３カ所に付いています。気持ちの高揚の違いを感じ取って，それぞれ歌い方を工夫しましょう。

 カジョーン　デル　 ミーオ　 トルメーント

 カジョーン　デル　 ミーオ　 トルメーント

８分の６拍子にのって歌おう

母音の歌い方の例

●      のリズムと言葉のアクセントに注意しながら，　　　　　や大きな流れを感じて歌いましょう。

　

※母音をのばした後に「ル」や「ン」などの子音を軽く発音する。

イタリア語の発音
イタリア語は，ローマ字読みに近いため，
日本人にとって比較的発音しやすいといわ
れています。また，“-ra”，“-ri”，“-ru”，“-re”，
“-ro”という部分では“r”を巻き舌にして発
音するのが大きな特徴です。私たちが普通
に発音すると，“la”，“li”，“lu”，“le”，“lo”の
ように聞こえてしまうので，区別するよう
気を付けましょう。

※楽譜中の歌詞の音引き「ー」の表記について：
　この教科書では，楽譜中にある音引きは実際の
演奏に即して付けてあるため，「原語歌詞の意味」
にあるカタカナ表記の音引きと異なる場合がある。
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ネル

e
〜の中に

l　　c
コール

o
心
r　　p

ピゥ

i
もはや

ù　　n
ノン

o
〜しない

n　　m
ミ

i
私には

　　s
セント

e
感じる

nto 　b
ブリッラール

r
輝き
illar　　l

ラ

a
〜頃の

　　g
ジョヴェントゥ

i
若い

oventù ; 

（もう私は心に感じられない　若さが光り輝くのを，）

c
カジョン

a
原因
gion　　d

デル

e
〜の

l　　m
ミーオ

i
私の

o　　t
トルメント

o
苦悩

rmento,　　a
アモール

m
愛よ

or,　　s
セイ

e
〜である

i　　c
コルパ

o
罪
lpa　　t

トゥ

u
あなたは

. 

（私の苦しみのもとは，愛よ，おまえ，そしておまえの罪。）

M
ミ

i
私を

　　p
ピッツィキ

i
つねる
zzichi,　　m

ミ

i
私を

　　s
ストゥッツィキ

t
突く

uzzichi,　　m
ミ

i
私を

　　p
プンジキ

u
刺す
ngichi,　　m

ミ

i
私を

　　m
マスティキ

a
かみ砕く

stichi ; 

（おまえは私をつねり，突き，刺し，かみ砕く，）

c
ケ

h
どのような
e　　c

コーザ

osa
〜である

　　è
エ

　　q
クエスト

u
これは

esto,　　a
アイメ

h
ああ
imè ?　　p

ピエタ

i
哀れみ

età,　　p
ピエタ

i
哀れみ

età,　　p
ピエタ

i
哀れみ

età ! 

（これは，どういうこと？　哀れみを，哀れみを，哀れみを！）

a
アモーレ

m
愛
ore

〜である
　　è

エ

　　   u
ウン

n
［不定冠詞］

　 c
チェルト

e
確実
rto　　c

ケ

h
〜こと

e　　c
ケ

h
〜こと

e　 d
ディスペラール

i
絶望する
sperar　 m

ミ

i
私を

　　f
ファ

a
〜させる

. 

（愛とは何かそんなもの　私を絶望させるそうしたもの！）

1

2

原語歌詞の意味

のポイント歌唱 1

 カジョーン　デル　 ミーオ　 トルメーント

6

歌唱 豊かな表現を目指して，
日本，イタリア，ドイツ，フランスの歌曲を取り上げ，
歌い方を詳しく説明しました。

山田耕筰自身が残した『からたちの
花』の演唱法に基づいて，歌い方の
解説を楽譜の中に示し，作曲者の意
図を読み取って表現することができ
るようにしました。

日本の歌曲では作曲者の意図を探る

言葉と旋律との関係を学び，自然で
豊かな歌唱表現につなげていくこと
ができるよう，さまざまな手法で解
説するコラムを設けています。

豊かな歌唱表現を目指して

定番のイタリア歌曲をしっかりと表現するために

イタリア語などの西洋の歌曲にア
ウフタクトで始まる曲が多いのは，
言葉のもつアクセントが日本語と
は違っているからでしょう。
自然な流れで豊かな表現ができる
よう，しっかりと導いています。

（教科書P.14)

（教科書P.16・17)



器楽 無理なく楽しみながら取り組める楽曲を厳選しました。
また，ギターと篠笛の奏法を分かりやすく説明しています。

ド
イ
ツ
語
の
歌
曲
を
歌
お
う

子守歌
W

ヴィーゲンリートゥ

iegenlied

A.v.アルニム，C.ブレンターノ，G.シェーラー作詞／武
た け

内
う ち

俊
と し

子
こ

日本語詞／
 ヨハネス·ブラームス作曲

曲の構成を生かして曲想に合った表現を工夫しよう
18

＊ ＊＊

◆ Z
ツァルトゥ

art：優しく，愛情をもって　◆ b
ベヴィークトゥ
ewegt：動きを付けて

■『５つの歌曲』op.49の第４曲で，1868年の作品。女声合唱団の指揮者を
務めていたブラームスが，団員の子どもの誕生を祝って作曲した。《子守歌》
の１番歌詞は，アルニム A

アヒム
chim v

フォン
on Arnim（1781〜1831)と ブレンターノ 

C
クレメンス
lemens Brentano（1778〜1842)によって収集されたドイツ民謡集『少

年の魔法の角笛』から取られた。２番歌詞は，この曲を出版する際にシェー
ラー G

ゲオルク
eorg Scherer（1828〜1909）編『絵入りドイツ子ども読本』にある

１節を付け加えた。

ブラームス Johannes Brahms （1833〜1897) は，
ドイツとオーストリアを中心に活躍した作曲家，指揮
者，ピアニスト。ルネサンスから古典派までの音楽に
通じ，それらの様式を作品に反映させただけでなく，
同時代の新しい音楽からも影響を受けて，独自の響き
を追求した。

フ
ラ
ン
ス
語
の
歌
曲
を
歌
お
う

愛の讃
さ ん

歌
か

H
イム

ymne à
ナ

 l
ラムール

’amour

シャンソンの雰囲気を感じ取って歌おう

エディット·ピアフ作詞／岩
い わ

谷
た に

時
と き

子
こ

日本語詞／
マルグリット·モノ作曲／三

み

宅
や け

悠
ゆ う

太
た

編曲
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原語歌詞の意味

L
ル

e
［定冠詞］

　　c
シエル

i
空が

el　　b
ブル

l
青い

eu　　s
シュル

u
〜の上の

r　　 n
ヌ

o
私たち

us　　p
プ

e
かもしれない

ut　　s
セフォンドゥレ

’e
崩壊する
ffondrer 

（頭上に広がる青空が崩れ落ちようとも）

E
エ

t
そして

　　  l
ラ

a
［定冠詞］

　　t
テール

e
大地が

rre　　 p
プ

e
かもしれない

ut　　 b
ビアン

i
まさに

en　s
セクルレ

’é
崩れる
crouler 

（大地が裂けようとも）

P
プ

e
少しも

u　 m
マンポルトゥ

’i
私はかまわない

mporte　     s
シ

i
もし〜なら

　    　 t
テュ

u
あなたが

　　　 m
メーム

’a
私を愛している

imes 

（かまわない，あなたが愛してくれるなら）

J
ジュ

e
私は

　 m
ム

e
〜を問題にしない
　 f

フ

ous　　 d
デュ

u　  m
モン

o
世界
nde　e

ダンティエ

n
全体
tier 

（世界中がどうなったって気にしやしない）

●M.モノ Marguerite Monnot（1903〜1961）は，フランスの女性作曲家。エディット･ピアフのシャンソンを数多く手がけ，世界的に
有名になった。他に，ミュージカル『かわいいイルマ』や映画音楽なども作曲している。

◆シャンソン：シャンソンはフランス語で歌を意味する。ここで取り上げたのは，1930年代から50年代にかけて人気を博したフランスのポピュ
ラーソングで，せ

・
り
・
ふ
・
を語るように歌詞を表現する演劇的な歌唱法にジャズの要素を取り入れているのが特徴である。

※コードネーム p.112

T
タン

ant
〜する限り

　q
クラムール

u’l’a
愛が
mour　　i

イノンドゥラ

n
満たす
ondera　　m

メ

e
私の

s　　m
マタン

a
朝を
tins 

（毎朝，愛に満たされていれば）

T
タン

ant
〜する限り

  q
ク

ue　  m
モン

o
私の

n　　c
コール

o
体が
rps　　f

フレミラ

r
震える
émira　　s

ス

o
〜の下で

us　　t
テ

e
あなたの

s　　m
マン

a
手
ins 

（あなたの腕の中で体を打ち震わせていれば）

P
プ

e
少しも

u　　m
マンポルトゥ

’i
私はかまわない

mporte　　l
レ

e
［定冠詞］

s　　p
プロブレム

r
問題

oblèmes 

（他のことはどうだっていい）

M
モ

o
私の

n　a
ナムール

m
愛する人

our　   　p
ピュイスク

u
なぜなら〜だから

isque　   　 t
テュ

u
あなたが

　　      m
メーム

’a
私を愛している

imes 

（いとしい人，あなたが私を愛してくれるから）

※上記の楽譜は第２節まで。

第１節　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 第２節

フ
ラ
ン
ス
語
の
歌
曲
を
歌
お
う
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フランス語らしい発音で歌おう

　エディット·ピアフ Édith Piaf（1915〜1963）は，フランスの代表的な
シャンソン歌手である。20歳頃からナイトクラブで歌い始める。ピアフ
の本名はエディット·ジョヴァンナ·ガシヨンというが，彼女を見いだした
オーナーが，背丈の低い小柄な彼女の姿から，フランス語で「小さなスズメ」
という意味をもつ「L

ラ
a M

モーム
ôme P

ピアフ
iaf」という芸名を付け，後に本名を組み合

わせて「エディット·ピアフ」とした。大戦後は，世界的な人気を集める歌
手としてヨーロッパやアメリカ，南アメリカなどで公演を行い，アメリカ
の人気バラエティー番組にも数回にわたり出演した。50年に満たない短
い生涯の中で，『バラ色の人生』『愛の讃歌』『水に流して』をはじめとする
多くの有名なシャンソンを歌い，人々の心に歌を届けた。

エディット·ピアフ

『愛の讃歌』をフランス語らしい発音で歌ってみましょう。

まず，音符の一つ一つに，言葉の１音節を当てるのが基本です。１音節に含まれる母音は１つなので，始めに出てく
る“c

シエル
iel”などの場合には，「シ-エ-ル」と３音節に聞こえないように，１つの母音「エ」の前後に子音を付けて「シエル」

と一続きに発音しましょう。

のポイント歌唱 ３

※楽譜中の歌詞の音引き「ー」の表記について：
　この教科書では，楽譜中にある音引きは実際の演奏に
即して付けてあるため，「原語歌詞の意味」にあるカタ
カナ表記の音引きと異なる場合がある。

１小節目の“s
シュル
ur”などの“r”は，通常のフランス語の発音では舌の奥を持ち上げて，喉の奥から

強く息を出します。しかしシャンソンの場合は巻き舌で発音することもあるので，この曲では巻
き舌で歌いましょう。
 
フランス語では，単語の最後が子音の場合，多くはその文字の音を発音しません。１小節目の
“n

ヌ
ous”の“s”や“p

プ
eut”の“t”など， 印のある文字がこれに該当します。

１小節目の“s
セフォンドゥレ

’effondrer”の“fon”などは，鼻母音と呼ばれるフランス語独自の響きです。「オン」
という母音の「オ」を鼻に当て，鼻から「ン」の響きを出すつもりで，「オーン」のように発音します。

２段目の終わりの“m
モン
onde e

ダンティエ
ntier”のように，先の単語の「モンドゥ」と次の単語の「アン-ティエ」

がくっついて「モン-ダン-ティエ」となったり，２番かっこに入るところの“M
モ
on a

ナムール
mour”のように，

「モン」と「ア-ムール」がくっついて「モ-ナ-ムール」となるような場合があります。このように，
単語と単語が結び付いて発音が変化するのもフランス語の特色の一つです。

２段目の終わりの “m
モン
onde e

ダンティエ
ntier” の “en” の母音は，「オ」に近い「ア」です。口を縦長に開き，

実際には「ドン」と聞こえるぐらいに発音しましょう。第２節の始めの“T
タン
ant”も同様に「トン」と

聞こえるぐらいに発音します。どちらも鼻母音なので，息を鼻に当てることも意識してみましょう。

■シャンソンを代表する曲の一つ。『愛の讃歌』の歌詞は，ピアフの恋多き人生の中でも最愛の人だったといわれるボクシングの世界チャンピオンの
マルセル·セルダンを思ってピアフが作詞したものである。日本でも，岩谷時子の訳詞で有名となり，多くの歌手にカヴァーされている。

ド
イ
ツ
語
の
歌
曲
を
歌
お
う
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曲想を感じ取って歌おう

曲の構成を確認しましょう。
この曲の前半と後半にそれぞれどのような特徴があるのかを調べて，
歌い方を工夫しましょう。

子守歌の雰囲気をつくるため，柔らかい響きを工夫しましょう。

語末の子音の発音は，ドイツ語の特徴の一つです。
より音楽的な表現ができるよう，語末の子音の歌い方を工夫しましょう。

　＊N
ナハトゥ
achtの歌い方

２拍目の４分休符にかかるように，子音の“c
ハトゥ
ht”を発

音することによって，フレーズとフレーズがスムーズ
につながります。休符もフレーズの一部と感じながら
歌ってみましょう。

＊＊b
ベダハトゥ
edachtの歌い方

“b
ベダハトゥ
edacht”の部分は，「ダー」とのばした母音を２拍

目でもう一度「アー」と感じて，その後に子音の“c
ハトゥ
ht”

を素早く軽く発音します。そして，ブレスで拍の流れ
が止まらないよう注意して，次のフレーズにスムーズ
につなげましょう。

ドイツ語ははっきりと！
ドイツ語は，メリハリのあるアクセントをもっているため，勢いがあり
角張った印象を与えます。また，「シュ」「プ」「ヴ」などの発音の際，日
本語に比べて息を強く出し破裂するような音になるのが特徴です。“r”
はうがいをするときのような音で発音する場合もあり，日本人がドイツ
語を習得する際に，最も苦労する発音といわれています。

※楽譜中の歌詞の音引き「ー」の表記について：
　この教科書では，楽譜中にある音引きは実際の
演奏に即して付けてあるため，「原語歌詞の意味」
にあるカタカナ表記の音引きと異なる場合がある。

G
グーテン

u
こんばんは

ten　　A
アーベントゥ

bend,　　 g
グートゥ

u
おやすみなさい
t’　　N

ナハトゥ

acht,　　m
ミットゥ

i
〜とともに

t　　R
ローゼン

o
ばら
sen　　b

ベダハトゥ

e
贈られた

dacht, 

（こんばんは，おやすみなさい，贈られたばらとともに，）

m
ミットゥ

i
〜とともに

t　　N
ネーグラィン

ä
なでしこ

g’lein　　b
ベシュテックトゥ

e
飾られる
steckt,　　s

シュルップフ

c
潜り込む

hlupf ’　　u
ウンター

n
〜の下へ

ter　　d
ディー

i
［定冠詞］

e　　D
デック

e
布団

c
ふ

k
とん

’: 

（なでしこで飾られたお布団の中に入りなさい。）

m
モルゲン

o
明日
rgen　　f

フリュー

r
早く
üh,　　w

ヴェン

e
もしも〜ならば

nn　　G
ゴットゥ

o
神様

tt　　w
ヴィル

i
望む

ll,　　w
ヴィルストゥ

i
〜でしょう

rst　　d
ドゥー

u
あなたは

　　w
ヴィーダー

i
再び
eder　　g

ゲヴェックトゥ

e
目覚める
weckt. 

（明日の朝，あなたは，神様のお望みのままに目を覚ますでしょう。）

G
グーテン

u
こんばんは

ten　　A
アーベントゥ

bend,　　 g
グートゥ

u
おやすみなさい
t’　　N

ナハトゥ

acht,　　v
フォン

o
〜によって

n　　E
エングラィン

n
小さな天使

g’lein　　b
ベヴァハトゥ

e
見守られる

wacht, 

（こんばんは，おやすみなさい，天使に見守られて，）

d
ディー

i
天使は

e　　z
ツァィゲン

e
見せる

igen　　i
イム

m
〜の中で

　　T
トゥラォム

r
夢
aum　　d

ディーァ

i
あなたに

r　　C
クリストゥキントゥラィンス

h
クリスマス

r
ツリー

istkindleins　　B
バォム

aum : 

（天使は夢の中で，あなたにクリスマス ツリーを見せてくれるでしょう。）

s
シュラーフ

c
眠りなさい

hlaf’　　n
ヌン

u
さあ

n　　s
ズィーリッヒ

e
幸せに

lig　　u
ウントゥ

n
そして

d　　s
ズュース

ü
快い

ß,　　s
シャォ

c
見なさい

hau’　　i
イム

m
〜の中へ

　　T
トゥラォム

r
夢
aum　  ’

スパラディース

s P
天国の
aradies. 

（さあ幸せに安らかにお眠りなさい，そして天国の夢を見るのですよ。）

1

2

3

原語歌詞の意味

のポイント歌唱 2
母音を柔らかく発音して
美しく響くように歌うと，
子守歌の感じが出るね。

篠
笛
を
吹
こ
う

秋の宵
曲想を生かして，イメージをもって表現しよう

西
にし

川
かわ

浩
こう

平
へい

作曲
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◆div.（d
ディヴィジ
ivisiの略）：１つのパートをさらに複数のパート（ここでは２つ）に分けて演奏する。

◆unis.（u
ユニゾン
nisonの略）：div.をやめて，１つのパートで演奏する。

＊オトシ：連続して振りながらしだいに速く弱くしていく奏法。回数や速度は奏者に任されている。最後の止めの音（　）は強く，
　次のテンポにつながるように演奏する。
※五線譜に示した篠笛の音の高さは「八本」の笛を用いた場合。

篠
しの
笛
ぶえ

鈴
太
たい
鼓
こ

ギ
タ
ー
を
弾
こ
う

ギターアンサンブルに挑戦しよう

ベン·E.キング，ジェリー·リーバー，
マイク·ストーラー作詞・作曲／苣

ちさ

木
き

宏
ひろ

幸
ゆき

編曲Stand By Me

22

■『Stand By Me』は，1961年にB.E.キング B
ベンジャミン
enjamin E

アール
arl King（1938〜2015）が歌ってヒットした名曲。ジョン·レノン（ p.12）など

数多くのミュージシャンによってカヴァーされている。1986年には同名の映画の主題歌となり，再びヒットした。

Guitar 1
（メロディー）

Guitar 2
（伴奏）

Guitar 3
（ベースライン）

ギ
タ
ー
を
弾
こ
う

23

上のように，この曲では同じコードのパターンが繰り返されながら進行します。
これを「循環コード」といい，このパターンを覚えると１曲を通して弾くことができます。

開放弦の音
第
６
弦

第
５
弦

第
４
弦

第
３
弦

第
２
弦

第
１
弦

G

D7

C

　は空振りです。弦に触れずに
ストロークしましょう。

●　 からのコード伴奏のリズムパターンを などに
　変化させて，曲の雰囲気に合った演奏を工夫してみましょう。
　ストロークは右のようになります。

●前奏を加えてみましょう。

●各小節の２拍目に打楽器を加えて，より原曲の雰囲気に近づけてみましょう。また，楽器の種類も工夫しましょう。

E

ファ

B
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を４回繰り返します。

●メロディーを弾こう：Guitar１●ベースラインを弾こう：Guitar３

●は押さえる位置と左手の指番号，×は弾かない弦，○は開放弦を表します。

●伴奏を弾こう：Guitar２

　ピックを使って上から下へはじくダウンと，
下から上へはじくアップがあります。手首を柔
らかく動かし，肩の力を抜いて弾きましょう。
また表拍は主にダウン  ，裏拍は主にアップ  
を用います。

　右図の　 はベースラインで使う７
つの音を示しています。２つの開放弦
の音と，残りの５つの音の左手のポジ
ションを確認しましょう。
　右手の親指で弦を下方向にはじいて
演奏します。

　左図の　 はメロディーで使う８つの音を示し
ています。３つの開放弦の音と，残りの５つの音
の左手のポジションを確認しましょう。
　右手の親指やピックで弦をはじいて演奏します。
　また，メロディーの奏法には，はじいた指を隣
の弦に当てて止めるアポヤンド奏法があり，強い
音を出すことができます。この奏法の場合には，
右手の人さし指と中指を交互に用いてみましょう。

　『Stand By Me』の伴奏は，シンプルなコード進行でできています。
　まず，この曲に使われている４つのコードを覚えて伴奏を弾いてみましょう。弾けるようになったら，ベースラ
インやメロディーも練習して，ギターアンサンブルに挑戦してみましょう。

E

ファ

B

C

F

G

A

GD

E

B

C

F

G

D

E

ラ

左手のポジション
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右手の演奏の仕方

※右手のストローク奏法
　左手でコードを押さえながら，右手で何本かの
弦を同時にかき鳴らす奏法。

Guitar 3
（ベースライン）

篠
笛
を
吹
こ
う

27

つまむように持た
ない。

指孔のふさぎ方

姿勢と構え方

構造（７孔こうの場合）

音の出し方
「フィーッ」と発音するつもりで，歌口の縁に息を吹き当てます。いろいろな角度で試して
みて，音が出るポイントを見つけましょう。まずは，「六」の音で練習するとよいでしょう。

少し右方向に向いた姿勢から，上半
身が正面に向いたように構えると，
自然な形になります。

歌う
た

口ぐ
ち

指ゆ
び

孔あ
な

管か
ん

尻じ
り

息の流れ

音の高さは「八本」
の笛を用いた場合 …開ける　  …ふさぐ …笛を支えるために押さえる

左手 右手

左手人さし指の付け根に笛を当て，
構えを安定させる。

肩の力を抜く

篠笛：福
ふく
原
はら
百
ひゃく
七
しち

左手親指を外側に
出す構え方もある。

口の当て方
●の部分でふさぐ。

篠笛の運指は，下の図の左側に示したように数字で表します。
算用数字は1オクターヴ高い音を示すときに用いられます。その場合，
同じ運指のまま唇をさらに左右に引き，息を強めに出します。

運指

中央に当てる。

下唇

←歌口
唇
くちびる
は左右に少し引き，上下を軽く合わせる。

下唇が歌口に1─3ぐらいかかるように。

言葉作曲者の

　一面に田んぼが広がる小さな村の，
秋の夜をイメージした曲です。笛の
旋律は，歌舞伎の中で，田舎ののど
かな風景などを表現するときに演奏
する「田舎笛」をヒントにしてつくり
ました。鈴は，小ぶりの鈴をいくつ
か束にして振ると素敵な音になるで
しょう。太鼓は，少し皮のゆるんだ
締
しめ
太鼓のような音をイメージしてい

ます。みなさんもそれぞれイメージ
をふくらませて，旋律の吹き方や，
打楽器の音色などを工夫してみてく
ださい。※篠笛は，最も音域の低いものから順に「一本（または一本調子）」，「二本」…と呼ばれる。

　例えば，歌舞伎では「三本」から「十本」の笛がよく使われる。

息は歌口に吹き込もうとせず，
前に向かって出すイメージで。

楽
器
は
ほ
ぼ
水
平
に

肘ひ
じ

を
張
り
す
ぎ
な
い

※

7

ドイツ語らしい歌い方になるよう，
語末の子音の発音のタイミングにつ
いて解説しています。

（教科書P.20・21)

（教科書P.18・19)

学習目標
２年生でも学習指導要領の内容に沿って，「何を目標に，
どのような活動をするのか」を具体的に示しています。

初めてのフランス語
フランス語らしい発音で歌うために，ポイントとなる発
音を図形に置き換え，楽譜中に示しました。

篠笛の学習では，奏法を丁寧に
解説するだけでなく，「作曲者
の言葉」も添えられていますの
で，曲のイメージをもって演奏
することができます。

和楽器は篠笛でギターは好評のアレンジで

（教科書P.22・23)

メロディー，コード，バスの
３つのパートに分かれて演奏
することで，ギターの経験が
なくても簡単に習得すること
ができ，達成感が得られます。
コードの指の位置も写真で分
かりやすく示しています。

（教科書P.26・27)



鑑賞① 西洋音楽は，特色ある名曲を集め，それぞれの着眼点を明確に示しました。
曲の解説や，音楽史的背景を説明した「音楽史羅針盤」などから，多角
的に理解を深め鑑賞します。
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●リズムと和音を調べてみよう

◆リズムを打ってみよう
・４分の２拍子を意識しながら，①（ホルンのリズム）と②（弦楽器群のリズム）を手拍子などで打ってみましょう。
・２つのグループに分かれて打ったり，①と②のリズムを１人で打ったりしましょう。

①

②

　使われている和音とその組み合わせを調べてみよう

（　 ）
C

（　 ）
C

　初演を聴いた人々に鮮烈な印象を与えた『春の祭典』の音楽は，実際にどのようにつくられているのでしょうか。
《春の兆し—乙女たちの踊り》の最初の部分を例に，リズムと和音の特徴を見てみましょう。

　リズムの特徴を調べてみよう
・冒頭の８小節では，弦楽器群が不協和音の荒々しい響きで拍を刻み続け，

原始的な雰囲気をつくり出しています。拍には，不規則にアクセントが付
けられています。

・８本のホルンは，弦楽器群と同じ和音を，アクセントのタイミングに合わ
せて鋭く吠

ほ
えるように演奏します。

　この部分は，下に示した２つの和音のみで作曲されています。

◆演奏してみよう
　いちばん上の譜例の４つの段を，キーボードやピアノなどで分担して演奏してみましょう。

・　 　は属七の和音， は長三和音です。どちらも古典派，ロマン
派の時代を通じて広く用いられた和音です。ピアノなどで弾いて，
それぞれの響きを聴いてみましょう。

・この曲の最初の８小節では，　　と を同時に鳴らし，故意に音
のぶつかりをつくり出しています。それぞれの和音の響きと２つ
の和音を重ねたときの響きを聴き比べてみましょう。

　　　     と を同時に鳴らすと…

半音のぶつかりが不協和な響きを生み出します。
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強烈なアクセントを，
規則的ではなく不規
則に付けることで，
どんな効果が生まれ
ているかな？

作曲者は，どのような
イメージの響きを求めて
重ねる和音を選んだのか
考えてみよう。
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　1913年にパリで行われたバレエ『春
の祭典』の初演では，オーケストラがス
トラヴィンスキーの音楽の演奏を始める
やいなや，聴衆はその聴き慣れない音楽
に対して大騒動を起こしました。
　『春の祭典』の音楽は，それまでの音楽
ではほとんどみられない新しい表現方法
を用いていて，それはまた20世紀以降
の音楽にみられるようになる特徴の一つ
でもありました。ここでは，『春の祭典』
の第１部から《春の兆

きざ
し─乙女たちの踊り》

の部分を聴き，この曲の斬新さや魅力を
味わいましょう。
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音楽史上の大事件となった『春の祭典』
斬新なリズムと響きによる表現を感じ取ろう

バレエ音楽 春の祭典 から 春の兆し─乙女たちの踊り

若者たちが一斉に飛び上がり，１列にひざまずく。

ストラヴィンスキー

若者たちが運命を占っている。そこへ，シャーマン（呪術師）である老女がやってくる。

やがて乙女たちが登場し，春の踊りを踊る。

若者たちと乙女たちがいっしょに踊り始め，しだいに熱狂していく。

バレエ『春の祭典』の初演の復活上演（マリインスキー バレエ，シャンゼリゼ劇場）
1913年5月29日に初演された『春の祭典』は，この年完成したパリのシャンゼリゼ劇場の
最初のシーズンを飾る公演だった。ちょうど100年目にあたる2013年5月29日，同劇場
で初演時の振り付けや舞台美術，衣装などを再現した『春の祭典』の復活上演が行われた。

※オーケストラの編成 p.107◆T
テンポ

empo g
ジュスト
iusto：正確な速さで

西
洋
音
楽
の
鑑
賞

　『春の祭典』の振り付けをしたのは，興行師ディアギレフが創設したバレエ リュ
ス（ロシアバレエ団）のダンサーであるヴァーツラフ · ニジンスキー Vaslav 
Nijinsky（1890〜1950）であった。ニジンスキーはこのバレエの振り付けで
前衛的な方法を用いた。足を内股にして跳躍したり（クラシック バレエでは外
股で足の運び方にも決まった型がある），首は斜めに傾けたりと，伝統的なク
ラシック バレエでは考えられない振り付けであった。ニジンスキーは，太古
のロシアにおける春の儀式をこのような振り付けで表現しようとした。しかし，
初演で聴衆が騒乱を引き起こす原因の一つとなってしまった。

ニジンスキーの振り付け

　初演が大スキャンダルとなったのには，音楽の斬新さだけ
でなく，バレエの前衛的な振り付けにも原因がありました。
それまでのバレエの優雅や洗練といったイメージからかけ離
れた，粗野でぎこちない動作による『春の祭典』の踊りが，当
時の人々の目にどのように映ったのか，想像してみましょう。

●『春の祭典』初演時のバレエの様子を見てみよう

『コメディア』紙 1913年５月31日付に掲載された
『春の祭典』初演時のバレエダンサーの写真

バレエ『春の祭典』第２部から

バレエ『春の祭典』第１部から
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　19世紀末から第一次世界大戦が始まるまでの期間に，新しい試みを取り入れた音楽が多くの作曲
家によって創作されました。特に大戦前には，早くも戦後の音楽を予感させる作品が生まれました。
ドビュッシーのバレエ音楽『遊戯』，シェーンベルクA

アルノルト
rnold Schönberg（1874〜1951）の室内楽伴

奏付きの連作歌曲集『月に憑
つ

かれたピエロ』，ストラヴィンスキーのバレエ音楽『春の祭典』です。ドビュッ
シーは，長短調以外の音階や独自の和声を使った色彩感あふれる音楽で印象主義といわれていますが，
その手法をさらに推し進めた『遊戯』は主題やテンポが流動的で形式を感じさせない作品です。シェー
ンベルクは，人の内面に秘められた感情を調性に頼らずに音楽的に表現する表現主義の作曲家として
知られ，『月に憑かれたピエロ』では和声の使い方や旋律のつくり方に斬新さがみられるほか，語るよ
うに歌う特殊な歌唱法を用いています。ストラヴィンスキーの『春の祭典』は原始主義の音楽といわれ，
不規則なアクセントを伴う激しいリズムや複数の調性を同時に使用する強烈な響きなどにより，人間
が本来もっている生命力をダイレクトに表現しています。
　バロックや古典派などのように時代を席

せっ
巻
けん

するスタイルが確立することは，20世紀の音楽にはみら
れなくなります。むしろ多様なスタイルの音楽が多くの作曲家によって次から次へと登場してきます。

20世紀初頭の音楽

音
楽
史
羅
針
盤

楽
曲
か
ら
み
る
音
楽
の
流
れ

足を内股にしたり，首や腕を
不自然に曲げたりしているよ。
ふだん目にする美しいバレエ
のポーズとは違っているね。
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「……リズムがすばらしい活気と驚くべき多
様性を示しているとしても，旋律線はいかに
も頼りない。和声にも特別な情感はなく，楽
想の発展や配置にも見るべきところがない。
　要するに，この芸術作品の根本はひどく貧
弱で，まったく原始的で単純である。だから
こそ，その色あせた姿を際立ったものに見せ
るために，乱暴で刺激的な外見的細工を施し
ているのだ」

『ル フィガロ』紙　1913年５月31日付

「……イーゴリ·ストラヴィンスキー氏の尋常ならざる音楽につい
ては，確信がもてないかもしれないが，肯定すべきであろう。確
かに音楽は，不協和音を使用する限度をはるかに超えていた。ひ
たすらなる誇張への明らかな偏愛がみられ，ときには極めて醜悪
である。少なくとも我々1913年の人間には，そう感じられる。［中
略］きしんだ響きの執

しつ
拗
よう

な連続の中には，注目すべき旋律的輪郭
が浮かび上がり，魅力的なリズムの生命が震え，色鮮やかな和音
の花々が咲き誇っているというのに，我々にはそれが理解できな
いのだ」

『ルヴュ フランセーズ ド ミュジック』誌　1913年６・７月号

●『春の祭典』の初演の批評を読んで，当時の人々の反応について考えてみよう
　大騒動となった初演では，ストラヴィンスキーの音楽の刺激的な表現に対して嫌

けん
悪
お

を訴える抗議の声と，反対にその表現
に賛同する人々の声とが飛び交い，しまいにはつかみ合いになってけが人が出るほどだったといいます。音楽史上まれに見
る大スキャンダルの様子は，当時のフランスの新聞批評などからもうかがい知ることができます。
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イーゴリ·ストラヴィンスキー Igor Stravinsky (1882～1971)は，ロシアの作曲家。バレエ リュスのディアギレフから
依頼された３つのバレエ音楽『火の鳥』『ペトルーシュカ』『春の祭典』によってパリでセンセーショナルなデビューを果たし，
時代の寵

ちょう
児
じ

となった。特に『春の祭典』は，音楽における原始主義の代表作である。彼の作風は時代によって異なり，さまざ
まなタイプの作品を書いている。1939年にアメリカへ亡命。1959年に来日し，NHK交響楽団を指揮した。その際，武

たけ

満
みつ

 
徹
とおる

の『弦楽のためのレクイエム』を聴いて絶賛し，武満が国際的に評価されるきっかけとなった。

バレエ『春の祭典』のストーリー
　キリスト教が布教する以前の，多神教が広まってい
た太古のロシアを舞台にした『春の祭典』は，２部から
なる。第１部は，春が訪れた大地への祝賀を表してい
る。若者たちがシャーマンと運命を占っているところに，
乙女の集団がやってきて春の踊りを踊る。やがて若者
たちも加わり遊戯へと発展する。そこへ長老が登場し
春の大地を祝福，人々は激しく踊り大地と一つになる。
　第２部は，生

いけ
贄
にえ

の場面である。輪になって歩む乙女
たちの儀式は夜を徹して続き，生贄となる１人の乙女
を選ぶ。選ばれた乙女は讃

さん
美
び

され，生贄の踊りを踊っ
た末に息絶え，長老たちによって神に捧

ささ
げられる。

バレエ『春の祭典』の初演の復活上演の全景（第１部）（シャンゼリゼ劇場）
初演時に使用されたニコライ·リョーリフ（レーリヒ） Nikolai Rerikh（1874
～1947）の背景画が再現されている。彼はドイツ系ロシア人の画家で，
好んで考古学や古代スラヴ世界に画題を求めた。『春の祭典』の初演では，
舞台デザイン，衣装デザインを担当した。

また，100年後の現代の
私たちは，この音楽をど
のように感じるかな？

上の批評を参考にして，『春
の祭典』のリズムや響きが
当時の人々にどんな印象を
与えたか考えてみよう。

8

鑑賞のねらい
「何を感じ取るのか」を明確に示しています。

楽曲に関する情報
作品への興味・関心がより
深まる情報を示しています。

初演のスキャンダルは，音楽以外にも
原因があったことを，当時の新聞に掲
載された写真とともに伝えます。

体感する鑑賞
不規則で荒々しいリズムや刺激的な不協和音に
ついて調べ，身近な楽器などで演奏してみます。

鑑賞に必要な作者の情報を
簡潔に示しています。

作曲者に関する情報

音の重なり！

初演の行われたシャン
ゼリゼ劇場での復活公
演の写真を掲載！

和音を実際に弾いてみる

自分の考えを記述する
スペース
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●クリストフォリ B
バルトロメオ

artolomeo Cristofori（1655〜1731）は，1690年以後イタリアのメディチ家に仕えた鍵盤楽器製作者。
　クリストフォリが製作したピアノは3台現存している。

ヴォルフガング·アマデウス·モーツァルト Wolfgang Amadeus Mozart (1756〜1791)は，オーストリアの作曲家。
幼少期より優れた音楽の才能を示し，「神童」としてその名が知られていた。父親とともに，７歳からパリやロンドン，13
歳からイタリアの各都市などを訪れ，当時の最先端の音楽を聴き学んだことが，彼の音楽の発展に大きな影響を与えた。モー
ツァルトは生地ザルツブルクの大司教に仕えていたが，晩年の10年間はウィーンで主にフリーの音楽家として活躍した。

第２ピアノが第１主題と対照的な第２主題をイ長調で演奏します。
次にこの第２主題を２人の奏者の右手で重ね，
さらに左手でカノン風に追いかけます。

２人の奏者が交互に上行する音型を繰り返します。始まりの音が１音ずつ上がっていきますが，バスはイ音のままです。

2人の奏者が同じ和音を素早く交互に弾き合います。 提示部の最後は，アルペッジョを互いに弾いた後，同じ和音で力強く終止します。
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　18世紀に大きな潮流となった啓
けい

蒙
もう

思想は，従来の迷信や超自然的なものを否定し，合理性や人間性
を重視する考え方でした。それは，貴族に支配されていた市民の台頭を促し，社会制度を変革する力に
なっただけでなく，文化にも大きな影響を与えることになりました。つまり，経済的に成功した商人や
市民が，貴族と同様にこの時代の芸術活動の支援者となっていったのです。彼らは貴族たちの文化を自
らも楽しむようになり，アマチュアの芸術愛好家になりました。家庭で音楽を楽しむ人々が増えたこと
により，音楽家が彼らに音楽のレッスンをしたり，オペラやオラトリオから人気のアリアを鍵盤楽器用
に編曲したりする仕事が生まれました。楽器や歌などの独習書が作られるようになるのもこの時期から
です。モーツァルトやベートーヴェン L

ルートヴィヒ
udwig v

ヴァン
an Beethoven（1770〜1827）のウィーンでの音楽活

動は，このような一面によっても支えられていました。

古典派の作曲家が活躍した時代

音
楽
史
羅
針
盤

楽
曲
か
ら
み
る
音
楽
の
流
れ

第2ピアノが主役

交互に1音ずつ上行

素早い交替 ぴったり合わせて
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　19世紀，ロマン派の時代の芸術は，空想の世界を求めるロマン主義と呼ばれる芸術思想に支えられていました。
ロマン派の芸術家たちは，過去の世界，異国の世界，夢の世界，魔法の世界，民話の世界など，現実離れした世
界から創作の題材や着想を得たのです。
　この時代の作曲家は，こうした世界を描く作品の中で，死や不安を暗示したり表現したりする部分に，グレゴ
リオ聖歌の《怒りの日》を用いることもありました。その旋律は西洋文化圏の人々に広く知られていて，多くの作
曲家をひき付けました。ここではグレゴリオ聖歌の《怒りの日》を例に，その旋律が使われているさまざまな作品
を聴いてみましょう。

怒りの日　

　グレゴリオ聖歌は，中世の時代にローマ カトリック教会で歌うために整理された聖歌で，ラテン語の
歌詞による単旋律の音楽です。原則として無伴奏で歌われます。
　《怒りの日》の旋律は，13世紀頃につくられたものと考えられています。《怒りの日》の歌詞は，聖書の
黙示録などに記されているキリスト教の終末思想を表しています。世界の最後の日に，キリストによって
死者たちがよみがえり，最後の審判が下されて天国へ行く者と地獄へ行く者とに分けられるとされています。

『最後の審判』（ミケランジェロ画）
右の絵は，イタリア ルネサンス期の芸術家ミケラ
ンジェロが手がけた壁画である。バチカン市国のロー
マ教皇専用の礼拝堂である，システィーナ礼拝堂の
祭壇側の壁に描かれている。
裁きを下すイエス·キリストとマリアが中央に位置し，
向かって左側には天国へ行く者たちが，右側には地
獄へ行く者たちが描かれている。イエスの下には７
人の天使たちがラッパを吹いている様子が描かれて
いる。

グレゴリオ聖歌
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時代を超えて鳴り響く《怒りの日》
特定のイメージを呼び起こす旋律を聴こう

訳：怒りの日，その日こそ，この世は破壊され，灰に帰します。ダヴィデとシビラの預言のとおりに。

これから聴く作品で，
上の譜例の１小節目の
音の並びがどう生かさ
れているかに注目して
聴こう。
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●リズムと和音を調べてみよう

◆リズムを打ってみよう
・４分の２拍子を意識しながら，①（ホルンのリズム）と②（弦楽器群のリズム）を手拍子などで打ってみましょう。
・２つのグループに分かれて打ったり，①と②のリズムを１人で打ったりしましょう。

①

②

　使われている和音とその組み合わせを調べてみよう

（　 ）
C

（　 ）
C

　初演を聴いた人々に鮮烈な印象を与えた『春の祭典』の音楽は，実際にどのようにつくられているのでしょうか。
《春の兆し—乙女たちの踊り》の最初の部分を例に，リズムと和音の特徴を見てみましょう。

　リズムの特徴を調べてみよう
・冒頭の８小節では，弦楽器群が不協和音の荒々しい響きで拍を刻み続け，

原始的な雰囲気をつくり出しています。拍には，不規則にアクセントが付
けられています。

・８本のホルンは，弦楽器群と同じ和音を，アクセントのタイミングに合わ
せて鋭く吠

ほ
えるように演奏します。

　この部分は，下に示した２つの和音のみで作曲されています。

◆演奏してみよう
　いちばん上の譜例の４つの段を，キーボードやピアノなどで分担して演奏してみましょう。

・　 　は属七の和音， は長三和音です。どちらも古典派，ロマン
派の時代を通じて広く用いられた和音です。ピアノなどで弾いて，
それぞれの響きを聴いてみましょう。

・この曲の最初の８小節では，　　と を同時に鳴らし，故意に音
のぶつかりをつくり出しています。それぞれの和音の響きと２つ
の和音を重ねたときの響きを聴き比べてみましょう。

　　　     と を同時に鳴らすと…

半音のぶつかりが不協和な響きを生み出します。
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強烈なアクセントを，
規則的ではなく不規
則に付けることで，
どんな効果が生まれ
ているかな？

作曲者は，どのような
イメージの響きを求めて
重ねる和音を選んだのか
考えてみよう。
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弔いの鐘が鳴り響き，ファゴットとチューバによって
《怒りの日》の旋律が重々しく奏される。

ベルリオーズ幻想交響曲 から 第５楽章 魔女の夜
や

宴
え ん

の夢

死の舞踏 リスト

37.279

　『幻想交響曲』は，「ある芸術家が美しい女性に恋をするが失恋し，
その悲しみのあまりアヘンを飲んで自殺を図るが死にきれず，奇妙な
夢を見る」という物語に基づいて作曲されています。《怒りの日》が登
場する第５楽章は，「魔女の夜の宴

うたげ

」の場面です。その旋律が奏
かな

でられ
ると，魔女たちの宴が始まり，その中で自らが葬

ほうむ

られるという夢の中
の情景が描かれています。

　この曲は，《怒りの日》の旋律を基にした，ピアノとオーケストラのための変奏曲です。リストは，イタリアの
ピサを旅行した際に見た『死の勝利』という壁画から霊感を得て，この曲を着想しました。死の恐怖を音楽で表現
するこの曲は，非常に劇的で迫力に満ち，かつては彼のピアノ協奏曲以上の人気を集めたといわれています。

エクトル·ベルリオーズ Hector Berlioz （1803〜1869）は，フランスの作曲家。標題音楽の創作に力を注ぎ，「イ
デー フィクス（固定楽想）」と呼ばれる決まった旋律によって，特定のイメージやキャラクターを象徴する手法を
生み出した。オーケストラでの革新的な楽器の使い方も考案し，『近代楽器法と管弦楽法』という著作も残した。
彼の標題音楽の創作技法は，リストやヴァーグナー R

リヒャルト
ichard Wagner（1813〜1883）らに大きな影響を与えた。

＊標題音楽：詩や物語，絵画，情景，人物など，曲の内容を特定する具体的な題材に基づく音楽。

フランツ·リスト Franz Liszt （1811〜1886）は，ハンガリーの作曲家，ピアニスト。ピアノの名手（ヴィルトゥオーソ）
として19世紀のヨーロッパ全土にその名を知らしめた。作曲家としては『超絶技巧練習曲集』『ハンガリー狂詩曲』『愛の夢』
など数々のピアノの名作を残したほか，ベートーヴェン（ p.39）の交響曲のピアノ編曲なども行った。また，オーケス
トラによって文学的，絵画的な内容を描く「交響詩」というジャンルを確立した。
＊ヴィルトゥオーソ：19世紀に登場した，卓越した演奏技術によって驚異的な超絶技巧を披露する演奏家を指す語。元

はイタリア語で「名人」を意味する。

『死の勝利』（14世紀フレスコ画，部分）
ピサ大聖堂に付属する納骨堂カンポサ
ントの壁に描かれている。当時の大司
教の命により，ブファルマッコが描い
たと考えられている。「死の勝利」とは
避けられない死のことを意味しており，
絵の左下にはさまざまな身分の人々が
死と出会う様子が描かれている。絵の
中央部分は，死後に魂が引き剝がされ，
天使によって天国へ逝く者，悪魔によっ
て火の山に投げ込まれる者の様子が描
かれている。

独奏ピアノとティンパニが荒々しく鳴り響く中で，オーケストラの低音楽器が《怒りの日》の旋律を
いかめしく演奏する。

◆s
サン
ans p

プレッセ
resser：急がずに

絵には第二次世界大戦中の1944年に受けた空襲による損傷の跡が見られる。
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サン＝サーンス交響詩 死の舞踏

トロンボーンを中心に，低音の管楽器が《怒りの日》の旋律に基づく美しい響きを奏
かな

でる。

マーラー交響曲第２番〈復活〉 から 第５楽章

　「真夜中の時計の音とともに墓場に骸骨が現れ，不気味に踊った後，夜明けの鶏の声を聞いて逃げ去る」
という内容の詩に基づいて作曲された管弦楽曲です。リストの作品（ p.33）と同じ『死の舞踏』という曲
名ですが，このサン＝サーンスの曲では，《怒りの日》の旋律が軽快かつコミカルに扱われているのが特徴
です。

　この第５楽章は，マーラー自身が記した次のような構想に基づいて
作曲されています。「終末のときが訪れ，最後の審判が始まる。皆が逃
げ惑い，絶叫する。黙示録のトランペットの響き。……静寂の中，聖
者たちが『復活せよ…』と歌う。そこに神の栄光が現れ，全ては至福に
満たされる。」この楽章の前半で，《怒りの日》に基づく旋律がたびたび登
場します。
　〈復活〉という通称は，この楽章の後半に合唱を取り入れるきっかけと
なった，18世紀のドイツの詩人クロプシュトックの讃

さん

歌
か

『復活』に由来
するものです。

カミーユ·サン＝サーンス Camille Saint-Saëns （1835〜1921）は，フランスの作曲家。早くから音楽的才能を
開花させ，ピアニスト，オルガン奏者としても活躍した。フォーレ（ p.45）やフランク C

セザール
ésar Franck（1822〜

1890）ら同時代のフランスの作曲家とともに，1871年，国民音楽協会を設立し，新しいフランス音楽の普及と発展
に努めた。主な作品には，『交響曲第３番〈オルガン付き〉』，『動物の謝肉祭』などがある。

グスタフ·マーラー Gustav Mahler （1860〜1911）は，オーストリアの作曲家，指揮者。ユダヤ人の家庭に生まれ，
主にオーストリアのウィーンで活躍した。ヨーロッパ各地の歌劇場で指揮や芸術監督の仕事をし，作曲家としては，
主に交響曲と歌曲のジャンルに名作を残した。『交響曲第８番〈千人の交響曲〉』など，交響曲にしばしば声楽を導入
したことで知られる。彼の交響曲は大規模な編成で，甘美な旋律と強烈な喧

けん
騒
そう

とが突然入れ替わる非連続的な構造
を特徴とする。

ワルツのリズムに合わせて軽やかに変化した《怒りの日》の旋律が現れる。
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※オーケストラの編成 p.107
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reit：再び非常に幅広く
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独奏ピアノが華々しく活躍する中で，金管楽器が《怒りの日》の旋律を勇ましく吹き鳴らす。

ラフマニノフパガニーニの主題による狂詩曲 から 第24変奏

　ラフマニノフは多くの作曲家の中でもとりわけこの《怒りの日》の旋律を愛好
し，自作に取り入れました。『パガニーニの主題による狂詩曲』では，まず第７
変奏に《怒りの日》が登場し，第10変奏は《怒りの日》の旋律を基にした変奏曲
となるほか，最後の第24変奏のクライマックスの部分でも《怒りの日》の旋律
が奏されます。
　ラフマニノフは他にもさまざまな楽曲に《怒りの日》の旋律を用いていますが，
基となる素材は同じでも，出来上がるフレーズの性格は実に多様です。例えば，

『ヴォカリーズ』の冒頭はレガートでメロディック，『交響曲第２番』の第２楽章
冒頭は勇壮，『交響的舞曲』の第３楽章終盤はリズミカル，などの性格をもって
います。

セルゲイ · ラフマニノフ Sergey Rakhmaninov （1873〜1943）は，ロシアの作曲家，ピアニスト，指揮者。
1917年のロシア革命後はアメリカに渡り，亡

な
くなるまでの25年間をこの地で過ごしている。主にチャイコフ

スキー P
ピョートル
yotr I

イリイチ
l’yich Tchaikovsky（1840〜1893）などのロシアの作曲家から影響を受けて，極めてロマンティッ

クで叙情的な音楽を作曲した。彼はまたショパン F
フレデリック
rédéric Chopin（1810〜1849）やリスト（ p.33）と同様，

一流のピアニストとしても活躍し，自作曲を自ら演奏するタイプの最後の作曲家ともいわれる。

黛 敏郎 （1929〜1997）は，日本の作曲家。1949年に東京音楽学校（現在の東京芸術大学）を卒業。在学中から
映画音楽なども手がけた。フランス政府給費留学生としてパリ国立音楽院で学び，帰国後は芥

あくた
川
がわ

也
や

寸
す

志
し
（1925

〜1989），團
だん

 伊
い

玖
く

磨
ま
（1924〜2001）とともに「３人の会」を結成するなど作曲活動を展開させていった。日本初

のミュジック コンクレート*作品『Ｘ・Ｙ・Ｚ』など，当時の最新テクノロジーを駆使した前衛音楽を作曲して注
目を集めた。一方，代表作の『涅槃交響曲』，オペラ『金閣寺』のように文学や仏教思想などの日本の伝統と結び付
いた作品も多く残した。
＊具体的な音（人の声や騒音，自然の音など）を録音し，それを加工・変形した音楽。
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　ジョン·ヒューストン監督の映画『天地創造』（1966年公開）は，聖書のアダムとイヴ，
ノアの箱舟，バベルの塔などの物語を壮大に描いた映画である。この映画の音楽を担当し
たのが日本の作曲家，黛

まゆずみ
 敏

とし
郎
ろう

である。黛は，アダムとイヴがエデンの園で蛇に唆
そそのか

されて
神から禁じられていた知恵の樹

き
の実（リンゴ）を食べてしまい，楽園を追放されるシーンで

《怒りの日》の旋律を用いた。
　当初，映画の音楽を依頼されたのはストラヴィンスキー（ p.46）であったが，彼が断わっ
たため，監督とプロデューサーは，『涅

ね
槃
はん

交響曲』を聴いて気に入った黛を抜
ばっ

擢
てき

したという。
黛は当時，日本国内では多数の映画音楽を手がけていたが，ハリウッドでは無名だった。
黛が『天地創造』に付けた音楽はたいへん高く評価され，公開された年のアカデミー賞の作
曲賞にノミネートされた。

映画『天地創造』にも使われた《怒りの日》

曲づくりの構想や作品の世界観に応じて，同じ旋律をいかに
うまくアレンジできるかが作曲家の腕の見せどころなんだね。
同じ旋律であっても，それぞれの作曲者の作風が生かされて
いて，オリジナリティーを感じるね。
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　「総奏の旋律」と「独奏楽器群の旋律」の特徴を理解しよう。

オーケストラ全員による総奏の部分では，このような旋律が演奏されます。繰り
返されるときには，調が変わったり部分的に演奏されたりすることもあります。

独奏楽器群の旋律 独奏を聴かせる部分では，このような旋律が演奏されます。

▶独奏① ▶独奏②

▶独奏③ ▶独奏④

▶独奏⑤

▶総奏① 総奏時のみ演奏

通奏低音

独奏楽器群

▶総奏②

▶総奏④▶総奏③

▶総奏⑤

総奏の旋律

◆tr（t
トリル
rillの略）：その音と２度上の音とを素早く交互に演奏する

※オーケストラの編成 p.107

●まず総奏①では全員で「総奏の旋律」をヘ長調で提示し，続いて独奏部分と総奏部分が次々と交替していきます。
　独奏①〜⑤では，独奏楽器が１つずつ順番に「独奏楽器群の旋律」を担当します（最後のトランペットは④と⑤の２回）。

オーボエ

リコーダー トランペット

ヴァイオリン旋律を
奏する楽器

トランペット
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　『ブランデンブルク協奏曲第２番』は，オーケストラ全員が演奏する総奏と，トランペット，リコーダー，オー
ボエ，ヴァイオリンの４つの楽器による独奏楽器群とが対比する協奏曲です。このような総奏と独奏楽器群が
幾度となく交替する協奏曲はバロック時代に好まれたもので，コンチェルト グロッソ（合奏協奏曲）といいます。
　ここでは第１楽章を聴き，総奏部分と独奏部分の響きの対比を感じ取ってみましょう。

バッハの協奏曲を聴こう
オーケストラと独奏楽器群との掛け合いや対比を楽しもう

J.S.バッハブランデンブルク協奏曲第２番 から 第１楽章

＊ヴィオローネ：大型のヴィオールの意味。ヴィオールはヴァイオリ
ン属と同様に弓で演奏する楽器だが，６弦でフレットが付き，その
調弦方法も異なっている。大型のヴィオールは現在のコントラバス
の祖先である。右上の演奏写真で用いているのは小型のヴィオローネ。

＊＊ヴィオロンチェロ ダ スパッラ：「スパッラ」は「肩」という意味。
17〜18世紀にかけて用いられた5弦の弦楽器。肩にひもを掛け，
横に構えて演奏する。この楽器のパートは，一般的にはチェロで演
奏されることが多い。

※通奏低音…バロック時代の合奏音楽の低音声部に用いられた略記法。
チェンバロなど伴奏楽器の奏者は，これに基づいて和音を加えなが
ら演奏する。

＊＊

＊
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第１ピアノが第１主題の後半部分をニ長調で演奏します。 第１ピアノが示した一連のフレーズを第２ピアノが模倣します。

アルペッジョの音型を交互に次々と繰り返します。 第２ピアノが華やかにトレモロを演奏します。

モーツァルトの時代のピアノ

38

　モーツァルトの『２台のピアノのためのソナタ』は，
モーツァルトの弟子で優れたピアニストであったヨゼー
ファ·アウエルンハンマー（1758〜1820）との演奏会
のために作曲されました。２台のピアノならではの豊
かな響き，旋律やリズムの掛け合い，16分音符の華
やかな音型やアルペッジョ，トリルといった装飾音の
多用は，この曲の軽やかな特徴をつくり出しています。
ここでは，第１楽章の提示部（ p.4１ ソナタ形式の典
型的な例）を聴いて，この曲にみられるさまざまな特
徴を理解しましょう。

２台ピアノが織りなす響きを聴こう

2台のピアノのためのソナタ ニ長調 から 第１楽章 モーツァルト

交互に繰り返される音型の特徴を理解しよう

『２台のピアノのためのソナタ』の演奏　TVドラマ『のだめカンタービレ』から
主人公の野

の
田
だ

 恵
めぐみ

と千
ち

秋
あき

真
しん

一
いち

が初めて２人で演奏するシーンで，この曲
が取り上げられている。

豊かな響き

第1ピアノが主役

畳みかけるような掛け合い 華やかなトレモロ

フレーズの模倣

中央ハ
▼

第１主題はユニゾンによってニ長調の豊かな響きで始まります。 　1700年頃にイタリア人のクリストフォリによって開発され
たピアノは，モーツァルトがウィーンで活躍を始める1780年
頃から，音域の拡大や鍵盤の機構の改良が進められた。モーツァ
ルトの時代のピアノは，およそ61鍵，5オクターヴの音域だった。
　ここで聴く第１楽章では，第１ピアノ，第２ピアノともにほ
ぼ全ての音域（下の ）を使用する。

モーツァルトが使っていたピアノの音域（61鍵）
現在の一般的なピアノの音域（88鍵）

◆A
アレグロ
llegro c

コン
on s

スピリト
pirito：速く，元気に
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オーケストラによる第１主題を，独奏ヴァイオリンの跳躍的な分散和音がもり立てます。

オーケストラ全体が沈黙する中，独奏者が単独で，高度な演奏技巧を駆使する
装飾的で華麗なパッセージを演奏します。

フェリックス·メンデルスゾーン Felix Mendelssohn （1809〜1847）は，ドイツの作曲家，ピアニスト，指揮者。裕福な家庭
に生まれ，恵まれた教育環境の中で着実に才能を伸ばした。彼の作品は多くの面で古典派の作風を受け継ぎ，均整のとれた構成美
や洗練された感情表現を特徴とする。代表作には，付随音楽『真夏の夜の夢』，ピアノ曲『無言歌集』，『交響曲第４番〈イタリア〉』な
どがある。また，1829年にバッハ（ p.37）の『マタイ受難曲』の復活上演を手がけたことでも知られている。

再現部

：第１主題
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独奏ヴァイオリンのきらびやかな技巧とオーケストラの豊かな響きを味わおう

『ヴァイオリン協奏曲 ホ短調』の演奏
服
はっ

部
とり

百
も

音
ね
（ヴァイオリン独奏），

下
しも

野
の

竜
たつ

也
や
（指揮），読売日本交響楽団

服部百音は1999年生まれ。数々の国際コンクールで
優勝し，コンクールやコンサート出演など，ヨーロッ
パ各地や日本で活躍している。

　古典派以降の協奏曲は，バロック時代に好まれていたコンチェルト グロッソ（ p.36）に代わって，
ソロ コンチェルトが主流になります。古典派のソロ コンチェルトでは，まずオーケストラのみによっ
て主題をひととおり演奏した後，独奏楽器が総奏との対比をつくりながら主題を再び演奏するという
手法がとられました。また曲の終わりの部分には通例，オーケストラが中断し，独奏楽器の即興演奏
による演奏者の技巧を示す見せ場がつくられました。これをカデンツァといいます。ロマン派のソロ 
コンチェルトは，ショパンやリスト（ p.33）といったヴィルトゥオーソによって高度な演奏技術が求
められるようになりました。ショパンの２つの『ピアノ協奏曲』は，彼特有の演奏技術と詩情があふれ
る音楽表現を追求した曲です。メンデルスゾーンは『ヴァイオリン協奏曲』を，古典派の協奏曲のよう
に総奏と独奏が分離する構成ではなく，オーケストラと独奏楽器が融合する書法を用いて作曲しました。
このスタイルは，それ以後の協奏曲の模範の一つとなり，シューマン（ p.90）やリストのソロ コンチェ
ルトに影響を与えました。　

協奏曲の歴史 ②

音
楽
史
羅
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曲
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ら
み
る
音
楽
の
流
れ

カデンツァ
独奏ヴァイオリンの
細かい動きは，演奏
するのがとても難し
そう。

ソナタ形式の典型的な例

展　開　部

提示部 第１主題 第２主題 小結尾

再現部 第１主題 第２主題

コーダ（結 尾）

ソナタ形式の典型的な例

ソナタ形式は，一般にこのような３つの構造をもつ。
提示部や再現部は複数の主題を中心に構成されるのが
一般的であるが，１つの主題で構成される場合もある。

ソナタ形式は，一般にこのような構造をもつ。
古典派以降のソナタ，交響曲，協奏曲などの
第１楽章には，通常，ソナタ形式が用いられる。

展

　開

　部

提

　示

　部

再

　現

　部

提示部
第
１
主
題

第
２
主
題

小
結
尾

再現部
第
１
主
題

第
２
主
題

コ
ー
ダ（
結 

尾
）
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▶総奏⑥

▶独奏⑥

オーボエ トランペット

▶総奏⑦

ヨハン･ゼバスティアン･バッハ Johann Sebastian Bach (1685〜1750)は，ドイツの作曲家。オルガンやチェンバロなどの
鍵盤楽器の演奏に優れ，即興演奏の名手としても知られる。教会のオルガン奏者や合唱長，宮廷楽団の楽長などの職を歴任し，生
涯にわたってドイツで活躍した。宗教曲では数多くの礼拝用カンタータや『マタイ受難曲』，器楽曲では『平均律クラヴィーア曲集』，

『管弦楽組曲』などの名作を残した。

▶総奏⑧

チェンバロとオーボエの間で演奏している楽器がヴィオロンチェロ ダ スパッラ。
右側で椅子に座って演奏している楽器がヴィオローネ。ヴィオロンチェロ ダ 
スパッラは当時，チェロの代わりに用いられていたと考えられている。

●総奏⑥はニ短調から始まります。「総奏の旋律」を中心としながら，独奏楽器どうしの
　掛け合いなどを交え，音楽をさまざまに展開させていきます。

●総奏⑦はハ短調から始まり，「総奏の旋律」を中心としながら再びさまざまに展開を繰り広げ，イ短調で一旦終止します。
　全楽器の短い休止を挟み，総奏⑧は冒頭のヘ長調で「総奏の旋律」をやや発展的に演奏して曲を締めくくります。

ヴァイオリンリコーダー

●独奏⑥は変ロ長調から始まり，転調しながら「独奏楽器群の旋律」を４つの独奏楽器が順に受け継いでいきます。

リコーダーが特に活躍する部分
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『ブランデンブルク協奏曲第２番』の演奏
鈴木雅明指揮（チェンバロ），バッハ・コレギウム・ジャパン

　バロック時代には，現在とは素材や構造の異なる楽器
で演奏が行われていた。左の写真のように，作品がつく
られた当時の形状に復元された楽器を用い，当時の演奏
スタイルや演奏状況をできるだけ再現することを目指す
演奏は，「古楽演奏」または「ピリオド演奏」と呼ばれる。

　協奏曲はバロック時代になって多く作曲されるようになり，時代によってその演奏形態が変化してい
きました。バロック時代に好まれた協奏曲は，コンチェルト グロッソと呼ばれるタイプのもので，総奏

（トゥッティ）と独奏楽器群（コンチェルティーノ）が交替することによって構成されていました。『ブラ
ンデンブルク協奏曲』は，このタイプの協奏曲です。また，ヴィヴァルディ A

アントニオ
ntonio Vivaldi（1678〜

1741）の《春》で有名な『和声と創意の試み』のように，１台のヴァイオリンのためのソロ コンチェルトも
つくられました。バロック時代のコンチェルト グロッソとソロ コンチェルトのいずれも，総奏部分は基
本的に同じ旋律を繰り返し，独奏部分のみが繰り返す度に変化していくリトルネッロ形式で作曲されました。

協奏曲の歴史 ①
音
楽
史
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の
流
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古楽演奏

この曲ではリコーダーが
主役の一人なんだね。

リコーダー

トランペット
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ガブリエル·フォーレ Gabriel Fauré (1845〜1924）は，フランスの作曲家。19世紀後半から20世紀にかけて，作曲家，
オルガン奏者，教育者として活躍し，フランス音楽界の発展に貢献した。弟子にはラヴェル M

モリス
aurice Ravel（1875〜1937）

がいる。作品は明
めい

晰
せき

な構造を特徴とし，教会旋法（西洋の中世やルネサンス時代の音楽で用いられた音組織）の使用や独特の転
調を伴う美しい和声は，フランス近代の音楽に大きな影響を与えた。

旋律

旋律

伴奏

伴奏

c

a

＋

b’
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ここではフルートとチェロの旋律が中心となり，対話するように演奏されます。
フルートの旋律は 　 の主題とは対照的に，下行する音型です。この部分ではハー
プはほとんど演奏しません。

　1870年のプロイセン＊=フランス戦争に敗れたフランスでは，敗戦の影響で起きたナショナリズ
ムを背景に，作曲家のサン＝サーンス（ p.34）と詩人で歌手でもあるロマン·ビュシーヌ（ p.86）の
呼びかけによって「国民音楽協会」が1871年に設立されました。フォーレもその創立者の一人でした。
協会の目的は，フランスの作曲家の作品に演奏の機会を与えることでした。ドビュッシー C

クロード
laude 

Debussy（1862〜1918）の『牧神の午後への前奏曲』を初演するなど，特にオーケストラ作品や室内
楽作品の紹介に力を入れ，フランス音楽における器楽の興隆に大きく貢献しました。さらにこの協会
は，ラモー J

ジャン
ean-P

フィリップ
hilippe Rameau（1683〜1764）などの過去の偉大なフランス音楽の楽譜出版や

演奏によって，その伝統をも復興させました。
＊現在のドイツ北部からポーランド西部にかけての地域を領土とする国で，首都はベルリンにあった。

19世紀後半のフランス音楽の目覚め
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　  が再現し，続く 　 の主題を導きます。

冒頭の主題がハープの伴奏にのって，フルートで再現されます。最後は，クラリ
ネットやホルンが旋律を断片的に演奏して終わります。

『ペレアスとメリザンド』
　『ペレアスとメリザンド』は，ベルギーの劇作家メーテルリンク M

モリス
aurice Maeterlinck（1862〜1949）による

フランス語の戯曲で，1892年に出版された。中世の時代，架空の国アルモンド国の王子ゴローは，狩りに出た森
の中で謎の若い娘メリザンドに出会い，彼女を妻とした。しかしゴローの異父弟ペレアスもメリザンドにひかれ，
愛し合うようになってしまった。２人の関係を知ったゴローは嫉妬し，ペレアスを殺してしまう。そしてメリザン
ドも子を生んでやがて死んでいく，というあらすじである。
　夜の森や泉，古い城などの神秘的な背景とともにここに描かれた「死」や「静寂」は，多くの作曲家の創作意欲を刺
激し，この戯曲に基づく作品がいくつも生み出された。

a

b’ a

　  では，フルートとチェ

ロの旋律のリズムの違い

に注目してみよう。
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　『春の祭典』の振り付けをしたのは，興行師ディアギレフが創設したバレエ リュ
ス（ロシアバレエ団）のダンサーであるヴァーツラフ · ニジンスキー Vaslav 
Nijinsky（1890〜1950）であった。ニジンスキーはこのバレエの振り付けで
前衛的な方法を用いた。足を内股にして跳躍したり（クラシック バレエでは外
股で足の運び方にも決まった型がある），首は斜めに傾けたりと，伝統的なク
ラシック バレエでは考えられない振り付けであった。ニジンスキーは，太古
のロシアにおける春の儀式をこのような振り付けで表現しようとした。しかし，
初演で聴衆が騒乱を引き起こす原因の一つとなってしまった。

ニジンスキーの振り付け

　初演が大スキャンダルとなったのには，音楽の斬新さだけ
でなく，バレエの前衛的な振り付けにも原因がありました。
それまでのバレエの優雅や洗練といったイメージからかけ離
れた，粗野でぎこちない動作による『春の祭典』の踊りが，当
時の人々の目にどのように映ったのか，想像してみましょう。

●『春の祭典』初演時のバレエの様子を見てみよう

『コメディア』紙 1913年５月31日付に掲載された
『春の祭典』初演時のバレエダンサーの写真

バレエ『春の祭典』第２部から

バレエ『春の祭典』第１部から
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　19世紀末から第一次世界大戦が始まるまでの期間に，新しい試みを取り入れた音楽が多くの作曲
家によって創作されました。特に大戦前には，早くも戦後の音楽を予感させる作品が生まれました。
ドビュッシーのバレエ音楽『遊戯』，シェーンベルクA

アルノルト
rnold Schönberg（1874〜1951）の室内楽伴

奏付きの連作歌曲集『月に憑
つ

かれたピエロ』，ストラヴィンスキーのバレエ音楽『春の祭典』です。ドビュッ
シーは，長短調以外の音階や独自の和声を使った色彩感あふれる音楽で印象主義といわれていますが，
その手法をさらに推し進めた『遊戯』は主題やテンポが流動的で形式を感じさせない作品です。シェー
ンベルクは，人の内面に秘められた感情を調性に頼らずに音楽的に表現する表現主義の作曲家として
知られ，『月に憑かれたピエロ』では和声の使い方や旋律のつくり方に斬新さがみられるほか，語るよ
うに歌う特殊な歌唱法を用いています。ストラヴィンスキーの『春の祭典』は原始主義の音楽といわれ，
不規則なアクセントを伴う激しいリズムや複数の調性を同時に使用する強烈な響きなどにより，人間
が本来もっている生命力をダイレクトに表現しています。
　バロックや古典派などのように時代を席

せっ
巻
けん

するスタイルが確立することは，20世紀の音楽にはみら
れなくなります。むしろ多様なスタイルの音楽が多くの作曲家によって次から次へと登場してきます。

20世紀初頭の音楽

音
楽
史
羅
針
盤

楽
曲
か
ら
み
る
音
楽
の
流
れ

足を内股にしたり，首や腕を
不自然に曲げたりしているよ。
ふだん目にする美しいバレエ
のポーズとは違っているね。
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▶総奏⑥

▶独奏⑥

オーボエ トランペット

▶総奏⑦

ヨハン･ゼバスティアン･バッハ Johann Sebastian Bach (1685〜1750)は，ドイツの作曲家。オルガンやチェンバロなどの
鍵盤楽器の演奏に優れ，即興演奏の名手としても知られる。教会のオルガン奏者や合唱長，宮廷楽団の楽長などの職を歴任し，生
涯にわたってドイツで活躍した。宗教曲では数多くの礼拝用カンタータや『マタイ受難曲』，器楽曲では『平均律クラヴィーア曲集』，

『管弦楽組曲』などの名作を残した。

▶総奏⑧

チェンバロとオーボエの間で演奏している楽器がヴィオロンチェロ ダ スパッラ。
右側で椅子に座って演奏している楽器がヴィオローネ。ヴィオロンチェロ ダ 
スパッラは当時，チェロの代わりに用いられていたと考えられている。

●総奏⑥はニ短調から始まります。「総奏の旋律」を中心としながら，独奏楽器どうしの
　掛け合いなどを交え，音楽をさまざまに展開させていきます。

●総奏⑦はハ短調から始まり，「総奏の旋律」を中心としながら再びさまざまに展開を繰り広げ，イ短調で一旦終止します。
　全楽器の短い休止を挟み，総奏⑧は冒頭のヘ長調で「総奏の旋律」をやや発展的に演奏して曲を締めくくります。

ヴァイオリンリコーダー

●独奏⑥は変ロ長調から始まり，転調しながら「独奏楽器群の旋律」を４つの独奏楽器が順に受け継いでいきます。

リコーダーが特に活躍する部分

37

『ブランデンブルク協奏曲第２番』の演奏
鈴木雅明指揮（チェンバロ），バッハ・コレギウム・ジャパン

　バロック時代には，現在とは素材や構造の異なる楽器
で演奏が行われていた。左の写真のように，作品がつく
られた当時の形状に復元された楽器を用い，当時の演奏
スタイルや演奏状況をできるだけ再現することを目指す
演奏は，「古楽演奏」または「ピリオド演奏」と呼ばれる。

　協奏曲はバロック時代になって多く作曲されるようになり，時代によってその演奏形態が変化してい
きました。バロック時代に好まれた協奏曲は，コンチェルト グロッソと呼ばれるタイプのもので，総奏

（トゥッティ）と独奏楽器群（コンチェルティーノ）が交替することによって構成されていました。『ブラ
ンデンブルク協奏曲』は，このタイプの協奏曲です。また，ヴィヴァルディ A

アントニオ
ntonio Vivaldi（1678〜

1741）の《春》で有名な『和声と創意の試み』のように，１台のヴァイオリンのためのソロ コンチェルトも
つくられました。バロック時代のコンチェルト グロッソとソロ コンチェルトのいずれも，総奏部分は基
本的に同じ旋律を繰り返し，独奏部分のみが繰り返す度に変化していくリトルネッロ形式で作曲されました。

協奏曲の歴史 ①
音
楽
史
羅
針
盤

楽
曲
か
ら
み
る
音
楽
の
流
れ

古楽演奏

この曲ではリコーダーが
主役の一人なんだね。

リコーダー

トランペット

9

音楽史羅針盤
鑑賞曲と関係するジャンル史
などのコラムを随所に掲載し
ています。

多くの作曲家に引用された旋律を聴き比べる
グレゴリオ聖歌の《怒りの日》の旋律は，多くの作曲家をひき付け，
さまざまな作品が生み出されました。

不規則で荒々しいリズムや刺激的な不協和音に
ついて調べ，身近な楽器などで演奏してみます。 （教科書P.46〜49)

※「音楽の歓び」（P.64〜105）のコーナーにも各ジャンルを深く知ることができる『音楽史羅針盤』を掲載しています。
　「19世紀ロマン派のイタリアオペラ」「ドイツ語の歌曲の歴史」など4項目。

リズム！

音の重なり！

指導用CDでは，５曲それぞれの《怒りの日》
の旋律部分を取り出して聴けるようにします。
また，指導書に「オリジナリティーとは何か」
と題し，この鑑賞企画の解説を掲載します。

高校生が演奏経験のあるリコー
ダーが含まれている楽曲を掲載。

『のだめカンタービレ』から
名曲をチョイス。

（教科書P.36〜37)

（教科書P.38・39)

（教科書P.32〜35)

（教科書P.37)

（教科書P.39)
（教科書P.41)

（教科書P.45)

（教科書P.49)

リズム打ちをしてみる

和音を実際に弾いてみる

曲を聴くときのポイント
を示しています。



鑑賞② 日本の伝統音楽では，文楽と能を取り上げ，
自国の音楽文化についての理解を深めます。

世界各地の諸民族に伝わる音楽やポピュラー音楽を聴き，
多様な音楽文化について学びます。鑑賞③

日
本
の
伝
統
音
楽

熊
くま

谷
がい

次
じ

郎
ろう

直
なお

実
ざね
（写真上）：吉

よし
田
だ

文
ぶん

吾
ご

平
たいらの

 敦
あつ

盛
もり
（写真下）：吉田玉

たま
女
め

並
なみ
木
き
宗
そう
輔
すけ
作

詞章の現代語訳
　やがて，安

あん

徳
とく

天皇の御
ご

座
ざ

船
ぶね

をはじめ，平家一門はみな船で海上に出たので，乗
り遅れまいと波打ち際に身を寄せたが，御座船も他の船もはるか沖

おき

合
あい

へと落ちの
びた。無官の太夫敦盛は，途中で敵を見失った。御座船に追いついて，父経

つね

盛
もり

に
自分の覚悟を告げようとして，須磨の浜まで出たが，味方の船は一艘

そう

もなく，仕
方なく波間に馬を乗り入れて，沖合の船を目指された。そこへ後ろから熊谷次郎
直実が，「おおい，おおい」と声をかけて，馬の足をはやめて追いついた。「やあ，
そこにおられるのは平家の名ある将軍であろう，敵に背中を見せて逃げられるの
は卑

ひ

怯
きょう

，引き返して勝負されよ。それがしは，武
むさ

蔵
しの

国
くに

の住人で熊谷次郎直実，一
対一の勝負，引き返されよ」と，軍

ぐん

扇
せん

を差し上げて招き返し，「しばらく待たれよ」
と大きな声で呼びかけた。

聴きどころ

●能の「謡
うたい

」を取り入れた語りの表現
　❶では，謡の様式を取り入れて語ります。これを「謡ガカリ」といい，ここでは
能『敦盛』から取り入れた詞章を謡風に，荘重な雰囲気で語ります。 p.54 能『敦盛』

●波の感じを三味線で表現
　❷では，三味線が「テーン テーン」と１つの音を繰り返し演奏します。この音は，
須磨の浜辺に打ち寄せる大波小波（男

お

波
なみ

女
め

波
なみ

ともいう）を表現しています。
●せ

・
り
・
ふ
・
を三味線の演奏にのせて語る

　義太夫節では，せ
・

り
・

ふ
・

は原則として三味線を伴わずに語りますが，❸の直実の
せ
・

り
・

ふ
・

は，三味線の演奏にのってリズミカルに語ります。これを「詞
ことば

ノリ」といい
ます。

　右に示した詞
し

章
しょう

は，《組討の段》の冒頭部分です。義太夫節による表現の工夫を
知り，イメージをもって聴きましょう。

　『一谷嫰軍記』は宝
ほう

暦
れき

元（1751）年に初演された作品で，全五段からなる「時代物」
です。時代物とは，江戸時代以前につくられた文学作品や江戸時代のお家

いえ

騒動を
題材にして，武家社会を中心に描いた演目です。
　『一谷嫰軍記』の二段目《組討の段》は，『平家物語』の「敦

あつ

盛
もり

最
さい

期
ご

」を題材にした作
品です。16歳の若さで一の谷の戦いに出陣した平家の武将平

たいらの

敦盛と，源氏の武
将熊

くま

谷
がいの

次
じ

郎
ろう

直
なお

実
ざね

の対決を中心に展開され，『一谷嫰軍記』最大の山場，三段目《熊
くま

谷
がい

陣
じん

屋
や

の段》（ p.52）で明かされる，悲劇の発端となる重要な段です。

作品について

5150

文
ぶ ん

楽
ら く

（人形浄
じょう

瑠
る

璃
り

）『一
いちの

谷
た に ふたば

軍
ぐ ん

記
き

』《組
く み

討
う ち

の段》
義
ぎ

太
だ

夫
ゆ う

節
ぶ し

の特徴を感じ取り，日本の伝統文化に親しもう

　義太夫節に合わせて人形を遣う人形芝居。貞
じょう

享
きょう

元（1684）年，竹本義
太夫が大坂の道

どう

頓
とん

堀
ぼり

に人形芝居の劇場「竹本座」を創設，近
ちか

松
まつ

門
もん

左
ざ

衛
え

門
もん

（1653〜1724）らの作品を語り大好評を博した。「文楽」という通称は，
19世紀に人形浄瑠璃を興行した植

うえ

村
むら

文
ぶん

楽
らく

軒
けん

に由来する。

　「義太夫節」は，17世紀末に大坂（現在の大阪）で竹
たけ
本
もと
義太夫（1651〜

1714）が始めた浄瑠璃で，「文楽」の音楽として生まれました。上
かみ
方
がた
文化に

よって育まれた義太夫節は，日本人の「情
じょう
」を描いた長大な物語を，語り手

である「太
た
夫
ゆう
」と三

しゃ
味
み
線
せん
の奏者である「三味線弾き」で演奏します。

p.52「太夫と三味線」

＊浄瑠璃：三味線を伴う語り物（物語を語ることを主体とした音楽）の総称。

文楽（人形浄瑠璃）

※
詞
章
は
太
夫
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
り
、
こ
れ
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
ま
た
、
フ
リ
ガ
ナ
は
実
際
に
語
る
と
き
の
発
音
を
表
記
し
て
い
る
。

　
　

  

❶
去サ

る
程ホ

ド

に
、
御ミ

船フ
ネ

を
始ハ

ジ

め
て
、
一イ

チ

門モ
ン

皆ミ
ナ

々ミ
ナ

船フ
ネ

に
浮ウ

か
め
ば
乗ノ

り
後オ

ク

れ
じ
と
、
汀

ミ
ギ
ワ

に
打ウ

チ

寄ヨ

れ
ば
、
御ゴ

座ザ

船フ
ネ

も
兵

ヒ
ョ
オ

船セ
ン

も
、
遥ハ

ル

か
に
の
び
給タ

モ

ふオ

。
❷
無ム

官カ
ン

の
太タ

夫イ
ウ

敦ア
ツ

盛モ
リ

は

道ミ
チ

に
て
敵テ

キ

を
見ミ

失
ウ
シ
ナ

い
、
御
座
船
に
馳ハ

セ

着ツ

い
て
、
父チ

チ

経ツ
ネ

盛モ
リ

に
身ミ

の
上ウ

エ

を
告ツ

げ
知シ

ら
す
こ
と
あ
り
と
、
須ス

磨マ

の
磯イ

ソ

辺ベ

へ
出イ

で
ら
れ
し
が
、
船フ

ネ

一イ
ッ

艘ソ
オ

も
あ
ら
ざ
れ
ば
詮セ

ン

方カ
タ

波ナ
ミ

に
駒コ

マ

を
乗ノ

リ

入
れ
沖オ

キ

の
方カ

タ

へ
ぞ
打ウ

た
せ
給
ふ
。
❶
かカ

カゝ

りリ

け
る
と
こ
ろ
に
後

ウ
シ
ロ

よ
り
、
熊ク

マ

谷ガ
エ
ノ

次ジ

郎ロ
オ

直ナ
オ

実ザ
ネ

。「
ヲオ

オヽ

イイ

　
ヲ
ヽ
イ
」と
声コ

エ

を
か
け
駒
を
早ハ

ヤ

め
て
追オ

っ
か
け
来キ

タ

り
、

❸ 「
ヤ
ア
そ
れ
へ
打
た
せ
給
ふ
は
平ヘ

イ

家ケ

の
大タ

イ

将
シ
ョ
ウ

軍グ
ン

と
見ミ

奉
タ
テ
マ
ツ

る
。
正マ

サ

なノ

うオ

も
敵
に
う
し
ろ
を
見
せ
給
ふ
か
引ヒ

ッ

返カ
エ

し
て
勝

シ
ョ
オ

負ブ

あ
れ
。
か
く
申モ

オ

す
某

ソ
レ
ガ
シ

は
、
武ム

サ

蔵シ
ノ

国ク
ニ

の
住
人

熊
谷
次
郎
直
実
見ゲ

ン

参ザ
ン

せ
ん
返カ

エ

さ
せ
給タ

マ

へエ

」と
、
扇

オ
オ
ギ

を
上ア

げ
て
指サ

シ

招マ
ネ

き
、「
暫シ

バ

し
　
暫
し
」と
呼ヨ

ば
はワ

っ
た
り
。

詞
章

世
界
の
諸
民
族
の
音
楽
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　紀元前の古代インドで生まれたとされる「ラーマ物語」，
すなわち文武に秀

ひい

でた英雄ラーマ王子を主人公とする冒険
物語は，多くの言語に翻案されて周辺諸国へと広まり，今
日，アジアで最も有名な物語の一つとなっています。中でも，
３世紀頃に，インドの詩人ヴァールミーキがサンスクリッ
ト語で著したとされる『ラーマーヤナ（ラーマ行状伝）』は有
名で，全7編，2万4000詩節からなる大叙事詩です。その
内容は，北インドのコーサラ国の王子ラーマが，弟ラクシュマナや猿の軍神ハヌマトの力を借りて魔王ラーヴァ
ナを倒し，誘拐されていたシーター妃を救い出すというものです。
　アジア諸国では，この「ラーマ物語」に各地の文化や生活習慣と結び付いた新たな息

い

吹
ぶき

が吹き込まれ，歌や音楽，
文学，演劇，舞踊などが融合したさまざまな芸能の形で親しまれ続けています。ここでは，ラーマ王子と魔王
との戦いの場面に着目して，異なる音楽芸能を聴き比べ，それぞれの音楽的特徴を理解しましょう。　

「ラーマ物語」の影響を受けた『西遊記』（中国）

同じ物語を題材とした芸能の特徴を理解しよう

「ラーマ物語」を題材とした芸能
ワヤン クリ

　ワヤン クリは，インドネシアで行われている影絵人形芝居です。「ワヤン」
は影，「クリ」は皮革を意味し，人形は水牛の皮で作られています。
　今日，インドネシアはイスラーム教国ですが，10世紀頃にインドから伝わっ
た「ラーマ物語」は，ヒンドゥー教徒の多いバリ島はもちろん，ジャワ島でも
人気のある物語の一つとして，ワヤン クリ以外の芸能でも盛んに上演され
ています。
　物語は，「ダラン」と呼ばれる男性の語
り手が１人で何体もの人形を操りながら
せ
・

り
・

ふ
・

とト書きを語り分け，夜通し演じ
続けます。青銅の打楽器を中心としたイ
ンドネシア独特の合奏音楽「ガムラン」の
演奏とともに上演されるのが特徴です。

スクリーンの後ろから見たワヤン クリ（ジャワ島）

影絵人形には細かい透かし彫りと彩色が施され，
そのまま見ても楽しめる。

カタカリ

横長の両面太鼓マッダラム（左手前）と円筒形の太鼓チェンダ（左奥）
いちばん右側に立つのは語り手で，小型ゴングや小型シンバルを打
ちながら歌い語る。
踊り手の緑色の化粧は，その人物が英雄であることを示す。

　カタカリは，インド南西部ケーララ州のマラヤーラム語に
よるヒンドゥー教の神話劇です。16～17世紀頃から王族の
庇
ひ

護
ご

の下，ヒンドゥー寺院で男性のみによって上演されてき
ました。「ラーマ物語」も主要なレパートリーの一つです。
　「カタ」は物語，「カリ」は舞踊という意味です。舞台脇に立っ
た語り手たちが，太鼓や小型シンバルなどの打楽器を奏しな
がら歌や語りによって物語を進め，派手な化粧と独特の衣装
を着けた踊り手たちは，無言のまま顔の豊かな表情や手の動
きによって演じます。
　インドでは，「ラーマ物語」はカタカリ以外にもさまざまな
芸能で上演されます。一般にヒンドゥー教徒にとって，ラー
マは神の一人であり，聖典である「ラーマ物語」の上演は，い
ずれも娯楽というより儀礼と見なされています。

インド
インドネシア

中国

京劇西遊記『孫悟空大鬧天宮』の上演

　16世紀の明
みん

の時代に成立した『西遊記』に登場する孫
そん

悟
ご

空
くう

は，「ラーマ物語」の
猿の軍神ハヌマトをモデルにしたといわれており，この『西遊記』に基づく作品『孫
悟空大

だい

鬧
どう

天
てん

宮
ぐう

』が京
ジン

劇
ジュ

でも上演されている。
　京劇は，中国の北

ペ

京
キン

を中心に発達してきた舞踊劇で，約200年の歴史をもつ
とされる。役者は，唱

チャン

（歌），念
ニエン

（せ
・

り
・

ふ
・

），做
ズオ

（しぐさ），打
ダー

（立ち回り）の４つの表
現要素をバランスよくこなし，舞台袖の音楽家たちは役者の動きに合わせて，甲
高い音の単

ダン

皮
ピー

鼓
グー

や拍
パイ

板
バン

，大小のドラ，二
アル

胡
フー

，三
サン

弦
シエン

，笛
ディー

子
ズ

などで合奏する。

コーン

　コーンは，タイ版「ラーマ物語」である『ラーマキエン（ラーマの栄光）』を
演じる仮面舞踊劇で，タイの宮廷で保護されてきました。コーンの語源は
明らかではありませんが，「ラーマ物語」は13世紀後半にはタイへ伝わり，
アユタヤ王朝期（1351～1767）には芸能として成立していたようです。
　ラーマの名はしばしば王名にも付され，現王朝の初代ラーマ１世（1737～
1809）がコーンのために編

へん

纂
さん

した『ラーマキエン』は最高傑作とされています。
　踊り手たちにせ

・
り
・

ふ
・

はなく，仮面や先のとがったかぶり物を着けて踊り，
物語は音楽家たちの歌や語りによって進められます。木琴，ゴング類を中
心とした古典音楽の器楽
合奏「ピーパート」の演奏
とともに上演されるのが
特徴です。

タイ

●シーターの婿選びの場面
　誰も持ち上げられなかったシヴァ神の弓を，ラーマは

軽々と持ち上げ，シーターを妻に迎える。

●ラーマと弟ラクシュマナが魔王ラーヴァナと戦う場面
　ラーマの放つ矢は強力でラーヴァナの首をはねるが，ラー

ヴァナは魔力ですぐに復活してしまう。

細密画に描かれた
「ラーマ物語」

　「ラーマ物語」は，音楽や舞踊劇，文学作品に取り上げられただけではなく，
絵画や遺跡のレリーフなどにも描かれている。17世紀後半に北インドで描
かれた細密画を見てみよう。

インドネシア

インド

タイ

スクリーンの

後ろから見ても
楽しめるね。

男性のみで演じられる
ところや派手な化粧が
歌舞伎と似ているね。

「ピーパート」の演奏

『ラーマキエン』の上演

世
界
の
諸
民
族
の
音
楽

世
界
の
諸
民
族
の
音
楽
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世界各地の文化が育んださまざまな音楽表現
さまざまな音楽表現とその演奏の違いを感じ取ろう

　アンデス地方に住む人々によって古くから伝えられてき
た歌や音楽をフォルクローレといいます。この『チューニョ
の花が咲く頃に』のように，ポピュラー音楽の要素を取り
入れたフォルクローレもあります。よく使われる楽器には，
ボンボなどの太鼓，ケーナやサンポーニャなどの笛，チャ
ランゴなどの弦楽器がみられます。
　この曲は，恋人が戻ってこない悲しみを歌った曲です。

「チューニョ」とはアンデスの保存食である冷凍乾燥じゃが
いものことで，決して花を咲かせることのないチューニョ
に悲しみを重ねています。
　声やさまざまな楽器の音色から，歌詞に込められた思い
を感じ取りましょう。

チューニョの花が咲く頃に

演奏：K
カラ
’ala M

マルカ
arka

楽器は左からケーナとサンポーニャ，チャランゴ，ギター

ウラ ノ ヴィオ

　世界各地の諸民族の間では，それぞれの歴史や生活の中
で独自の音楽文化が育まれ，伝承されています。人々は歌
や音楽によって，さまざまな内容を表現してきました。何
を表現しているのか，どのような楽器や演奏形態を用いて
いるのかなど，それぞれの背景を理解して世界各地の音楽
表現の違いを感じ取りましょう。

　西アフリカには，一族の歴史や系譜を紙に書いて伝えるのではなく，音楽にのせ
て語り伝える「グリオ」と呼ばれる専門の語り部

べ

がいます。彼らを金銭的，物質的に
支援するパトロンには，王族だけでなく政治家や大商人もおり，グリオたちは彼ら
をほめたたえる歌も歌います。
　『クンブ ソラ』は，裕福な商人クンブ·ソラが，グリオを招いて盛大なパーティー
を開いてくれたことを賞賛する歌です。
　軽快な歌と伴奏楽器コラの音色の組み合わせに注目して聴きましょう。

コラの演奏

クンブ ソラ

　コラは，グリオだけに演奏が許された特別な楽器です。
ヒョウタンと牛などの皮で作られた胴と長い棹

さお
をもち，

21本の弦が，直立する駒の左右の刻みを通って胴に対し
て垂直に２列に並んでいます。奏者側に弦を向け，両手の
親指と人さし指で弦をはじいて演奏します。

グリオの楽器「コラ」

＊チャランゴ：複弦５コースの小型の弦楽器。胴は，今日で
は木をくりぬいたものが一般的だが，アルマジロの甲羅で
作られているものもある。

　 『ウラ ノ ヴィオ』は「太陽が昇る」という意味で，「フラ カヒコ」で歌われる曲です。フラは，太平洋ポリネシア
のハワイ諸島に伝わる踊りで，歌と打楽器のリズムに合わせて踊られます。歌の内容は，ハワイ諸島の創世神話，
神や王族，自然の美しさをたたえるもの，人々の繁栄を願うものなどさまざまです。踊り手は，リズムに合わせて
ステップを踏み，上半身で歌詞の内容を具体的に表現します。
　打楽器やステップのリズム，神聖な歌からフラの雰囲気を感じ取りましょう。

＊フラ カヒコ：フラの中でも，古典的
な様式で踊られる踊り。「カヒコ」とは
ハワイ語で「古い」という意味。
伴奏には，イプ ヘケ（写真左）などの
打楽器を使い，踊り手自身がハワイ語
でオリ（祈りの歌）を歌うことも重要と
されている。

●歌詞の大意
もしもあなたの両親が私を嫌うとしたら　それは私のせいでしょう
風に吹かれた葦

あし
が何の音も奏

かな
でないとしたら　それはあなたがいないからでしょう

あなたが帰ってくるとみんな言っています　そうきっとあなたは帰ってくるのでしょう
湖へと流れる川のように
あなたと私と　チューニョの花が咲く頃に

ハワイ諸島

セネガル

アンデス地方

カレワラの調べ

　北欧フィンランドで愛されてきた叙事詩『カレワラ』は，19世紀前半に
医師で民俗学者でもあったエリアス·リョンロートが，民間に伝わる詩歌
を採録して１つの物語にまとめたもので，全50章で構成されています。
　フィンランドの人々が大切にしてきた楽器カンテレは，『カレワラ』の中で，
主人公の一人であるワイナモイネンが創造した重要な楽器として描かれて
います。　フィンランドの人々は，『カレワラ』の物語をカンテレの伴奏で歌っ
たり，『カレワラ』の旋律として伝えられてきたメロディーをカンテレで演
奏したりします。今日使われているカンテレは，台形の箱に鉄の弦が張ら
れており，膝の上にのせて演奏します。
　ここで聴くカンテレの伴奏による曲では，英雄ワイナモイネンがカンテ
レを演奏している場面が歌われています。
　北欧で愛されてきた音楽を聴いて，声や楽器の音色の特徴を感じ取りま
しょう。

　

　フィンランド出身の作曲家シベリウスは『カレワラ』を
題材にして合唱付きの交響曲『クッレルヴォ』や交響詩『ポ
ホヨラの娘』などの作品を残しています。

シベリウスと『カレワラ』

フィンランド

●歌詞の大意
太陽の赤色の光がイリマの花を
咲かせます
ノヒリではジンジャーの花の間
を川が流れています
あなたはハナレイに降る激しい
雨を見ました
ホッオヒエの森深くには緑が深
く茂っています
物語を語り終わりました
この歌を偉大な王カモハッイに
捧
ささ
げます

他にフォルクローレとして
有名な曲に，『コンドルは
飛んで行く』があるね。

カンテレは透き通った
感じの音がするね。

ワイナモイネンの奏でるカンテレの音に，
人間だけでなく動物たちも聴き入った。

メリー モナーク フラフェスティバルでの
「フラ カヒコ」の様子

アンデス地方

フィンランド

セネガル

ハワイ諸島
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文楽『一谷 軍記』
１年生の長唄に続き，２年生では文楽の
義太夫節を鑑賞し，声や発声などによる
表現の違いを感じ取ります。

詞章を手がかりに聴き
どころを確認。

目で見る鑑賞
迫力満点の人形たちの写真から，
舞台の様子や雰囲気をイメージし
ます。

太夫の語りと三味線の特徴
をよく聴いて…

鑑賞から表現への展開

（教科書P.50・51)

（教科書P.58〜61)

さまざまな国や地域の歌と楽器
による音楽を聴き比べ，それぞ
れの特徴を感じ取ります。



義
太
夫
節
を
語
ろ
う

　下に示した文字譜は，50〜51ページで鑑賞した《組討の段》
の一部分です。
　模範演奏をよく聴き， のポイント や文字譜に示した赤字の
注意などを参考にしながら，聴き手に場面の様子が伝わるよう
に，心を込めて語りましょう。

かかりけるところにうしろよりくまがえのじろうなおざね
かかりけるところにうしろよりくまがえのじろうなおざね

おおいおおい
とこえをかけこまをはやめておっかけきたアアアアアアリ

とこえをかけこまをはやめて

かかりけるところにうしろよりくまがえのじろうなおざね
かかりけるところにうしろよりくまがえのじろうなおざね

おおいおおい
とこえをかけこまをはやめておっかけきたアアアアアアリ

とこえをかけこまをはやめて

かかりけるところにうしろよりくまがえのじろうなおざね
かかりけるところにうしろよりくまがえのじろうなおざね

おおいおおい
とこえをかけこまをはやめておっかけきたアアアアアアリ

とこえをかけこまをはやめて

追いかけている感じを出すために
緊迫感をもって

軍
ぐん
扇
せん
を掲げる直実
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『一
い ち の

谷
た に

軍
ぐ ん

記
き

』《組
く み

討
う ち

の段》から
声の音色や節回しなどの特徴を感じ取り，心を込めて語ろう

謡
うたい

風に語る「謡ガカリ」の部分

語るときの姿勢

のポイント歌唱 ４

並
なみ

木
き

宗
そう

輔
すけ

作

監修：豊竹呂勢太夫

直実の声がだんだん近づいてくるイメージで

・語り方や詞章は太夫によって違いがあり，これはその一例である。
＊産
うみ
字
じ
：音の高さを変化させながら，長く延ばして語る母音のこと。

かカ

カゝ

りリ

け
る
と
こ
ろ
に

後
ウ
シ
ロ

よ
り
、
熊ク

マ

谷
ガ
エ
ノ

次ジ

郎ロ
オ

直ナ
オ

実ザ
ネ

。「
ヲオ

オヽ

イイ

　ヲ
ヽ
イ
」

と
声コ

エ

を
か
け
駒コ

マ

を
早ハ

ヤ

め

て
追オ

っ
か
け
来キ

タ

り
、

（メモ）

（メモ）

（メモ）

産字による表現

●声の音色や節回しの特徴など，気付いたことをメモしましょう。

詞し

章し
ょ
う

ふ  た  ば

※
フ
リ
ガ
ナ
は
、
実
際
に
語
る
と

き
の
発
音
を
表
記
し
て
い
る
。

義太夫節を語るときには
・背

せ

筋
すじ

を伸ばし，肩の力を抜いて
正座をしましょう。

・	おなかの底から息を出すような
感じで声を出しましょう。

日
本
の
伝
統
音
楽

太
た

夫
ゆ う

と三
し ゃ

味
み

線
せ ん

　義
ぎ

太
だ

夫
ゆう

節
ぶし

は通常，太夫１人，三味線弾き１人で
演奏します。
　文

ぶん

楽
らく

の舞台で，義太夫節を演奏する場所を「床
ゆか

」
といいます。床には「盆

ぼん

」が設けられており，出番
になると盆がぐるりと回転して，太夫と三味線弾
きが登場します（下の「文楽の舞台」を参照）。

太夫：豊
とよ

竹
たけ

呂
ろ

勢
せ

太
た

夫
ゆう

　三味線：鶴
つる

澤
ざわ

藤
とう

蔵
ぞう

太夫が語るときの姿勢

床本：赤字は「朱
しゅ
」といい，語り方を示す記号

　　　などが記されている。

（左から）腹帯，尻引き，オトシ
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《熊
く ま

谷
が い

陣
じ ん

屋
や

の段》
　三段目《熊谷陣屋の段》では，熊

くま

谷
がいの

次
じ

郎
ろう

直
なお

実
ざね

が須磨の
浜辺で討ち果たしたのは平

たいらの

敦
あつ

盛
もり

ではなく，直実の息子
小
こ

次
じ

郎
ろう

だった，という『平家物語』を離れた義太夫節オ
リジナルの物語が展開される。直実は主君源

みなもとの

義
よし

経
つね

の命
めい

により，後
ご

白
しら

河
かわ

院
いん

の落
らく

胤
いん

である敦盛を救うために，我

文楽の舞台

本
ほん

手
て

摺
すり

背景 屋
や

体
たい

床　　     盆
二の手摺
一の手摺

御
み

簾
す

内
うち

が子を身替わりにしたのだった。
　『一

いちの

谷
たに

嫰
ふたば

軍
ぐん

記
き

』は文楽で初演後，翌年（1752年）には
歌舞伎でも上演された。中でも《熊谷陣屋の段》は人気
が高く，文楽，歌舞伎双方で代表作の一つとなっている。

　太夫は，聴き手に物語を伝えるためにさまざまな語り口を用いて，登場人物のせ
・

り
・
ふ
・
，場面の情景や物語の背景，人物の心理などを描写した文章を1人で語ります。

　語る際には，下腹部に力を込めて発声ができるよう，下
した

腹
はら

に「腹
はら

帯
おび

」を巻いて「オトシ」
という砂や小豆の入ったおもりをすえます。そして「尻

しり

引
ひ

き」という小さな台をお尻
に当てて，右のイラストのように爪

つま

先
さき

立ちをして座ります。
　義太夫節の太夫は，房の付いた漆

うるし

塗りの「見
けん

台
だい

」の上に，「床
ゆか

本
ほん

」という台本を置い
て語ります。

●太夫

　三味線弾きは，太夫との呼吸や間
ま

を大切にしながら，語りをリードしたり補った
りして，一音一音に心を込めて物語の世界を表現します。
　義太夫節では，太夫の重厚な語りに負けないように，棹

さお

が太くて胴が大きい「太
ふと

棹
ざお

」という種類の三味線を用います。音が低く，豊かな響きと余韻が特徴です。

●三味線

上か
み
手て

小こ

幕ま
く

日
本
の
伝
統
音
楽

夢
む

幻
げ ん

能
の う

あらすじ

＊ワキ：シテの相手役。
＊前シテ，後シテ：前シテは前

まえ
場
ば
の主役，後シテは後

のち
場
ば
の主役。

　能の演目には，神や鬼，人物の亡霊などが主人公となる「夢
幻能」と，現実に生きる人物が主人公となる「現在能」があり，
『敦盛』は夢幻能による作品である。夢幻能は世阿弥（1363？
～1443？）が確立した能独特の形式で，多くの場合，旅の僧
（ワキ）の前に現れた主人公の化身（前シテ）が身の上やその土
地の伝説を語る「前場」と，正体を現した主人公（後シテ）が在
りし日を思い出して語ったり舞を舞ったりする「後場」で構成
される。多くの夢幻能が，シテを中心に物語が展開すること
から，能は「シテ一

いち

人
にん

主義」であるともいわれる。

　蓮生法師（ワキ）が敦盛を弔うために一の谷にやってくると，草
くさ

刈
かり

男
おとこ

（前シテ）が現れ，敦盛の化身であるとほのめかして姿を消し
ます。するとその夜，蓮生の夢の中に敦盛の亡霊（後

のち

シテ）が現れ
ます。平家一門の盛衰を語り，合戦前夜の須

す

磨
ま

の陣
じん

屋
や

での酒宴を
思い出して舞を舞った後，直実に討たれた様子を再現しますが，
最後は蓮生に回

え

向
こう

を頼んで去っていきます。
　右下に示した詞

し

章
しょう

は，義
ぎ

太
だ

夫
ゆう

節
ぶし

《組討の段》に謡
うたい

ガカリとして取
り入れられている謡の一部です。能では，後シテが直実に遭遇す
る様子を回想する場面で謡

うた

われます。 p.51「詞章」

通常８人で編成され，シテの心理や情景などを描写する謡を担当する。

謡とともに演奏するだけでなく，囃子だけで舞や役者が登場するときの音楽な
ども演奏する。打楽器の奏者が演奏の際に掛ける「掛け声」も特徴的である。
※能『敦盛』では太鼓を用いず，笛，小鼓，大鼓の３人で演奏する。

敦盛の亡霊（後シテ）：観
かん
世
ぜ

銕
てつ

之
の

丞
じょう

能

『敦盛』の後シテは，16歳で戦死した敦盛の顔立ちを模したと
される「十六」という面を用いることが多い。
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　能『敦盛』は，文楽『一
いちの
谷
たに
嫰
ふたば
軍
ぐん
記
き
』の《組

くみ
討
うち
の段》と同じく，『平家物語』の「敦盛最

さい
期
ご
」を題材にした作品です。能で

は，平
たいらの
敦盛を討ち果たした熊

くま
谷
がいの
次
じ
郎
ろう
直
なお
実
ざね
の後日談が描かれており，世の無常を感じ出家をして蓮

れん
生
せい
法

（れん
師

しょう）
となっ

た直実が，敦盛の霊を弔うために一の谷を訪れるところから物語が始まります。

能『敦
あ つ

盛
も り

』
『平家物語』を題材にした能を味わおう

世
ぜ
阿
あ
弥
み
作

　室町時代の初め頃に観
かん

阿
あ

弥
み

（1333～1384），
世阿弥親子によって基本的な形が整えられた，
音楽，舞踊，演劇などの要素が融合した歌舞劇。
シテは多くの場合「面

おもて

」を掛けて演じる。能の音
楽は，シテやワキ，地

じ

謡
うたい

が謡う「謡」と，笛，小
こ

鼓
つづみ

，大
おお

鼓
つづみ

，太鼓で編成される「囃
はや

子
し

」で演奏される。

［
シ
テ
］ 

さ
る
程ホ

ド

に

　御ミ

船フ
ネ

を
始ハ

ジ

め
て

［
地
謡
］ 

一イ
チ

門モ
ン

み
な
み
な
船フ

ネ

に
浮ウ

か
め

ば
乗ノ

り
後オ

ク

れ
じ
と

　汀
ミ
ギ
ワ

に
う
ち
寄ヨ

れ
ば

　御ゴ

座ザ

船ブ
ネ

も
兵ヒ

ョ
オ

船セ
ン

も
遥ハ

ル

か
に
延ノ

び
た
まモ

ふオ

　
　※
フ
リ
ガ
ナ
は
、
実
際
に
謡
う
と
き
の

　
　
　発
音
を
表
記
し
て
い
る
。

（
観
世
流
）

詞
章地謡

囃子

世
界
の
諸
民
族
の
音
楽

世
界
の
諸
民
族
の
音
楽
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　紀元前の古代インドで生まれたとされる「ラーマ物語」，
すなわち文武に秀

ひい

でた英雄ラーマ王子を主人公とする冒険
物語は，多くの言語に翻案されて周辺諸国へと広まり，今
日，アジアで最も有名な物語の一つとなっています。中でも，
３世紀頃に，インドの詩人ヴァールミーキがサンスクリッ
ト語で著したとされる『ラーマーヤナ（ラーマ行状伝）』は有
名で，全7編，2万4000詩節からなる大叙事詩です。その
内容は，北インドのコーサラ国の王子ラーマが，弟ラクシュマナや猿の軍神ハヌマトの力を借りて魔王ラーヴァ
ナを倒し，誘拐されていたシーター妃を救い出すというものです。
　アジア諸国では，この「ラーマ物語」に各地の文化や生活習慣と結び付いた新たな息

い

吹
ぶき

が吹き込まれ，歌や音楽，
文学，演劇，舞踊などが融合したさまざまな芸能の形で親しまれ続けています。ここでは，ラーマ王子と魔王
との戦いの場面に着目して，異なる音楽芸能を聴き比べ，それぞれの音楽的特徴を理解しましょう。　

「ラーマ物語」の影響を受けた『西遊記』（中国）

同じ物語を題材とした芸能の特徴を理解しよう

「ラーマ物語」を題材とした芸能
ワヤン クリ

　ワヤン クリは，インドネシアで行われている影絵人形芝居です。「ワヤン」
は影，「クリ」は皮革を意味し，人形は水牛の皮で作られています。
　今日，インドネシアはイスラーム教国ですが，10世紀頃にインドから伝わっ
た「ラーマ物語」は，ヒンドゥー教徒の多いバリ島はもちろん，ジャワ島でも
人気のある物語の一つとして，ワヤン クリ以外の芸能でも盛んに上演され
ています。
　物語は，「ダラン」と呼ばれる男性の語
り手が１人で何体もの人形を操りながら
せ
・

り
・

ふ
・

とト書きを語り分け，夜通し演じ
続けます。青銅の打楽器を中心としたイ
ンドネシア独特の合奏音楽「ガムラン」の
演奏とともに上演されるのが特徴です。

スクリーンの後ろから見たワヤン クリ（ジャワ島）

影絵人形には細かい透かし彫りと彩色が施され，
そのまま見ても楽しめる。

カタカリ

横長の両面太鼓マッダラム（左手前）と円筒形の太鼓チェンダ（左奥）
いちばん右側に立つのは語り手で，小型ゴングや小型シンバルを打
ちながら歌い語る。
踊り手の緑色の化粧は，その人物が英雄であることを示す。

　カタカリは，インド南西部ケーララ州のマラヤーラム語に
よるヒンドゥー教の神話劇です。16～17世紀頃から王族の
庇
ひ

護
ご

の下，ヒンドゥー寺院で男性のみによって上演されてき
ました。「ラーマ物語」も主要なレパートリーの一つです。
　「カタ」は物語，「カリ」は舞踊という意味です。舞台脇に立っ
た語り手たちが，太鼓や小型シンバルなどの打楽器を奏しな
がら歌や語りによって物語を進め，派手な化粧と独特の衣装
を着けた踊り手たちは，無言のまま顔の豊かな表情や手の動
きによって演じます。
　インドでは，「ラーマ物語」はカタカリ以外にもさまざまな
芸能で上演されます。一般にヒンドゥー教徒にとって，ラー
マは神の一人であり，聖典である「ラーマ物語」の上演は，い
ずれも娯楽というより儀礼と見なされています。

インド
インドネシア

中国

京劇西遊記『孫悟空大鬧天宮』の上演

　16世紀の明
みん

の時代に成立した『西遊記』に登場する孫
そん

悟
ご

空
くう

は，「ラーマ物語」の
猿の軍神ハヌマトをモデルにしたといわれており，この『西遊記』に基づく作品『孫
悟空大

だい

鬧
どう

天
てん

宮
ぐう

』が京
ジン

劇
ジュ

でも上演されている。
　京劇は，中国の北

ペ

京
キン

を中心に発達してきた舞踊劇で，約200年の歴史をもつ
とされる。役者は，唱

チャン

（歌），念
ニエン

（せ
・

り
・

ふ
・

），做
ズオ

（しぐさ），打
ダー

（立ち回り）の４つの表
現要素をバランスよくこなし，舞台袖の音楽家たちは役者の動きに合わせて，甲
高い音の単

ダン

皮
ピー

鼓
グー

や拍
パイ

板
バン

，大小のドラ，二
アル

胡
フー

，三
サン

弦
シエン

，笛
ディー

子
ズ

などで合奏する。

コーン

　コーンは，タイ版「ラーマ物語」である『ラーマキエン（ラーマの栄光）』を
演じる仮面舞踊劇で，タイの宮廷で保護されてきました。コーンの語源は
明らかではありませんが，「ラーマ物語」は13世紀後半にはタイへ伝わり，
アユタヤ王朝期（1351～1767）には芸能として成立していたようです。
　ラーマの名はしばしば王名にも付され，現王朝の初代ラーマ１世（1737～
1809）がコーンのために編

へん

纂
さん

した『ラーマキエン』は最高傑作とされています。
　踊り手たちにせ

・
り
・

ふ
・

はなく，仮面や先のとがったかぶり物を着けて踊り，
物語は音楽家たちの歌や語りによって進められます。木琴，ゴング類を中
心とした古典音楽の器楽
合奏「ピーパート」の演奏
とともに上演されるのが
特徴です。

タイ

●シーターの婿選びの場面
　誰も持ち上げられなかったシヴァ神の弓を，ラーマは

軽々と持ち上げ，シーターを妻に迎える。

●ラーマと弟ラクシュマナが魔王ラーヴァナと戦う場面
　ラーマの放つ矢は強力でラーヴァナの首をはねるが，ラー

ヴァナは魔力ですぐに復活してしまう。

細密画に描かれた
「ラーマ物語」

　「ラーマ物語」は，音楽や舞踊劇，文学作品に取り上げられただけではなく，
絵画や遺跡のレリーフなどにも描かれている。17世紀後半に北インドで描
かれた細密画を見てみよう。

インドネシア

インド

タイ

スクリーンの

後ろから見ても
楽しめるね。

男性のみで演じられる
ところや派手な化粧が
歌舞伎と似ているね。

「ピーパート」の演奏

『ラーマキエン』の上演

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽

　ポピュラー音楽は，軽快で親しみやすい響きをもつ音楽として，19世紀末頃に欧米で生まれました。
当初アメリカとイギリスを中心に発展し，瞬

またた
く間に世界各地に広まりました。

　ここでは特に，ジャズとロックの特徴を，リズムなどの特徴に気を付けながら聴きましょう。

　グレン·ミラーの『In the Mood』は，
ハイハットシンバルによるスウィング
のリズムと，「ウォーキングベース」と
呼ばれるベースによる４分音符のリズ
ムパターンにのせてメロディーが演奏
されます。ビッグバンドやソロの華や
かな即興演奏も魅力です。

　20世紀後半は「ロックの時代」と呼ばれることもあります。さまざまな音楽と影響し合いながら，ロック
は21世紀の現在でも高い人気を保ち続けています。
　ロックは，８ビート（　　　　　）と呼ばれる，１小節に８分音符を規則的に刻むリズムパターンを基本と
します。シャウトするヴォーカルや，PA（拡声装置）を使って大音量を出すエレキギターなどの電気楽器が，
ロックの大きな特徴です。

　20世紀前半は「ジャズの時代」といわれることもあります。特に1930年頃に現れたスウィングジャズ
とモダンジャズは，当時一世を風

ふう
靡
び
し，今日でも根強い人気をもっています。

　ジャズのリズムの特徴に，スウィングがあります。スウィングは，　　　　　　のような揺れをもって
演奏されます。このスウィングのリズムに他の楽器のリズムが掛け合うように演奏します。

[タイトル]
Score

●ボン·ジョヴィ Bon Jovi
1984 年にジョン · ボン · ジョヴィ Jon Bon Jovi 

（1962〜  ）がキーボードのデヴィッド·ブライアン 
David Bryan（1962〜  ）とともに結成したロック
バンド。やや哀愁を帯びた美しい旋律がこのバンド
の魅力となっている。1986年発表の3rdアルバム

『ワイルド イン ザ ストリーツ』やシングル『リヴィ
ン オン ア プレイヤー』で世界的に人気を得るよう
になった。ボン·ジョヴィは親日グループとしても
知られ，たびたび来日公演を行っているほか，日本
と縁のある作品も数多く発表している。

●グレン·ミラー Glenn Miller（1904〜1944）
アメリカのジャズミュージシャン（写真左）。トロンボーン
奏者として活躍し，1937年に管楽器群とピアノ，ベース，
ドラムスからなるビッグバンド「グレン·ミラー楽団」を結成。
バンドリーダーとして，アメリカにおけるスウィングジャ
ズを牽

けん
引
いん

する。『イン ザ ムード』『ムーンライト セレナーデ』
の他，バンド用にアレンジした『茶色の小瓶』などが大ヒッ
トした。

　ボン·ジョヴィの『Livin’on a Prayer』
は，典型的なロックバンド編成(エレ
キギター，ベースギター，ドラムス，
キーボード，ヴォーカル)でエネルギッ
シュに演奏されます。右の譜例（サビ
の部分）では，８ビートを刻むベース
と，他のパートとのリズムの絡

から
み合い

のおもしろさが特徴として表れていま
す。

●フランク·シナトラ 
Frank Sinatra 

（1915〜1998）
アメリカのポピュラー歌手。代表
曲に『フライ ミー トゥー ザ ムー
ン』『マイ ウェイ』などがある。

●マイルス·デイヴィス
Miles Davis

（1926〜1991）
アメリカのジャズトランペット奏者。
代表的なアルバムに『カインド オブ 
ブルー』『ビッチェズ ブリュー』などが
ある。

●ジミ·ヘンドリックス
Jimi Hendrix

（1942〜1970）
アメリカのロックギタリス
ト。代表的なアルバムに『エ
レクトリック レディラン
ド』などがある。

●マイケル·ジャクソン
Michael Jackson

（1958〜2009）
アメリカのポップシンガー。代
表曲に『スリラー』『ビリー ジー
ン』などがある。

[タイトル]
Score

＊モダンジャズ：スウィングジャズの流行が下火になった
1940年代初頭に，チャーリー·パーカー Charlie Parker 

（1920〜1955）やディジー· ガレスピー Dizzy Gillespie 
（1917〜1993）らによって生み出された新しいスタイルの
ジャズ。演奏技術や音楽性をより追求し，発展させた。

＊ハイハットシンバル：2枚のシンバルをホルダーに水平に
取り付け，ペダルを踏むことで打ち合わせるようにした楽
器。スティックでたたいて演奏する場合は，ペダル操作に
よってシンバルを閉じた状態と開けた状態の音色を使い分
けることができる。
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ポピュラー音楽
ポピュラー音楽の魅力を感じ取ろう

In the Mood （1939年発表） Glenn Miller

Livin’on a Prayer （1986年発表） Bon Jovi

ジャズ

ロック

11
表現
模範演奏をまねて義太夫節の語りを体験します。

写真の呂勢太夫さんによる
語りを指導用CDに収録！

義太夫節の語りの調子を
分かりやすく示すため，
１年生の長唄と同様，絵
譜を作成しました。

（教科書P.52)

（教科書P.53)

（教科書P.54)

（教科書P.62・63）

さらに，同じ『平家物語』の
「敦盛最期」を題材にした能
を鑑賞し，日本の伝統文化
への理解を深めます。

20世紀のポピュラー音楽を
代表するジャズとロックを取
り上げました。

共通する題材によるアジアの
３つの国の芸能を比較鑑賞し，
音楽的な相違点や共通点から，
その特徴を理解します。



創作 小・中学校や『高校生の音楽 1』で経験した創作を基礎に，
高校生がイメージをもって取り組むことのできる題材を取り上げました。

資料 音楽の授業ではもちろん，クラブ活動などのさまざまな音楽シーン
でも役立つ充実した資料を掲載しました。

創
作

サウンド系のBGM メロディー系のBGM

演劇 映像朗読

28

BGMをつくろう
音素材や音階の特徴を生かして音楽をつくろう

＊BGM：バックグラウンド ミュージック（背景に流れる音楽）のこと。

　朗読，演劇，映像などに，場面の雰囲気に合ったBGMをつくって付けてみましょう。

ここではBGMを大きく２つのタイプに分けて考えてみましょう。

打楽器などの音素材を中心に，短い“音の
まとまり”（ここでは「サウンド ピース」と
呼ぶ）を反復しながら音楽をつくる方法。

オリジナルのメロディーをつくり，
それを自分たちで演奏できる楽曲に
仕上げる方法。

ココと
…

ココに…

BGMを付ける対象を選ぶ

BGMを付ける場面を選ぶ

付けるBGMのタイプを選ぶ

準備 1

準備 2

準備 3

BGMは多すぎるとかえって
効果が薄くなることがある
ので気を付けよう。

私たちのグループ
は，『走れメロス』の
朗読にBGMを付け
ることにしました。

創
作

サウンド系のBGMをつくる

メロディー系のBGMをつくる ①

29

　
愛
す
る
友
は
、
お
ま
え
を
信
じ
た
ば
か
り
に
、
や
が
て
殺
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
お
ま
え
は
、
稀き

代た
い

の
不
信
の
人
間
、
ま
さ

し
く
王
の
思
う
壺つ
ぼ

だ
ぞ
、
と
自
分
を
叱
っ
て
み
る
の
だ
が
、
全

身
萎な

え
て
、
も
は
や
芋い
も

虫む
し

ほ
ど
に
も
前
進
か
な
わ
ぬ
。
路
傍
の

草
原
に
ご
ろ
り
と
寝
こ
ろ
が
っ
た
。
身
体
疲
労
す
れ
ば
、
精
神
も

共
に
や
ら
れ
る
。
も
う
、
ど
う
で
も
い
い
と
い
う
、
勇
者
に
不
似

合
い
な
不ふ

貞て

腐く
さ

れ
た
根
性
が
、
心
の
隅
に
巣す

喰く

っ
た
。

（
太
宰 

治『
走
れ
メ
ロ
ス
』か
ら
）

場面の雰囲気に合いそうな音素材を選ぶStep 1

打楽器 身の回りの物 体

●太
だ

宰
ざい

 治
おさむ

(1909〜1948)は，昭和時代の小説家。井
い

伏
ぶせ

鱒
ます

二
じ

に師事し，戦後は「無
ぶ

頼
らい

派
は

」を代表する作家として活躍した。
　主な作品に，『走れメロス』『斜陽』『人間失格』などがある。

選んだ音素材を用いて，「サウンド ピース」をつくるStep 2

▶先を急ぐ気持ち ▶時間の経過を暗示する音

▶「もう，どうでもいい」という心

▶重度の疲労

クラベス

大太鼓

トライアングル

シンバル

▶疲労（波のように押し寄せる）

▶睡魔

マレットの柄のほうで打つ

　
メ
ロ
ス
は
腕
に
唸う
な

り
を
つ
け
て
セ
リ
ヌ
ン
テ
ィ
ウ
ス
の
頰
を
殴
っ
た
。

「
あ
り
が
と
う
、
友
よ
」二
人
同
時
に
言
い
、
ひ
し
と
抱
き
合
い
、
そ
れ
か
ら

嬉う
れ

し
泣
き
に
お
い
お
い
声
を
放
っ
て
泣
い
た
。

　
群
衆
の
中
か
ら
も
、
歔き
ょ

欷き

の
声
が
聞き
こ

え
た
。
暴
君
デ
ィ
オ
ニ
ス
は
、
群
衆

の
背
後
か
ら
二
人
の
様
を
、
ま
じ
ま
じ
と
見
つ
め
て
い
た
が
、
や
が
て
静
か

に
二
人
に
近
づ
き
、
顔
を
あ
か
ら
め
て
、
こ
う
言
っ
た
。

「
お
ま
え
ら
の
望
み
は
叶か
な

っ
た
ぞ
。
お
ま
え
ら
は
、
わ
し
の
心
に
勝
っ
た
の
だ
。

信
実
と
は
、
決
し
て
空
虚
な
妄
想
で
は
な
か
っ
た
。
ど
う
か
、
わ
し
を
も
仲

間
に
入
れ
て
く
れ
ま
い
か
。」

（
太
宰 

治『
走
れ
メ
ロ
ス
』か
ら
）

場面の雰囲気に合いそうな音階を選ぶStep 1

長調の音階

日本の音階

短調の音階

選んだ音階の中で，音の動きを何通りかイメージしてみるStep ２
ハ長調の音階による例

連続して上行
下行して少し上行

大き
く跳
躍 小さく上行 連続して下行

例1

例

例2

など

主人公が身体の疲労に
負けて，くじけそう
になる様子を表現し
たいと思います。

109ページを参照しながら，
それぞれの音階を実際に演奏
して，感じの違いを味わおう。

友情を高らかにたたえる
ような様子を表現して，
テーマ曲としても使いた
いと思います。

創
作

創
作

イメージした音の動きを基にして，拍子やテンポを工夫して
何通りかのメロディーをつくってみる 「メロディー系のBGMをつくる①」でつくった曲を

編曲して，自分たちで演奏できる楽曲に仕上げる
Step 1

友情〜『走れメロス』のテーマ〜
音のまとまりを素直に生かすと……

大きく波打つような雰囲気にすると……

より明るい感じになるようにリズムを工夫すると……

キーボード①
（ブラスの音色）

キーボード②
（ブラスの音色）

キーボード③
（ストリングスの音色）

キーボード④
（ベースの音色）

もう１つのパートを加えてみる

Step 3

a

a

b

b

Step 4

実際に演奏して発表し合い，
互いに意見を交換しよう。

●何度も演奏しながら仕上げていきましょう。
●楽譜に書いたり録音したりして記録しましょう。

Let’s Play !

メロディー系のBGMをつくる ②

例3

例4

例5

例6

例7

30 31

変奏について 下の例のようなさまざまな方法を用いて，元のメロディーを変化させることを「変奏」といいます。

元のメロディー

変奏の例①

変奏の例②

変奏の例③

長調のメロディーを短調に変える

のメロディーを に変えて，テンポを遅くする

元のメロディーにない音を加えたり，リズムを変化させたりする

「サウンド ピース」の組み合わせ方や反復の仕方などを工夫してBGMをつくるStep 3

A B愛する友は，おまえを信じたばかりに…… 路傍の草原にごろりと寝ころがった。……

休み（先を急ぐ気持ちがなくなる）

（A に比べて時の
　流れがゆっくりに）

例

例

反復，変化，対照などの

構成を工夫して，まとま

りのあるBGMにしよう。

変奏すると元のメロディーとは

違った雰囲気の音楽になるので，
いろいろな場面に合わせて使う

ことができるようになるね。

キーボード４台で演奏
できるように編曲して

みました。

　　　　　の　　  を基に，
３通りのメロディーを考
えてみました。

　　　　の　　　を基
に音の重なり方を工夫
してみました。

※この段階で完成としてもよい。

※「メロディー系のBGMをつくる①」を省略し，既成の曲を用いて
　この活動だけを行ってもよい。

Step 2 例2

Step 3 例5

A

資
料

資
料

音 符 名　前 長さの割合（　を１拍とした場合） 休 符 名　前
＊全 音 符

付点２分音符

２ 分 音 符

付点４分音符

４ 分 音 符

付点８分音符

８ 分 音 符

16 分 音 符

全 休 符

付点２分休符

２ 分 休 符

付点４分休符

４ 分 休 符

付点８分休符

８ 分 休 符

16 分 休 符

４拍

３拍

２拍

１　拍1
2

１拍

拍３
４

拍１
２

拍１
４

＊全休符は，　以外の拍子でも，１小節間休む場合に用いられる。

大
譜
表

は に ほ へ と い ろ ハ ニ ホ ヘ ト イ ロ ハ ニ ホ ヘ ト イ ロ ハ ニ ホ ヘ ト イ ロ ハ

ひらがな音
カタカナ音

中央ハ

１点音

２点音 ３点音

幹  音 派  生  音

日 本 語

ドイツ語

英 語

ハ　ニ　ホ　ヘ　ト　イ　ロ 嬰
ハ
えい

嬰
ニ

嬰
ホ

嬰
ヘ

嬰
ト

嬰
イ

嬰
ロ

変
ハ

変
ニ

変
ホ

変
ヘ

変
ト

変
イ

変
ロ

C 　 D 　 E 　 F 　 G 　 A　H

C 　 D 　 E 　 F 　 G 　 A　B

Cis Dis Eis Fis Gis Ais His Ces Des Es Fes Ges As B
ツェー デー エー エフ ゲー アー ハー ツィス ディス エイス フィス ギス アイス ヒス ツェス デス エス フェス ゲス アス ベー

C 　 D 　 E 　 F 　 G 　 A　B C 　 D 　 E 　 F 　 G 　 A　B

（シャープ ： 嬰記号）…半音高くする （フラット ： 変記号）…半音低くする
（ダブルフラット ： 重変記号）…全音低くする（ダブルシャープ ： 重嬰記号）…全音高くする

（ナチュラル ： 本位記号）…もとの高さに
※ハ・ニ・ホ・ヘ・ト・イ・ロの代わりに，音名としてド・レ・ミ・ファ・ソ・ラ・シを用いることがある。

拍子の種類

単純拍子

複合拍子

２拍子系 ３拍子系 ４拍子系

…全音 …半音

ハ音を主音とする長音階＝ハ長調の音階

ド レ ミ ファ ソ ラ シ ド

長音階
階名…

主
　音

第
２
音

第
３
音

第
４
音

第
５
音

第
６
音

第
７
音

主
　音

短音階（自然的短音階）

階名…

イ音を主音とする短音階＝イ短調の音階

ラ シ ド レ ミ ファ ソ ラ

主
　音

第
２
音

第
３
音

第
４
音

第
５
音

第
６
音

第
７
音

主
　音

5拍子

7拍子

（例）

●短音階には，自然的短音階の他に和声的短音階と旋律的短音階がある。

和声的短音階（イ短調） 旋律的短音階（イ短調）
〈上行形〉 〈下行形〉

主
　音

主
　音

主
　音

主
　音

主
　音

主
　音

第
７
音

第
６
音

第
６
音

第
７
音

第
７
音

※終止感を強めるために第7音を半音高
くする。この第7音の変化は臨時記号
を用いて書く。

※旋律的短音階の上行形は，第6音と第7音を半音高くする。下行形は，自然的短音
階と同じ音になる。この第6音と第7音の変化は，臨時記号を用いて書く。

ヘ音を出発点として幹音（白い鍵盤の音）を
１オクターヴ並べると，ロ音が長音階から外
れてしまう。

ロ音を半音下げて変ロ音にすると，長音階に
なる。

変ロ音が出てくる度に　を付けるのは大変な
ので，音部記号（　や　など）の右隣に　を
書く。これを「調号」という。

ヘ長調の場合

ド（長音階） レ ミ ファ ソ ラ シ ド

ヘ ト イ ロ ハ ニ ホ ヘ

ヘ ト イ 変
ロ

ハ ニ ホ ヘ

ヘ ト イ 変
ロ

ハ ニ ホ ヘ

ハ長調
ト長調

ニ長調

イ長調

ホ長調

ロ長調

変ト長調／嬰ヘ長調

変ニ長調

変イ長調

変ホ長調

変ロ長調

ヘ長調

（変ハ長調）（嬰ハ長調）

イ短調
ホ短調

ロ短調

嬰ヘ短調

嬰ハ短調
嬰ト短調

変ホ短調
嬰ニ短調

変ロ短調
ヘ短調

ハ短調

ト短調

ニ短調

（嬰イ短調） （変イ短調）
調号のいちばん右の　の音がファになる。 調号のいちばん右の　の音がシになる。

長調（ドが主音）→変ホ長調
短調（ラが主音）→ハ短調

長調（ドが主音）→イ長調
短調（ラが主音）→嬰ヘ短調

= =

　系の調の場合 　系の調の場合

108 109

※５拍子，７拍子など，混合拍子と呼ばれる
ものもある。

拍子記号は，1拍に数える音符の種類を分母に，1小節内の拍の数を分子に表記する。

ハ・ニ・ホ・ヘ・ト・イ・ロの7つ
の音を幹音といい，変化記号（ ・
・ ・  ）が付けられた音を派生音

という。

上のAとBは，鍵盤上では同じ音で
あるが音名が違う。変化記号が付け
られた音は，派生音となる。

A B

短音階には，自然的短音階の他に和声的短音階と旋律的短音階がある。

…全音 …半音

全音と半音の見分け方

隣り合った白鍵と黒鍵，黒鍵を挟まず
に隣り合った白鍵どうしを半音と呼ぶ。
半音２つ分を，全音と呼ぶ。

楽典

※ハ・ニ・ホ・ヘ・ト・イ・ロの代わりに，音名としてド・レ・ミ・ファ・ソ・ラ・シを用いることがある。

ハ 嬰ロ

＊全休符は， 　以外の拍子でも，１小節間休む場合に用いられる。

２分音符や４分音符な
どを３等分してつくら
れる一群の音符を３連
符という。

2分音符

4分音符

3等分
すると

3等分
すると

※終止感を強めるために第7音を半音高くする。
この第7音の変化は臨時記号を用いて書く。

※旋律的短音階の上行形は，第6音と第7音を半音高くする。下行形は，自然的短
音階と同じ音になる。この第6音と第7音の変化は，臨時記号を用いて書く。

ヘ音を出発点として幹音（白い鍵盤の音）を１オクターヴ並べると，
ロ音が長音階から外れてしまう。

ロ音を半音下げて変ロ音にすると，長音階になる。

変ロ音が出てくる度に　を付けるのは大変なので，音部記号（　や　など）の
右隣に　を書く。これを「調号」という。

付点はもとになってい
る音符や休符の半分の
長 さ に あ た る。し た
がって，点の付いた音
符や休符の長さは，も
とになっている音符・
休符の1.5倍になる。

付点

付点音符 付点休符

調号のいちばん右の　や　がどの高さにあるかによって，
調を見分けることができる。

※日本の音階の理論にはいくつかの種類があり，ここに示したのはその一例である。

民謡音階都
みやこ

節
ぶし

音階 律
りつ

音階 沖縄音階
（全てニ音から始めた場合）■の部分の音が音階によって異なっている。

箏
そう

曲
きょく

や三
しゃ

味
み

線
せん

音楽など，江戸時代に
発展した音楽の基本となる音階

雅
が

楽
がく

など，古代中国から伝来し
た音楽の基本となる音階

民謡やわらべ歌でよく使われる
音階

沖縄地方の伝統音楽や民謡でよく
使われる音階

 …長調の主音
  …短調の主音

調の見分け方

大譜表と音名

音符と休符

長音階と短音階

日本の音階

調
●調号 （ヘ長調を例とした場合）

●調号と主音

拍子 文
学
な
ど

そ
の
他

世
界
の
出
来
事

西
洋
音
楽
の
流
れ

日
本
音
楽
の
流
れ

日
本
の
出
来
事

古代 中世 ルネサンス バロック 古典派

古墳 飛鳥 奈良 平安 鎌倉 室町 江戸

1600 1700 1800500 600 700 800 900 1000 1100 1200 1300 1400 1500 （1850）

美
術

建
築
な
ど

安土・桃山

音
楽
史
年
表

ロマン派

音楽史年表

●538/52？  仏教の伝来
●593  聖徳太子が摂政になる

●645  大化の改新
●710  平城京遷都

●794  平安京遷都
●894  遣唐使の廃止

●1016  藤原道長が摂政になる
●1086  白河上皇の院政開始

●1156  保元の乱，平治の乱（59） 
●1192  源頼朝が征夷大将軍になる 

●1221  承久の乱

●1338  足利尊氏が征夷大将軍になる

●1467  応仁の乱（～77） 

●1549  キリスト教の伝来
●1590  豊臣秀吉の全国統一

●1603  徳川家康が征夷大将軍になる
●1641  鎖国体制固まる

●1716  享保の改革（～45）
●1772  田沼意次が老中になる

●1787  寛政の改革（～93）
●1841
　天保の改革
　（～43）

●752  東大寺大仏開眼会

せい  い

じょうきゅう

おきつぐ

●1392  南北朝の合一
せっしょう

ほうげん

たかうじ

てん ぽう

法隆寺玉虫厨子
法隆寺金堂

古事記／日本書紀
万葉集

正倉院宝物
唐招提寺金堂

古今和歌集／枕草子（清少納言）
和漢朗詠集／源氏物語（紫式部）

高野山聖衆来迎図／平等院鳳凰堂
醍醐寺五重塔

新古今和歌集／方丈記（鴨長明）
平家物語／徒然草（兼好法師）

東大寺金剛力士像（運慶他）
円覚寺舎利殿

太平記／風姿花伝（世阿弥）
御伽草子／閑吟集

ふう  し    か  でん

お  とぎぞう し かんぎんしゅう

ほうもつ

とうしょうだい   じ

こう   や    さんしょうじゅらい ごう  ず

だい  ご     じ     ごじゅうのとう えん がく    じ   しゃ    り   でん
四季山水図（雪舟）
鹿苑寺金閣／慈照寺銀閣

さんすい らくちゅうらくがい  ず びょうぶ か  のうえいとく

洛中洛外図屏風（狩野永徳）
姫路城

南蛮文化／茶道／華道

好色一代男（井原西鶴）／奥の細道（松尾芭蕉）
平家女護島（近松門左衛門）

にょごのしま

紅白梅図屏風（尾形光琳）
見返り美人図（菱川師宣）

ひしかわもろのぶ

儒学や諸学問の発達

蕪村七部集（与謝蕪村）／雨月物語（上田秋成）
仮名手本忠臣蔵（二世竹田出雲他）

ぶ  そん

か   な   で  ほんちゅうしんぐら

五常（鈴木春信）
雪松図屏風（円山応挙）

ご じょう

まるやまおうきょ

蘭学や国学の発達
藩校や私塾などの増加

なんそうさと み  はっけんでん

南総里見八犬伝（曲亭馬琴）
東海道四谷怪談（鶴屋南北）

富嶽三十六景（葛飾北斎）
ふ がく

大日本沿海輿地全図（伊能忠敬）
よ  ち

鎌倉仏教の成立

ろくおん じ じ しょう じ

元禄文化飛鳥文化 国風文化 鎌倉文化 室町文化 桃山文化 宝暦・天明期の文化 化政文化天平文化
う げつまくらのそう  し　     せいしょう  な   ごん かものちょうめい

つれづれぐさ

さいかく ばしょう よ   さ    ぶ  そん あきなり

よつ や

ば  きん

たまむしのず   し ほう おうどう

枯山水の庭園

こうりん
かつしかほくさい

かれさんすい ただたか

むらさきしき  ぶ けんこうほう し

うんけい せっしゅう

ちかまつもん   ざ    え   もん

らんがく

貴族社会の音楽の興隆 武家社会の音楽の興隆

◉日本固有の歌舞が行われていた
◉中国や朝鮮半島などから
　さまざまな音楽が伝来する

◉大宝令（701）により宮廷の音楽をつかさどる雅楽寮が設置される
◉東大寺大仏開眼会（752）で日本古来の音楽，渡来楽舞，散楽，声明などが披露される

◉渡来楽舞の国風化，唐楽（左舞）と高麗楽（右舞）に大別される

◉貴族文化の中から管絃，催馬楽，朗詠が生まれる

◉田楽，猿楽，今様が流行する

◉平家（平家琵琶・平曲）が生まれる
◉観阿弥，世阿弥が能の基本的な
　形を整える

◉修行としての尺八が
　演奏されるようになる

たいほうりょう うたまいのつかさ

かいげん え

さい  ば   ら ろうえい

でんがく さるがく いまよう

かん  あ   み ぜ   あ    み

文化の変革期 町人社会の音楽の興隆

◉三味線の伝来，琵琶の影響でさまざまな改良がなされる

◉賢順が筑紫箏を大成する
けんじゅん つく  し    ごと

◉さまざまな人形浄瑠璃が流行する
じょう    る           り

◉出雲のお国によるかぶき踊が流行する
◉能が幕府の式楽になる（1618）

◉八橋検校が箏曲の基礎をつくる
やつはしけんぎょう そうきょく

◉成人男性による野郎歌舞伎が生まれる
や  ろう

◉竹本義太夫が義太夫節による人形浄瑠璃を始める
ぎ   だ  ゆう

◉歌舞伎から市川団十郎や坂田藤十郎などの
　名優が登場する

だんじゅうろう とうじゅうろう

◉生田検校らによって生田流箏曲が興隆する
いく  た けんぎょう

◉義太夫節による人形浄瑠璃の演目が歌舞伎でも上演されるようになる
◉玉城朝薫が組踊を始める（1719）

たまぐすくちょうくん くみおどり

◉初世黒沢琴古が琴古流尺八の基礎をつくる
くろさわきん こ

◉山田検校が山田流箏曲を始める

◉歌舞伎で，立役（男性の役を演じる
　俳優）も舞踊を踊るようになる

おどり

日本音楽の源流 アジア大陸音楽の輸入と消化

さんがく
しきがく

かんげん

しょうみょう

とうがく こ   ま  がく

び　わ

いずも

しゃ  み  せん

しゃくはち

たけもと

いちかわ さか  た

やま  だ けんぎょう

へいきょく

●375頃  ゲルマン人の大移動
●395  ローマ帝国東西に分裂

●481  フランク王国建国

●教皇グレゴリウス１世
　（在位590～604）

●800  カール大帝戴冠
　西ローマ帝国の復活

●962  神聖ローマ帝国成立

●スコラ学が始まる

●1054  東方教会と西方教会の分離
●1088  ボローニャ大学設立
●1096  第１回十字軍

●1241  ワールシュタットの戦い
●1309  教皇のバビロン捕囚（～77）

●1339  英仏百年戦争（～1453）
●1348  ペストの流行

●1453  オスマン軍コンスタン
　ティノープルを占領
　ビザンツ帝国滅亡

●1363  ブルゴーニュ公国の最盛期（～1477）

●1455  バラ戦争（～85）

●1534  イギリスの国教会成立
●1545  トリエント公会議（～63）

●1555  アウクスブルクの和議
●1562  ユグノー戦争（～98）

●1609  オランダ事実上独立（48 国際的に承認）
●1598  ナントの王令

●1618  ドイツ三十年戦争（～48）
●1640  イギリス革命（～60）
●ルイ14 世（在位 1643～1715）

●1701  スペイン継承戦争（～13）
●1707  大ブリテン王国成立

●ルイ15 世（在位 1715～74）
●1740  オーストリア継承戦争（～48）

●1756  七年戦争（～63）
●1776  アメリカ独立宣言

●1789  フランス革命
　（～99）

●イギリスで産業革命

●1804  ナポレオン即位

●1814  パリ陥落
　ウィーン会議

●1830
　七月革命

●1834
　ドイツ
　関税同盟
　発足

●1517  ルターの
　九十五カ条の
　論題

●シェークスピア（1564～1616）

中
世
の
教
会
音
楽

◆単旋律聖歌

ガリア聖歌（フランス）
モサラベ聖歌（スペイン）
アンブロジオ聖歌（イタリア）

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

各
地
の
聖
歌
｛

◆教会旋法

グレゴリオ聖歌の編纂
9～10c にかけて，各地の
聖歌を整理統合

◆単旋律から多声音楽（ポリフォニー）
オルガヌム

アルス アンティクア
ノートルダム楽派
モードリズム（６種類の
リズムパターン）の使用
３～４声のオルガヌム

世
俗
音
楽

トルバドゥール（12～13c，南フランス）
トルヴェール（12c 後半～13c 末，北フランス）
ミンネゼンガー（12c 末～14c 初め，ドイツ）
マイスタージンガー（14～17c，ドイツ）

アルス ノヴァ
自由なリズムと
豊かな響き

トレチェント
イタリアの
14 世紀の音楽
旋律表現の方法
に関心

ブルゴーニュ楽派
ブルゴーニュ公国

（首都ディジョン）
の宮廷で活躍し
た音楽家

◆黒符定量記譜法に代わり
　白符定量記譜法が用いら
　れるようになる

フランドル楽派
フランドル地方

（現在の北フラン
スから南オラン
ダの地域）出身の
音楽家
４声部の均整の
とれた模倣ポリ
フォニー

◆宗教改革以降の教会音楽
ドイツ：コラール，カンタータ
イギリス：アンセム

◆16 世紀後半の教会音楽
パレストリーナの作品が
教会音楽の理想と見なさ
れる
聴き取りやすい歌詞，清
澄で優美な響きが特徴

◆16 世紀後半の世俗音楽
マドリガーレ（イタリアの
世俗声楽曲）の流行
16c 末には，英訳されイ
ギリスでマドリガルとして
流行

◆オペラの誕生とその主要都市
フィレンツェ
　→ヴェネツィア
　→ナポリ

モノディー様式
独唱を通奏低音で伴奏する声楽曲

◆長調と短調の確立

パリ宮廷のオペラ　リュリとラモーらの活躍

さ
ま
ざ
ま
な
器
楽

教会ソナタ
室内ソナタ
コンチェルト グロッソ
ソロ コンチェルト
組曲，変奏曲，フーガ

（コレッリ，ヴィヴァルディの器楽曲）

◆フォルテピアノの開発（1700 頃）
◆ブフォン論争（1752～54）
◆ピアノ ソナタ，交響曲の発達

前古典派
ベルリン楽派，ギャラント様式（華麗に装飾された旋律に，簡素な和音伴奏が付けられた様式）
マンハイム楽派による交響曲の発達

ウィーン古典派
ハイドン
　モーツァルト『２台のピアノのためのソナタ
　　ベートーヴェン

ヴィルトゥオーソの活躍
ショパン，リストの
コンサート
パガニーニの演奏

リートの隆盛
シューベルト，
シューマンの歌曲

バッハとヘンデルの活躍

へんさん

◆３声のシャンソン
（フランス語の歌詞による世俗歌曲の
総称。恋愛を題材とした歌詞が多
く，15～16cにかけて多声のシャン
ソンとして発展）

せい

ちょう

J.S.バッハ『ブランデンブルク協奏曲』（1721以前に作曲）

 ニ長調』（1781）

114 115

資
料 資

料

⓳ピアノ
（piano／pianoforte） ハ

❶ピッコロ（piccolo）

❷フルート（flute）

❸オーボエ（oboe）

❹イングリッシュホルン（English horn）

❺クラリネット（clarinet）

❻バスクラリネット（bass clarinet）

❼ファゴット（bassoon／fagotto）

❽コントラファゴット（contrabassoon／contrafagotto）

❾ホルン（horn）

�トランペット（trumpet）

⓫トロンボーン（trombone）

⓬チューバ（tuba）

⓭ティンパニ（timpani）

⓮ハープ（harp）

⓯ヴァイオリン（violin）

⓰ヴィオラ（viola）

⓱チェロ（violoncello）

⓲コントラバス（double bass／contrabasso）
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　オーケストラは，木管楽器群，金管楽器群，打楽器群，弦楽器群からなる大合奏です。
楽曲によっては，ハープや鍵盤楽器が加わることもあります。また，使われる楽器や各パートの人数なども
曲によって異なります。

❶ ❷ ❸ ❹

❺❻ ❼ ❽
❾

� ⓫ ⓬

⓭

⓮

⓯

⓯
⓰

⓱ ⓲

⓳

　オーケストラの楽器の
配置にはいろいろな方法
があり，右図に示したの
は，現在一般的にみられ
る配置の一例です。楽器
群ごとにまとめると，音
色が溶け合いやすくなっ
たり，まとまった演奏が
しやすくなったりします。

（第１ヴァイオリン）

（第２ヴァイオリン）

Picc. Fl. Ob. E-hrn.

Cl.B-Cl. Fg. C-fg.

Trp. Trb.

Timp.

Hrn.

Tba.

Hrp.

Pf.

Vl.Ⅰ

指揮者

Va.

Vc.
Cb.

Vl.Ⅱオーケストラ　Orch.
木管楽器群　W.W.
金管楽器群　B.W.
打楽器群　Perc.
弦楽器群　Str.

※楽器ごとに写真の縮尺は異なる。
※欧文表記は英語。併記は英語／イタリア語。

オーケストラの編成

楽器の配置

楽器の音域
　オーケストラに通常用いられる各楽器の音域は，以下のとおりです。クラリネットなどの移調楽器については，
実音を示しています。

12

（教科書P.28・29)

（教科書P.30・31)

BGMをつくるという題材で，場面の
雰囲気に合う音楽をイメージし，思い
や意図をもってつくることができます。

（教科書P.108～113)

（教科書P.114〜117) （教科書P.107)

音符，記号，用語，音階，和音，
コードネームなど各種の事項を
6ページにまとめました。楽譜
に関することを，生徒自身で調
べることができます。

オーケストラで一般的にみら
れる楽器の配置例やそれぞれ
の音域をまとめています。

巻末の年表では，楽しいイラストと
ともに，古代から現代までの西洋音
楽と日本音楽の流れを並行して概観
することができます。

楽典

音楽史年表

オーケストラの編成

サウンド系とメロディー系の２
つのタイプについて，それぞれ
詳しい手順を掲載しました。



検討の観点別にみた特色
観点 教科書の特色

範
囲

●取り扱う内容の範囲は，学習指導要
領の目標及び内容によっているか。

●多様なジャンルから精選された教材によって必要な内容が十分に扱われており，音楽科
の目標を達成するという観点から極めて適切なものとなっている。

程
度

●教材は，生徒の心身の発達段階や能
力の実態に適応しているか。

●歌唱教材においては生徒の心情的な発達段階に応じた楽曲を，器楽教材においては技術
的に平易な楽曲を取り上げている。また，鑑賞教材においては着眼点を明確に示すなど，
生徒の能力の実態に即した適切な内容になっている。

内
容

●教材の選択及び扱いは，学習指導を
進めるうえで適切であるか。

●明確な学習の観点のもと，幅広く変化に富んだ学習活動を行うことのできる教材が用意
されており，生徒が興味 ・ 関心をもって意欲的に学習を進めることができるよう配慮さ
れている。

●基礎的・基本的な内容を学習するう
えで適切であるか。

●教材の内容と関連付けて，基礎的・基本的な内容を学習できるよう，さまざまな参考資
料が収録されている。また，鑑賞においては楽曲の特徴が分かりやすく解説されており，
確実に学習活動を進められるよう配慮されている。

●説明文やイラスト，写真などは，学
習を進めるうえで適切であるか。

●説明文は平易な言葉で書かれており，その配置も工夫されている。
●イラスト， 写真の取り上げ方もアイディアにあふれ，音楽的感覚の育成や知的理解の深化

に配慮されている。

●生徒が興味・関心をもち，主体的，
創造的に学習活動に取り組めるよう
工夫されているか。

●生徒の興味・関心を引き出すための問いかけを「吹きだし」の形で示し，生徒が主体的に
学習活動を進められるよう配慮されている。

●創作の手順を具体的に示し，生徒が創造的に学習活動を進められるよう配慮されている。

●「創作」に関わる学習活動が適切に取
り扱われているか。

●創作活動においては，生徒の能力に応じて進められるよう配慮されている。
●小学校，中学校における「音楽づくり」「創作」の学習内容や，学習指導要領に示された指

導事項を踏まえながら，時間的，能力的に無理なく取り組める教材が，具体的な手順を
踏んで取り上げられている。

●我が国の伝統音楽や音楽文化に対す
る配慮はなされているか。

●歌唱教材においては，古くから歌い継がれている曲を「心の歌」と題して取り上げており，
器楽教材においては楽器の奏法などについて分かりやすく解説している。また，鑑賞教
材においては伝統芸能や郷土の芸能を取り上げており，音楽的側面からだけではなく文
化的側面からも，生涯にわたって我が国の伝統音楽や音楽文化に親しめるよう配慮され
ている。

全
体
の
構
成

●教材は系統的，発展的に組織されて
いるか。

●目次及び本文中に示された学習目標に基づいて，系統的に教材が配置されており，確実
に学習を進められるよう配慮されている。

●小学校，中学校における学習内容と
の系統性，一貫性について配慮され
ているか。

●小学校，中学校の義務教育における音楽科の目標の上に立った内容の教科書となっている。
●歌い継いでいきたい日本の歌が，「心の歌」と題して小学校，中学校から一貫して取り上

げられている。

●各学校や生徒の実態に応じた学習指
導計画を立てるための配慮がなされ
ているか。

●大きく表現領域と鑑賞領域に分かれているため，学習の深化や相互の関連付けを容易に
行うことができ，各学校や生徒の実態に応じた柔軟な学習指導計画を立てられるよう配
慮されている。

●教材の配列は単なる羅列ではなく，
楽曲の性格に即して適切であるか。

●分野ごとに平易な曲を中心として教材が配列されており，学習の理解や深化を図りやす
いよう配慮されている。

●教材の分量は適切であるか。 ●精選された教材が過不足ない分量で扱われており，各学校や生徒の実態に応じて柔軟な
対応ができるよう配慮されている。

記
述

●ユニバーサルデザインへの配慮がな
されているか。

●全体に区別しやすい配色を用いながら，必要に応じて形状や濃度を違えるなど，確実に
識別できるよう配慮されている。

人
権

●人権教育，国際理解，情報，環境など，
社会的及び道徳的教育課題の扱いに
ついては，適切な配慮がなされてい
るか。

●全体を通して，人権教育に対する適切な配慮がなされている。また，歌唱教材や鑑賞教
材においても，諸外国の音楽文化に対する理解を深めることができるよう配慮されている。

●音楽に関する知的財産権について，「音楽の著作権について知ろう」という視点で，分か
りやすく解説されている。

体
裁

●全体の体裁は教科書として適切であ
るか。

●A4変型判で楽譜が見やすく，紙面のレイアウトも統一感があり，教科書として適切なも
のとなっている。

●教科書の内容をイラストで表現した表紙からも高校生に対するメッセージが感じられる
よう工夫されており，音楽に親しみやすい体裁となっている。

●印刷・製本などは適切であるか。 ●カラーページとモノクロページに分かれたすっきりした紙面であるとともに， 楽譜，文字，
イラスト，写真などの印刷の発色もよく，鮮明なものとなっている。

●製本は長期の使用に十分耐える堅牢なものとなっている。
●再生紙を使用し，リサイクル可能な表紙加工を施すなど，環境に十分な配慮がなされて

いる。

13

（教科書P.30・31)



年間指導計画例

学　
習　
指　
導　
要　
領　
（
抜
粋
）

芸術科の
目 標

芸術の幅広い活動を通して，生涯にわたり芸術を愛好する心情を育てるとともに，感性を高め，芸術の諸能力を伸ばし，芸術文化についての理解を深め，豊
かな情操を養う。

音楽Ⅱの
目 標

音楽の諸活動を通して，生涯にわたり音楽を愛好する心情を育てるとともに，感性を高め，個性豊かな表現の能力と主体的な鑑賞の能力を伸ばし，音楽文化に
ついての理解を深める。

内　容
Ａ　表　現
表現に関して，次の事項を指導する。
⑴ 歌唱

ア�　曲想を歌詞の内容や楽曲の背景とかかわらせて理解し，イメージをもって歌うこと。
イ　曲種に応じた発声の特徴と表現上の効果とのかかわりを理解し，表現を工夫

して歌うこと。
ウ　様々な表現形態による歌唱の特徴と表現上の効果とのかかわりを理解し，表

現を工夫して歌うこと。
エ　音楽を形づくっている要素とそれらの働きを理解して歌うこと。

⑵ 器楽
ア　曲想を楽曲の背景とかかわらせて理解し，イメージをもって演奏すること。
イ　楽器の音色や奏法の特徴と表現上の効果とのかかわりを理解し，表現を工夫

して演奏すること。
ウ　様々な表現形態による器楽の特徴と表現上の効果とのかかわりを理解し，表

現を工夫して演奏すること。
エ　音楽を形づくっている要素とそれらの働きを理解して演奏すること。

⑶ 創作
ア　音階を選んで旋律をつくり，その旋律に副次的な旋律や和音などを付けて，

イメージをもって創造的に音楽をつくること。
イ　音素材の特徴を生かし，反復，変化，対照などの構成を工夫して，イメ

ージをもって創造的に音楽をつくること。
ウ　音楽を形づくっている要素の働きを変化させ，イメージをもって創造的に変

奏や編曲をすること。
エ　音楽を形づくっている要素とそれらの働きを理解して音楽をつくること。

Ｂ　鑑　賞
鑑賞に関して，次の事項を指導する。

ア　声や楽器の音色の特徴と表現上の効果とのかかわりを理解して鑑賞すること。
イ　音楽を形づくっている要素とそれらの働きを理解して鑑賞すること。
ウ　楽曲の文化的・歴史的背景や，作曲者及び演奏者による表現の特徴につ

いて理解を深めて鑑賞すること。
エ　我が国や郷土の伝統音楽の種類とそれぞれの特徴について理解を深めて

鑑賞すること。

内容の取扱い
⑴　 内容のA及びBの指導に当たっては，相互の関連を図るものとする。また，

生徒の特性， 地域や学校の実態を考慮し，内容のAの⑴，⑵又は⑶のうち一
つ以上を選択して扱うことができる。

⑵　 内容のBの指導に当たっては，我が国や郷土の伝統音楽を含む多様な音楽
文化について理解を深める観点から，適切かつ十分な授業時数を配当するもの
とする。

⑶　 内容の取扱いに当たっては，「音楽I」の3の⑵から⑻までと同様に取り扱うも
のとする。

（音楽 I　３ 内容の取扱い）
⑵　 生徒の特性等を考慮し，内容のＡの⑶のア，イ又はウのうち一つ以上を選択

して扱うことができる。
⑶　 内容のＡの指導に当たっては，生徒の特性等を考慮し，視唱と視奏及び読

譜と記譜の指導を含めるものとする。
⑷　 内容のＡの指導に当たっては，我が国の伝統的な歌唱及び和楽器を含めて

扱うようにする。また，内容のＢのエとの関連を図るよう配慮するものとする。

⑸　 内容のAの⑶の指導に当たっては，即興的に音を出しながら音のつながり方を
試すなど，音を音楽へと構成することを重視するとともに，作品を記録する方法を
工夫させるものとする。

⑹　 内容のＢの指導に当たっては，楽曲や演奏について根拠をもって批評する活動な
どを取り入れるようにする。

⑺　 内容のＡ及びＢの教材については，地域や学校の実態等を考慮し，我が国や郷
土の伝統音楽を含む我が国及び諸外国の様々な音楽から幅広く扱うようにする。
また，Ｂの教材については，アジア地域の諸民族の音楽を含めて扱うようにする。

⑻　 音や音楽と生活や社会とのかかわりを考えさせ，音環境への関心を高めるよう
配慮するものとする。また，音楽に関する知的財産権などについて配慮し，著作
物等を尊重する態度の形成を図るようにする。

月 領域（分野）／
配当時間 題材名 題材のねらい

学習指導要領　内容の指導事項

主な教材
題材の指導内容と学習活動A表現 B鑑賞 音楽を形づくっている

要素
内容の
取扱い歌　唱 器　楽 創　作 主な指導内容 主な学習活動ア イ ウ エ ア イ ウ エ ア イ ウ エ ア イ ウ エ

４
５
６
７

表現（歌唱）／
4時間

歌詞に込められた思いや
作曲者の意図を理解し，
表現を工夫して歌おう

歌詞に込められた思いを感じ取り，楽譜
から作曲者の意図を読み取って，表現を
工夫して歌う

● ● ● ●
音色，リズム，速度，旋律，
テクスチュア，強弱

I⑶ 糸／何度でも／ Imagine ／
からたちの花

・歌詞に込められた思いと曲想とのかかわり
・曲の雰囲気に合った歌唱表現
・楽譜に示された作曲者の意図を生かした表現

・歌詞に込められた思いを感じ取り，声の音色を工夫して音楽表現に結び付けながら歌う
・声の音色や強弱，旋律の特徴などを生かし，曲の雰囲気に合った音楽表現を工夫して歌う
・楽譜に示された作曲者の意図を理解し，自分なりのイメージをもって歌う

表現（歌唱）／
3時間

イタリア語のアリアを歌
ってみよう

イタリア語の発音に注意して，イタリアオ
ペラのアリアを表情豊かに歌う ● ● ● ●

音色，リズム，速度，旋律，
強弱

I⑶ うつろの心／女心の歌 ・ベルカントの発声法とイタリア語の発音
・曲想と歌詞が表す情景や心情の表現

・ベルカントの発声法とイタリア語の発音に注意する
・歌詞の内容と音楽とのかかわりを考え，曲想をとらえて，ふさわしい表現を工夫する

鑑賞，表現（歌
唱）／ 6時間

義太夫節の特徴を感じ
取り，日本の伝統文化
に親しもう

義太夫節の歴史や特徴，文楽『一谷嫰軍
記』《組討の段》のあらすじを理解して鑑賞
し，義太夫節《組討の段》を語る

● ● ● ● ● ● ● ●
音色，リズム，速度，旋律，
強弱

II⑴，II⑵
I⑶，I⑷
I⑺

文楽『一谷嫰軍記』《組討の段》／
『一谷嫰軍記』《組討の段》から

・義太夫節と文楽の歴史と，『一谷嫰軍記』のあらすじの理解
・太夫と三味線についての理解
・義太夫節における声の音色や節回しなどの特徴

・日本の伝統芸能の一つである文楽と義太夫節の関係や歴史を理解する
・義太夫節の表現の特徴を理解し，イメージをもって聴く
・義太夫節の声の音色や節回しなどの特徴を感じ取り，表現する

表現（器楽）／
３時間

リズムの特徴を感じなが
ら楽器の音色を工夫し
て合奏を楽しもう

各パートの役割に適した音色の楽器を選
び，スウィングのリズムを感じてノリのよい
合奏をする

● ● ● ●
音色，リズム，旋律，
テクスチュア，強弱，構成

I⑶ One ・楽器の音色と表現上の効果とのかかわり
・リズムの特徴や曲想の理解と表現の工夫

・グループに分かれ，編成例を参考にそれぞれのパートに合う音色を考え，楽器を選ぶ
・柔らかく弾むスウィングのリズムを感じ取り，ミュージカルでダンサーたちが歌い踊る様子などを

イメージして演奏する
鑑賞／ 4時間 特定のイメージを呼び

起こす旋律を聴こう
多くの作品において死や不安を暗示する
部分に用いられてきたグレゴリオ聖歌の《怒
りの日》の旋律を感じ取る

● ● ●
音色，リズム，速度，旋律 I⑹ 時代を超えて鳴り響く《怒りの日》 ・グレゴリオ聖歌の《怒りの日》の旋律の理解

・多くの作曲家が《怒りの日》の旋律を用いていることの理解
・各作曲家による《怒りの日》の旋律の用い方の違いについての批評

・グレゴリオ聖歌の《怒りの日》の歌詞が表す場面を理解する
・《怒りの日》の旋律が，多くの作曲家にとって創作の源になっていることを理解して鑑賞する
・各曲を聴き比べ，喚起されたイメージなどを自分なりに言葉で表す

創作／６時間 音素材や音階の特徴を
生かして音楽をつくろう

音素材や音階の特徴を生かして，朗読，
演劇，映像などの場面の雰囲気に合った
BGMをつくる

● ● ● ●
音色，リズム，速度，旋律，
テクスチュア，強弱，形式，
構成

I⑵
I⑸
I⑻

BGMをつくろう ・BGMを付ける対象，場面，BGMのタイプの選択
・サウンド系のBGMもしくはメロディー系のBGMの創作
・創作したBGMの発表

・サウンド系の場合，打楽器や身の回りの物，ボディー パーカッションなどを選んで創作する
・メロディー系の場合，場面の雰囲気に合いそうな音階を選んで創作する
・組み合わせ方，反復，強弱，変奏などを工夫して曲を構成し，BGMを付けた対象とともに発表する

9
10
11
12

鑑賞／６時間 斬新なリズムと響きによ
る表現を感じ取ろう

『春の祭典』のリズムと和音の特徴を理解
して鑑賞し，初演当時にこの音楽やバレ
エの振り付けについて書かれた批評記事
を参考にして，自分の意見をまとめる

● ● ●

音色，リズム，速度，旋律，
テクスチュア，強弱，構成

I⑹ 音楽史上の大事件となった『春の
祭典』

・リズムとアクセントとの関係の理解
・不協和な響きの特徴の理解
・様 な々要素に基づく，根拠をもった批評活動

・グループに分かれて，ホルンのリズムと弦楽器群のリズムを打ち，アクセントによる不規則なリズ
ムを理解する

・E♭7とEの和音が同時に鳴らされることにより，不協和な響きが生み出されていることを理解する
・初演時のバレエの振り付けや新聞批評なども参考にして，『春の祭典』について自分の意見を書く

表現（歌唱，器
楽）／ 4時間

シューマンの合唱曲を
歌おう

歌詞の内容を理解し，曲調の変化を感じ
取りながら，曲にふさわしい声で歌う ● ● ● ● ● ● ● ●

音色，リズム，旋律，
テクスチュア，強弱，構成

I⑶ 流浪の民 ・合唱と独唱のコントラストを生かした表現の工夫
・歌詞の内容の理解とイメージをもった合唱
・打楽器を加えた演奏

・合唱と独唱の変化を生かして，曲調にふさわしい表現を工夫する
・歌詞の表す情景を理解して，表現したい音楽のイメージをもって合唱する
・トライアングルやタンブリンなどの打楽器のリズムを工夫して加える

表現（器楽）／
6時間

和楽器で合奏しよう 篠笛，鈴，太鼓を組み合わせ，曲想を
生かして和楽器の合奏をする ● ● ● ●

音色，リズム，速度，旋律，
テクスチュア，強弱，構成

I⑶
I⑷
I⑺

秋の宵 ・篠笛の音色や奏法の特徴と表現上の効果とのかかわり
・鈴と太鼓の音色や奏法の特徴と表現上の効果とのかかわり
・イメージをもった和楽器の合奏

・篠笛の音色や奏法を生かして演奏する
・鈴と太鼓の音色や奏法を生かして演奏する
・「作曲者の言葉」や曲想から，イメージを膨らませて和楽器の合奏をする

鑑賞／ 3時間 『平家物語』を題材にし
た能と平家を味わおう

文楽『一谷嫰軍記』《組討の段》と同じ『平
家物語』の「敦盛最期」を題材にした能や，
平家の鑑賞を通してその特徴を理解する

● ● ● ●
音色，リズム，速度，旋律，
テクスチュア，強弱，構成

II⑵
I⑷
I⑺

能『敦盛』／『平家物語』の音楽 ・『平家物語』の「敦盛最期」を題材にした能の鑑賞
・平家『祇園精舎』の鑑賞

・日本の伝統芸能の一つである能の歴史的背景や表現の特徴を理解し，鑑賞する
・琵琶の弾き語りで『平家物語』を語る平家を理解し，鑑賞する

表現（器楽，歌
唱）／ 6時間

ギターアンサンブルに挑
戦しよう

メロディー，伴奏，ベースラインのパート
に分かれて，『Stand By Me』をギターで
アンサンブルし，歌と合わせる

● ● ● ● ● ● ● ●
音色，リズム，速度，旋律，
テクスチュア，強弱，構成

I⑶ Stand By Me ・ギターの音色や奏法の特徴と表現上の効果とのかかわり
・曲種に応じた発声の特徴と表現上の効果とのかかわり
・各パートの役割や働きを理解した合奏と歌唱

・メロディー，伴奏，ベースラインを分担し，役割に合わせた音色や奏法で練習する
・英語の歌詞を理解して，曲種に適した発声で歌う
・メロディー，伴奏，ベースライン，歌の各パートの役割を理解し，ふさわしい表現を工夫して合わせる

鑑賞／ 4時間 「ラーマ物語」を題材と
した各地の芸能を理解
しよう

インド，インドネシア，タイに伝わる「ラー
マ物語」を題材とした芸能の鑑賞を通して
それぞれの特徴を理解する

● ● ●
音色，リズム，速度，旋律，
テクスチュア，強弱，形式，
構成

II⑵
I⑹
I⑺

「ラーマ物語」を題材とした芸能 ・「ラーマ物語」を題材とした３つの芸能の表現の特徴と，そ
れらの共通点や相違点の理解

・声や楽器の音色の特徴と表現上の効果とのかかわり

・物語の情景や登場人物の心情などが，どのような声や楽器の音色で表現されているか比較しな
がら鑑賞する

・３つの芸能の違いなどについて，鑑賞後に批評文を書いたり，感想を述べ合ったりする

１
２
３

表現（歌唱）／
3時間

様々なフランス語の曲を
歌ってみよう

フランス語の発音に注意し，シャンソンと
メロディの特徴の違いを理解して歌う ● ● ● ●

音色，リズム，速度，旋律，
強弱

I⑶ 愛の讃歌／夢のあとに ・フランス語の発音とその特徴
・シャンソンとメロディの雰囲気の違いの理解

・“r”や鼻母音などのフランス語の特徴的な発音に注意して，フランス語らしい発音で歌う
・シャンソンとメロディのジャンルの違いを理解して，それぞれの雰囲気に合った表現を工夫する

鑑賞／ 4時間 登場人物たちが音楽で
どのように描写されてい
るか理解しよう

オペラ『カルメン』に登場するカルメン，ホセ，
ミカエラ，エスカミーリョが，音楽でどのよ
うに特徴的に描写されているかを理解する

● ● ●
音色，リズム，速度，旋律，
テクスチュア，強弱，構成

II⑴
I⑹

4つのアリアの特徴を聴き比べてみ
よう

・『カルメン』のあらすじと4人の登場人物の性格の理解
・４人の性格とそれぞれが歌うアリアの音楽的特徴とのかかわ
り

・前の題材で歌ったシャンソンやメロディと比較しながら，同じフランス語のアリアを聴き，違いを
理解する

・それぞれのアリアの特徴を調べ，それらと音楽表現や性格描写との結び付きを理解して鑑賞する
表現（器楽）／
2時間

リコーダーアンサンブル
を楽しもう

互いの音を聴き合い，リコーダーアンサン
ブルの表現を工夫する ● ● ● ●

音色，リズム，速度，旋律，
テクスチュア，強弱，構成

I⑶ ロンド ・アルトリコーダーの音色の特徴とアンサンブルによる表現上
の効果

・互いの音を聴き合い，表現を工夫して，よく響き合うリコーダーのアンサンブルをする

鑑賞／４時間 オーケストラと独奏楽器
群との掛け合いや対比
を楽しもう

バロック時代の協奏曲の形式を理解し，
独奏楽器の音色の変化を感じ取る ● ● ●

音色，リズム，旋律，
テクスチュア，強弱，形式，
構成

II⑴
I⑹

バッハの協奏曲を聴こう／（参考：
ヴァイオリン協奏曲の名曲を聴こう）

・バロック時代の協奏曲であるコンチェルト グロッソの理解
・総奏部分と独奏部分の展開や響きの対比の理解

・前の題材で演奏したリコーダーが活躍するバロック時代の協奏曲を聴き，音色の特徴や表現上
の効果について理解を深める

・協奏曲の歴史やコンチェルト グロッソの構造を理解する
・総奏部分と独奏部分の旋律の違いや調の変化などが楽曲の構造と関係していることを理解して鑑賞する

鑑賞／2時間 ポピュラー音楽の魅力
を感じ取ろう

ジャズやロックを，リズムなどの特徴に気
を付けながら聴く ● ● ●

音色，リズム，速度，旋律，
テクスチュア，強弱，形式，
構成

II⑵，I⑹
I⑺，I⑻

ポピュラー音楽／音楽の著作権に
ついて知ろう

・ジャズの特徴であるスウィングのリズムの理解
・ロックの特徴である8ビートの理解
・音楽の著作権の理解

・ジャズとロックのそれぞれの歴史とその編成やリズムの特徴を理解し，両者の違いを踏まえなが
ら鑑賞する

・音楽の著作権について理解する

14
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芸術科の
目 標

芸術の幅広い活動を通して，生涯にわたり芸術を愛好する心情を育てるとともに，感性を高め，芸術の諸能力を伸ばし，芸術文化についての理解を深め，豊
かな情操を養う。

音楽Ⅱの
目 標

音楽の諸活動を通して，生涯にわたり音楽を愛好する心情を育てるとともに，感性を高め，個性豊かな表現の能力と主体的な鑑賞の能力を伸ばし，音楽文化に
ついての理解を深める。

内　容
Ａ　表　現
表現に関して，次の事項を指導する。
⑴ 歌唱

ア�　曲想を歌詞の内容や楽曲の背景とかかわらせて理解し，イメージをもって歌うこと。
イ　曲種に応じた発声の特徴と表現上の効果とのかかわりを理解し，表現を工夫

して歌うこと。
ウ　様々な表現形態による歌唱の特徴と表現上の効果とのかかわりを理解し，表

現を工夫して歌うこと。
エ　音楽を形づくっている要素とそれらの働きを理解して歌うこと。

⑵ 器楽
ア　曲想を楽曲の背景とかかわらせて理解し，イメージをもって演奏すること。
イ　楽器の音色や奏法の特徴と表現上の効果とのかかわりを理解し，表現を工夫

して演奏すること。
ウ　様々な表現形態による器楽の特徴と表現上の効果とのかかわりを理解し，表

現を工夫して演奏すること。
エ　音楽を形づくっている要素とそれらの働きを理解して演奏すること。

⑶ 創作
ア　音階を選んで旋律をつくり，その旋律に副次的な旋律や和音などを付けて，

イメージをもって創造的に音楽をつくること。
イ　音素材の特徴を生かし，反復，変化，対照などの構成を工夫して，イメ

ージをもって創造的に音楽をつくること。
ウ　音楽を形づくっている要素の働きを変化させ，イメージをもって創造的に変

奏や編曲をすること。
エ　音楽を形づくっている要素とそれらの働きを理解して音楽をつくること。

Ｂ　鑑　賞
鑑賞に関して，次の事項を指導する。

ア　声や楽器の音色の特徴と表現上の効果とのかかわりを理解して鑑賞すること。
イ　音楽を形づくっている要素とそれらの働きを理解して鑑賞すること。
ウ　楽曲の文化的・歴史的背景や，作曲者及び演奏者による表現の特徴につ

いて理解を深めて鑑賞すること。
エ　我が国や郷土の伝統音楽の種類とそれぞれの特徴について理解を深めて

鑑賞すること。

内容の取扱い
⑴　 内容のA及びBの指導に当たっては，相互の関連を図るものとする。また，

生徒の特性， 地域や学校の実態を考慮し，内容のAの⑴，⑵又は⑶のうち一
つ以上を選択して扱うことができる。

⑵　 内容のBの指導に当たっては，我が国や郷土の伝統音楽を含む多様な音楽
文化について理解を深める観点から，適切かつ十分な授業時数を配当するもの
とする。

⑶　 内容の取扱いに当たっては，「音楽I」の3の⑵から⑻までと同様に取り扱うも
のとする。

（音楽 I　３ 内容の取扱い）
⑵　 生徒の特性等を考慮し，内容のＡの⑶のア，イ又はウのうち一つ以上を選択

して扱うことができる。
⑶　 内容のＡの指導に当たっては，生徒の特性等を考慮し，視唱と視奏及び読

譜と記譜の指導を含めるものとする。
⑷　 内容のＡの指導に当たっては，我が国の伝統的な歌唱及び和楽器を含めて

扱うようにする。また，内容のＢのエとの関連を図るよう配慮するものとする。

⑸　 内容のAの⑶の指導に当たっては，即興的に音を出しながら音のつながり方を
試すなど，音を音楽へと構成することを重視するとともに，作品を記録する方法を
工夫させるものとする。

⑹　 内容のＢの指導に当たっては，楽曲や演奏について根拠をもって批評する活動な
どを取り入れるようにする。

⑺　 内容のＡ及びＢの教材については，地域や学校の実態等を考慮し，我が国や郷
土の伝統音楽を含む我が国及び諸外国の様々な音楽から幅広く扱うようにする。
また，Ｂの教材については，アジア地域の諸民族の音楽を含めて扱うようにする。

⑻　 音や音楽と生活や社会とのかかわりを考えさせ，音環境への関心を高めるよう
配慮するものとする。また，音楽に関する知的財産権などについて配慮し，著作
物等を尊重する態度の形成を図るようにする。

月 領域（分野）／
配当時間 題材名 題材のねらい

学習指導要領　内容の指導事項

主な教材
題材の指導内容と学習活動A表現 B鑑賞 音楽を形づくっている

要素
内容の
取扱い歌　唱 器　楽 創　作 主な指導内容 主な学習活動ア イ ウ エ ア イ ウ エ ア イ ウ エ ア イ ウ エ

４
５
６
７

表現（歌唱）／
4時間

歌詞に込められた思いや
作曲者の意図を理解し，
表現を工夫して歌おう

歌詞に込められた思いを感じ取り，楽譜
から作曲者の意図を読み取って，表現を
工夫して歌う

● ● ● ●
音色，リズム，速度，旋律，
テクスチュア，強弱

I⑶ 糸／何度でも／ Imagine ／
からたちの花

・歌詞に込められた思いと曲想とのかかわり
・曲の雰囲気に合った歌唱表現
・楽譜に示された作曲者の意図を生かした表現

・歌詞に込められた思いを感じ取り，声の音色を工夫して音楽表現に結び付けながら歌う
・声の音色や強弱，旋律の特徴などを生かし，曲の雰囲気に合った音楽表現を工夫して歌う
・楽譜に示された作曲者の意図を理解し，自分なりのイメージをもって歌う

表現（歌唱）／
3時間

イタリア語のアリアを歌
ってみよう

イタリア語の発音に注意して，イタリアオ
ペラのアリアを表情豊かに歌う ● ● ● ●

音色，リズム，速度，旋律，
強弱

I⑶ うつろの心／女心の歌 ・ベルカントの発声法とイタリア語の発音
・曲想と歌詞が表す情景や心情の表現

・ベルカントの発声法とイタリア語の発音に注意する
・歌詞の内容と音楽とのかかわりを考え，曲想をとらえて，ふさわしい表現を工夫する

鑑賞，表現（歌
唱）／ 6時間

義太夫節の特徴を感じ
取り，日本の伝統文化
に親しもう

義太夫節の歴史や特徴，文楽『一谷嫰軍
記』《組討の段》のあらすじを理解して鑑賞
し，義太夫節《組討の段》を語る

● ● ● ● ● ● ● ●
音色，リズム，速度，旋律，
強弱

II⑴，II⑵
I⑶，I⑷
I⑺

文楽『一谷嫰軍記』《組討の段》／
『一谷嫰軍記』《組討の段》から

・義太夫節と文楽の歴史と，『一谷嫰軍記』のあらすじの理解
・太夫と三味線についての理解
・義太夫節における声の音色や節回しなどの特徴

・日本の伝統芸能の一つである文楽と義太夫節の関係や歴史を理解する
・義太夫節の表現の特徴を理解し，イメージをもって聴く
・義太夫節の声の音色や節回しなどの特徴を感じ取り，表現する

表現（器楽）／
３時間

リズムの特徴を感じなが
ら楽器の音色を工夫し
て合奏を楽しもう

各パートの役割に適した音色の楽器を選
び，スウィングのリズムを感じてノリのよい
合奏をする

● ● ● ●
音色，リズム，旋律，
テクスチュア，強弱，構成

I⑶ One ・楽器の音色と表現上の効果とのかかわり
・リズムの特徴や曲想の理解と表現の工夫

・グループに分かれ，編成例を参考にそれぞれのパートに合う音色を考え，楽器を選ぶ
・柔らかく弾むスウィングのリズムを感じ取り，ミュージカルでダンサーたちが歌い踊る様子などを

イメージして演奏する
鑑賞／ 4時間 特定のイメージを呼び

起こす旋律を聴こう
多くの作品において死や不安を暗示する
部分に用いられてきたグレゴリオ聖歌の《怒
りの日》の旋律を感じ取る

● ● ●
音色，リズム，速度，旋律 I⑹ 時代を超えて鳴り響く《怒りの日》 ・グレゴリオ聖歌の《怒りの日》の旋律の理解

・多くの作曲家が《怒りの日》の旋律を用いていることの理解
・各作曲家による《怒りの日》の旋律の用い方の違いについての批評

・グレゴリオ聖歌の《怒りの日》の歌詞が表す場面を理解する
・《怒りの日》の旋律が，多くの作曲家にとって創作の源になっていることを理解して鑑賞する
・各曲を聴き比べ，喚起されたイメージなどを自分なりに言葉で表す

創作／６時間 音素材や音階の特徴を
生かして音楽をつくろう

音素材や音階の特徴を生かして，朗読，
演劇，映像などの場面の雰囲気に合った
BGMをつくる

● ● ● ●
音色，リズム，速度，旋律，
テクスチュア，強弱，形式，
構成

I⑵
I⑸
I⑻

BGMをつくろう ・BGMを付ける対象，場面，BGMのタイプの選択
・サウンド系のBGMもしくはメロディー系のBGMの創作
・創作したBGMの発表

・サウンド系の場合，打楽器や身の回りの物，ボディー パーカッションなどを選んで創作する
・メロディー系の場合，場面の雰囲気に合いそうな音階を選んで創作する
・組み合わせ方，反復，強弱，変奏などを工夫して曲を構成し，BGMを付けた対象とともに発表する

9
10
11
12

鑑賞／６時間 斬新なリズムと響きによ
る表現を感じ取ろう

『春の祭典』のリズムと和音の特徴を理解
して鑑賞し，初演当時にこの音楽やバレ
エの振り付けについて書かれた批評記事
を参考にして，自分の意見をまとめる

● ● ●

音色，リズム，速度，旋律，
テクスチュア，強弱，構成

I⑹ 音楽史上の大事件となった『春の
祭典』

・リズムとアクセントとの関係の理解
・不協和な響きの特徴の理解
・様 な々要素に基づく，根拠をもった批評活動

・グループに分かれて，ホルンのリズムと弦楽器群のリズムを打ち，アクセントによる不規則なリズ
ムを理解する

・E♭7とEの和音が同時に鳴らされることにより，不協和な響きが生み出されていることを理解する
・初演時のバレエの振り付けや新聞批評なども参考にして，『春の祭典』について自分の意見を書く

表現（歌唱，器
楽）／ 4時間

シューマンの合唱曲を
歌おう

歌詞の内容を理解し，曲調の変化を感じ
取りながら，曲にふさわしい声で歌う ● ● ● ● ● ● ● ●

音色，リズム，旋律，
テクスチュア，強弱，構成

I⑶ 流浪の民 ・合唱と独唱のコントラストを生かした表現の工夫
・歌詞の内容の理解とイメージをもった合唱
・打楽器を加えた演奏

・合唱と独唱の変化を生かして，曲調にふさわしい表現を工夫する
・歌詞の表す情景を理解して，表現したい音楽のイメージをもって合唱する
・トライアングルやタンブリンなどの打楽器のリズムを工夫して加える

表現（器楽）／
6時間

和楽器で合奏しよう 篠笛，鈴，太鼓を組み合わせ，曲想を
生かして和楽器の合奏をする ● ● ● ●

音色，リズム，速度，旋律，
テクスチュア，強弱，構成

I⑶
I⑷
I⑺

秋の宵 ・篠笛の音色や奏法の特徴と表現上の効果とのかかわり
・鈴と太鼓の音色や奏法の特徴と表現上の効果とのかかわり
・イメージをもった和楽器の合奏

・篠笛の音色や奏法を生かして演奏する
・鈴と太鼓の音色や奏法を生かして演奏する
・「作曲者の言葉」や曲想から，イメージを膨らませて和楽器の合奏をする

鑑賞／ 3時間 『平家物語』を題材にし
た能と平家を味わおう

文楽『一谷嫰軍記』《組討の段》と同じ『平
家物語』の「敦盛最期」を題材にした能や，
平家の鑑賞を通してその特徴を理解する

● ● ● ●
音色，リズム，速度，旋律，
テクスチュア，強弱，構成

II⑵
I⑷
I⑺

能『敦盛』／『平家物語』の音楽 ・『平家物語』の「敦盛最期」を題材にした能の鑑賞
・平家『祇園精舎』の鑑賞

・日本の伝統芸能の一つである能の歴史的背景や表現の特徴を理解し，鑑賞する
・琵琶の弾き語りで『平家物語』を語る平家を理解し，鑑賞する

表現（器楽，歌
唱）／ 6時間

ギターアンサンブルに挑
戦しよう

メロディー，伴奏，ベースラインのパート
に分かれて，『Stand By Me』をギターで
アンサンブルし，歌と合わせる

● ● ● ● ● ● ● ●
音色，リズム，速度，旋律，
テクスチュア，強弱，構成

I⑶ Stand By Me ・ギターの音色や奏法の特徴と表現上の効果とのかかわり
・曲種に応じた発声の特徴と表現上の効果とのかかわり
・各パートの役割や働きを理解した合奏と歌唱

・メロディー，伴奏，ベースラインを分担し，役割に合わせた音色や奏法で練習する
・英語の歌詞を理解して，曲種に適した発声で歌う
・メロディー，伴奏，ベースライン，歌の各パートの役割を理解し，ふさわしい表現を工夫して合わせる

鑑賞／ 4時間 「ラーマ物語」を題材と
した各地の芸能を理解
しよう

インド，インドネシア，タイに伝わる「ラー
マ物語」を題材とした芸能の鑑賞を通して
それぞれの特徴を理解する

● ● ●
音色，リズム，速度，旋律，
テクスチュア，強弱，形式，
構成

II⑵
I⑹
I⑺

「ラーマ物語」を題材とした芸能 ・「ラーマ物語」を題材とした３つの芸能の表現の特徴と，そ
れらの共通点や相違点の理解

・声や楽器の音色の特徴と表現上の効果とのかかわり

・物語の情景や登場人物の心情などが，どのような声や楽器の音色で表現されているか比較しな
がら鑑賞する

・３つの芸能の違いなどについて，鑑賞後に批評文を書いたり，感想を述べ合ったりする

１
２
３

表現（歌唱）／
3時間

様々なフランス語の曲を
歌ってみよう

フランス語の発音に注意し，シャンソンと
メロディの特徴の違いを理解して歌う ● ● ● ●

音色，リズム，速度，旋律，
強弱

I⑶ 愛の讃歌／夢のあとに ・フランス語の発音とその特徴
・シャンソンとメロディの雰囲気の違いの理解

・“r”や鼻母音などのフランス語の特徴的な発音に注意して，フランス語らしい発音で歌う
・シャンソンとメロディのジャンルの違いを理解して，それぞれの雰囲気に合った表現を工夫する

鑑賞／ 4時間 登場人物たちが音楽で
どのように描写されてい
るか理解しよう

オペラ『カルメン』に登場するカルメン，ホセ，
ミカエラ，エスカミーリョが，音楽でどのよ
うに特徴的に描写されているかを理解する

● ● ●
音色，リズム，速度，旋律，
テクスチュア，強弱，構成

II⑴
I⑹

4つのアリアの特徴を聴き比べてみ
よう

・『カルメン』のあらすじと4人の登場人物の性格の理解
・４人の性格とそれぞれが歌うアリアの音楽的特徴とのかかわ
り

・前の題材で歌ったシャンソンやメロディと比較しながら，同じフランス語のアリアを聴き，違いを
理解する

・それぞれのアリアの特徴を調べ，それらと音楽表現や性格描写との結び付きを理解して鑑賞する
表現（器楽）／
2時間

リコーダーアンサンブル
を楽しもう

互いの音を聴き合い，リコーダーアンサン
ブルの表現を工夫する ● ● ● ●

音色，リズム，速度，旋律，
テクスチュア，強弱，構成

I⑶ ロンド ・アルトリコーダーの音色の特徴とアンサンブルによる表現上
の効果

・互いの音を聴き合い，表現を工夫して，よく響き合うリコーダーのアンサンブルをする

鑑賞／４時間 オーケストラと独奏楽器
群との掛け合いや対比
を楽しもう

バロック時代の協奏曲の形式を理解し，
独奏楽器の音色の変化を感じ取る ● ● ●

音色，リズム，旋律，
テクスチュア，強弱，形式，
構成

II⑴
I⑹

バッハの協奏曲を聴こう／（参考：
ヴァイオリン協奏曲の名曲を聴こう）

・バロック時代の協奏曲であるコンチェルト グロッソの理解
・総奏部分と独奏部分の展開や響きの対比の理解

・前の題材で演奏したリコーダーが活躍するバロック時代の協奏曲を聴き，音色の特徴や表現上
の効果について理解を深める

・協奏曲の歴史やコンチェルト グロッソの構造を理解する
・総奏部分と独奏部分の旋律の違いや調の変化などが楽曲の構造と関係していることを理解して鑑賞する

鑑賞／2時間 ポピュラー音楽の魅力
を感じ取ろう

ジャズやロックを，リズムなどの特徴に気
を付けながら聴く ● ● ●

音色，リズム，速度，旋律，
テクスチュア，強弱，形式，
構成

II⑵，I⑹
I⑺，I⑻

ポピュラー音楽／音楽の著作権に
ついて知ろう

・ジャズの特徴であるスウィングのリズムの理解
・ロックの特徴である8ビートの理解
・音楽の著作権の理解

・ジャズとロックのそれぞれの歴史とその編成やリズムの特徴を理解し，両者の違いを踏まえなが
ら鑑賞する

・音楽の著作権について理解する
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指導書の構成　B5判セットケース入，予定価格（本体17,000円＋消費税）

●研究資料編
　年間指導計画例，複数の学習指導案例を掲載します。授業を多角的にサポートする充実した資料を掲載します。

●楽譜資料編
　歌唱教材の伴奏譜，移調楽譜，簡易伴奏，鑑賞曲の資料楽譜などを掲載します。

●指導用・鑑賞用CD４枚
　主な歌唱教材の範唱や参考演奏，原語歌詞の朗読，器楽教材，鑑賞教材を，教科書の目次順に収録します。
　西洋音楽の鑑賞全曲収録。世界の諸民族の音楽：特徴を確実に捉える音素材を収録。日本の伝統音楽：聴き所を抜粋で収録。

別売鑑賞参考教材ソフト　定価 各（本体18,000円＋消費税）

教科書に掲載されている「日本の伝統音楽」及び「世界の諸民族の音楽」の授業の参考となる資料を販売しています。

高等学校音楽鑑賞DVD
　日本の伝統芸能編

高等学校音楽鑑賞DVD
　民族編

音楽鑑賞Blu-ray Disc
　世界の民族音楽

●DVD１枚／収録時間126分
●雅楽，琵琶楽，能楽，文楽，歌舞伎から
　14演目（曲）を収録

●DVD１枚／収録時間146分
●38カ国，59曲を収録
●民族音楽研究家，江波戸 昭先生の解説付き

●Blu-ray１枚／収録時間202分
●49カ国，86曲を収録
●全ての映像について，研究者によるライナー

ノーツ付き


